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　スイスの生物学者、Claus Wedekindが行った興味深い実験がある。

　男子学生に二日間着用させたＴシャツを回収し、女子学生にそのにおいを嗅かがせて、好き嫌いを十段階で評価させるというものだ。

　その結果、多くの女子学生が、自分と異なるＭＨＣ遺伝子を持つ男性のにおいを好んだ。

　ＭＨＣ遺伝子はにおいに関与するとともに、免疫システムに深く関わっている。遺伝子的に遠い相手を選んだほうが、より強い子供が生まれやすい。女子学生たちは、まったく無意識のうちに、生物学的に有利な相手を嗅ぎ分けていたと推察できるのだ。




　かくも、人はにおいに支配されている。










　　　１







　地下鉄の改札を抜け、地下通路を進み、地下フロアに到達する。

　地下ではあるが、広々と拓ひらけた空間だ。

　かつては防衛庁本庁があり、江え戸ど時代まで遡さかのぼれば萩はぎ藩はん毛もう利り家下屋敷があった敷地は、華やいだ商業複合施設となった。オフィス、ショップ、レストラン、イベントスペース――竣しゅん工こうは二〇〇七年、リーマンショックの前年で、不景気の風は今ほど吹きすさんではいなかった。

　エスカレータで、地上へ出る。

　高層ビルに囲まれた広場プラザを介し、ホテルの入り口を見つける。メインエントランスではないので、あまり目立たない。一般的な自動ドアがあるだけで、ドアマンもいなかった。

　エントランスから通路を進み、案内板を参照してエレベータホールへと向かう。この入り口からアクセスした場合、先に見つかるエレベータは宴会場行きだ。四十五階のロビーフロアまで到達するには、より奥にあるエレベータを使わなければならない。二年前にロビーまで訪れたことがあった。一度来た場所の平面図は頭に入っているので、うろうろ迷うことはない。

　午後一時四十五分。約束の二時まで、あと十五分ある。

　エレベータホールには、四人の先客がいた。

　男女のカップルひと組、さらに若い男性ひとり、女性ひとり。彼らとともに、エレベータに乗り込む。ドアが閉まる直前、もうひとり女性が慌てて入ってきた。

　エレベータが稼働する。シックな高級感のある内装で、揺れはほとんどない。

　三十階をすぎると、気圧の変化による一時的な耳じ管かん狭きょう窄さくが起きる。斜め前の女性がコクリと喉仏を上下させていた。

「耳がおかしくなっちゃう」

　カップルの女性が甘えた口調で言い、連れの男が「耳抜きするといいよ」と鼻を摘んでおどけてみせた。

「僕、ダイビングするから得意なんだ」

「そうなの？　どんなところで潜るの？」

「いろいろ行ったけど……沖おき縄なわの海はすごく綺麗だったなあ。今度の旅行、沖縄もいいね」

「すてき。一度行ってみたかったの」

　女性は嬉しそうに顔を綻ほころばせる。

　小声の会話の中、エレベータはノンストップで四十五階に到着した。

　ほかの客がすべて降りてから、最後に昇降機を出る。通路を少し進めばロビーだ。高い天井を飾る豪華なシャンデリア。ラウンジではピアノの生演奏が流れていた。

　都内でも屈指のホテルだけあって、スタッフの立ち居振る舞いは洗練されており、客層にも一定のクラス感がある。外国人の姿も目立った。

　ここで一度、電話をするように言われていた。

　通行の邪魔にならない場所に移動する。眼鏡めがねを外し、レンズに汚れがないか確認してまた戻す。スマートフォンを取り出し、登録しておいた番号にかける。すぐに相手が出た。

『着きましたか。お疲れ様です』

　女性の声だ。こちらが喋しゃべる前に挨あい拶さつされ「はい」とだけ返した。部屋番号を尋ねようとしたのだが、再び『まず、いくつか質問があります』と先を越される。

「いまですか？」

『ええ、いま』

　会ってから聞けばいいではないかと訝いぶかしく思ったが、拒絶できる立場ではないので抑揚なく「どうぞ」と返す。にこやかな声が『簡単な質問です』と告げた。

『あなたがいま乗ってきたエレベータには、あなたを抜かして何人が同乗してましたか？』

　意図のわからない質問だったが、解答はわかる。

「五名です」

『男女の内訳は』

「男性二名、女性三名」

『それぞれの特徴を覚えていますか』

「ある程度は」

『言ってみてください』

　瞬まばたきをふたつほどして、脳内の浅い場所にある記憶のボックスをひっくり返す。転がり出てきた事象を組み立て直せば、瞼まぶたの裏に数分前の光景が再現された。

「男女一名ずつはカップルでした。二十代前半の女性と三十歳前後の男性。女性は薄いピンクのニットアンサンブルに人工パールのネックレス、男性は濃紺のスーツにブランドもののネクタイ、腕時計もブランドもの、ただし靴は安物の合成皮革。両名とも、張り切ってめかしこんできた印象です。交際を始めてから、それほど時間は経っていないと思われます」

『根拠は？』

「会話の内容です。男性の趣味がダイビングだということを、女性は知りませんでした。今は十月で、夏からさほど経っていません。夏以前から交際が始まっているのならば、すでに話題に出ていると考えるのが自然です」

『ほかの人はどうでしたか』

「二十代前半の男性。茶色く染めた髪と、整った眉、薄く黒ずんだ爪からして、おそらく美容師です。まだアシスタントかもしれません」

『爪？』

「ヘアカラーを流すときに染まります。通常、自分を指名してくれる顧客を持つようになると、シャンプーなどのアシストはしなくなります。ただし、個人経営の場合は別ですが。もうひとりの女性は三十代半ば。顔色が悪く中肉中背で、紺色のワンピースにニットカーディガン、黒いレギンス、ローヒールの靴。妊娠しています」

『顔色が悪くて靴が低いから妊娠というのは、早合点じゃないですか？』

　いくらなんでも短絡的だろう……そう言いたげな苦笑いに「いいえ」と答える。

「バッグのポケット部分の内側に、マタニティバッジの一部が見えました。電車や人混みの中でだけ、表側に出すものと考えられます」

『ああ、なるほど』

　電話の相手は納得したようだ。

　続けて『もうひとり女性がいたはずですね？』と尋ねられる。そのとおり。一番見えにくい場所にいた、小柄な人だった。ぽっちゃりしたシルエットが思い浮かぶものの、ほかの記憶は曖あい昧まいだ。いま一度考えるが、具体的な事象が出てこない。

「小柄で小太り、グレーのストール……年齢は三十五から四十五のあいだかと」

『ずいぶん開きがありますね』

「横顔をちらりと見ただけですので」

『美人でしたか？』

「美人ならば印象に残っています。平凡なおばさんというところです」

　やや間を置いて『わかりました』と返事が聞こえる。

『ここでの質問は以上です。それでは５２３２の部屋までお越し下さい。専用キーが必要なフロアなので、レセプションに申し出ていただけますか』

「はい」

　電話を切り、九十度に方向転換してレセプションに向かう。

　一連の質問はテストだったのだろう。観察力を試されたに違いない。唐突ではあったが、困難な設問ではなかった。あれだけ答えられれば、合格ラインに到達しているはずだ。

　近くに立っていたスタッフに申し出ると、客室階に繋つながるエレベータに案内してくれた。

　スタッフも一緒にエレベータに乗り、カードキーをスリットに差し込んでいる。いわゆる特別フロアになるのだろう、宿泊客以外はアクセスできない仕組みだ。

　五十二階で降りる。

　まだ若いが、丁寧な物腰の男性スタッフは部屋の前まで案内してくれた。「ありがとう」と告げると一礼して去っていく。

　呼び鈴を鳴らした。

　七秒後にドアが開く。腕時計を睨にらんでいなくとも、時間の感覚は身についている。

「ようこそ」

　笑顔で現れた女性を見て、一瞬言葉を失う。これは予想外の展開だ。それでも動揺を顔に出すことのないまま「はじめまして」と頭を下げる。

「目の前で見ると、ますます大きいですね。身長何センチ？」

「三年前の計測ですが、一八六センチです」

「私より四十センチあるわけね。さ、奥へどうぞ」

　導かれるまま部屋の中へ進むと、広いリビングと大きな窓が視界に入る。

　ガラスの向こうに広がる東京都心の光景――正面遠くに新しん宿じゅく副都心が霞かすんでいた。右に目をやれば、緑地の中に迎げい賓ひん館かんの瀟しょう洒しゃな建物がある。見事な眺望だ。室内にベッドがない。つまりここはスイートルームであり、右手奥に見えるドアの向こうが寝室になっているのだろう。リビングの広さから推察して、寝室と浴室を加えると百平米はありそうな一室だった。

「かけてください」

　女性がちんまりとソファに腰掛け、斜め向かいを手のひらで示す。

「私はＣＡＳキャスの合同出資者であり、主に事務方を担当している大おお鳥とり阿あ莉りといいます。……ご覧のとおり、小柄で小太りの平凡なおばさんです」

　微笑みながらチクリとやられる。まさか面接官があのエレベータに乗っていたとは思わなかったが、言ってしまったものは仕方ないし、あくまで事実を述べたにすぎない。謝罪の必要はないと判断し、眼鏡のブリッジを上げて「ご不快にさせたならば残念です」と返した。

「ご不快？　まさか。とても満足しています。推薦人の言うとおり、素晴らしい観察力と分析力。感心しました」

「そうですか」

　さて、と大鳥は背中のクッションの位置を直す。座高が低いので、座るのにちょうどいい位置を見つけにくいのだ。

「それでは面接を始めさせていただきますね。ＣＡＳの業務については、どんなふうにお聞きになってますか？」

「あらゆる人間関係における、相性診断サービスの会社と聞きました」

「そうです。ときどき人材派遣業と間違えられますが、私たちが人材を紹介することはありません。ただし、企業からの依頼により、雇用を予定している人材と面接し、当該企業との相性を見るケースはままあります」

「企業との相性？」

「業務との相性、あるいは直属の上ボ司スが決まっていればその人との相性も見ます。企業のご依頼だけではなく、個人からの依頼で婚約相手を見る場合も多いですし……まあ、あまり表沙汰にはできない類の依頼もあります」

「犯罪が絡んでいるだとか？」

「それはありません。ＣＡＳは風変わりですが、健全な会社です」

　にっこりと笑みが向けられる。

「場合によっては、心理テストや性格診断結果などを判断材料とし、相性のアドバイスをすることもあります。たしか、心理学の博士号をおとりでしたよね？」

「はい」

「アメリカで？」

「はい」

　大鳥がテーブルの上にあった履歴書を手にする。腕が短くて届きにくいので、座面をずりずり前方に移動した。

「履歴書を拝見しましたが……すごい経歴ですね。東大出て、アメリカに留学して、心理学のドクター取って、帰国して国Ⅰ試験受かって、法務省入って、公安調査庁に採用」

「はい」

　間違っていないので、頷く。

「で、その四年後、上司に言われた。向いてないから、やめろと」

「はい」

　これも間違っていない。厳密に言えば『公安も所しょ詮せんは役所なんだよ。おまえにいくら能力があっても、その性格じゃ出世できない。やり直しが利きくうちに人生仕切り直せ』だ。恩義のある人物による、心からの忠告だったので聞き入れることにした。

「その後、大企業に採用されては辞めての繰り返し……現在、三十四歳ですね？」

「はい」

「続かない理由は？」

「私が極めて協調性に乏しい性格だからでしょう」

　うんうんうん、と大鳥が細かく頷く。小さな手が履歴書をぺらぺらさせて遊んでいた。爪もまた小さい。

「協調的・社交的とは言えないようですね。口数も多くなさそうですし」

　はい、とだけ答えたものの、大鳥の丸い目が（もうちょっと喋って？）と要求していたので「喋らないほうが、トラブルになりにくいので」とつけ加えた。

「トラブル？」

「私は嘘をつくのが苦手なんです」

「バカを見たらバカと言い、ハゲを見たらハゲと言う？」

「身体的欠点を声高に叫ぶ趣味はありませんが、聞かれればそう答えます」

「つまり私は小太りでチビの平凡なおばさん？」

「はい」

　淀よどみなく答えると、大鳥が二秒ほど間を置いて「あ、ちょっとムカッときた」と笑った。

「嘘。冗談です。たしかに正直すぎればトラブルのもとでしょうが、私は嫌いじゃないですよ。ほかにご自分の欠点をあげるとしたら？」

「神経質だと言われます」

「たとえば、外出先で、靴下の色が黒と紺のバラバラだと気がついたらどうします？」

「私の場合、その状態で外出することはあり得ません」

「たとえば、です」

「……万に一つ、そういう状況に陥おちいった場合、即刻手近なコンビニエンスストアで新しい靴下を購入します」

「でもスーツの男性の場合、靴下なんてほとんど見えませんよね？」

「見えるかどうかは問題ではありません。精神的に耐えられません」

　気持ち悪いではないか。片足ずつ、違う色の靴下を履いているなんて……想像しただけで不快感が沸き上がる。

「潔癖なんですね」

「その傾向はあります」

「次に、ご自分の長所をあげてみてください」

「健康で、学歴が高く、母国語を除いた三か国語を使えます」

「英語と中国語と韓かん国こく語ね。さすが元公安。あとは？」

「観察力と分析力に長たけています」

「ええ、その点は確認ずみです」

　大鳥は履歴書をテーブルに戻し、自分のぶんしかない紅茶をひとくち飲んだ。

「格闘技や武道の経験は？」

「柔道の有段者です」

「ケンカっ早いほうですか？」

「無為な殴り合いは嫌いです」

「好きな言葉は」

「ありません」

「嫌いな言葉は」

「空気を読め」

　大鳥が小さく笑い「私も嫌いですよ」という。

「趣味はなんですか？」

「とくにありませんが、強いて言えば預貯金です」

「お金が好き？」

「数字は嘘をつきませんから」

　ひととおり質疑応答が終わると、大鳥が自分の頬を指先で軽く叩き「残念なハンサムその二かなあ」と呟いた。その二とはなんだろうと考えているうちに、ちらりと上目遣いに、

「女の子には、もてませんよね？」

　などと言われる。

　そこは仕事と関係なかろうと思ったが、せっかくの機会なので告白しておくことにした。

「女性にもてる必要はありません。私は同性愛者なので」

「えっ。それ聞いてなかったわ」

　大鳥が驚く。ゲイだと採用に問題があるのだろうか。だとしたら仕方ない。差別だと声高に叫ぶほど世間知らずではないし、揉めるだけ時間の無駄だ。さっさと、能力重視の別職を探すだけである。

「じゃ、男性の好みのタイプは？」

「興味本位の質問ですか」

「採用選考において必要な質問です。……興味もちょっとあるけど」

　大鳥は正直なようだし、はっきりものを言う。周囲から浮くことを恐れ、曖昧な言葉で場を凌しのぐタイプより、仕事がしやすそうだ。

「頭がよくて清潔感のある、物静かなタイプが好きです」

「勘がよくてだらしなくて、うるさいお調子者は？」

「嫌いです」

「合格」

　唐突にスルリと言われ、思わず「は？」と聞き返した。

「合格です。我がChemistry Advisory Serviceは、あなたのような優秀な人材――頭ず脳のう明めい晰せきで分析力に優れ、理性的で滅多に動揺せず、しかも腕っ節が強い、そういう人を求めていました」

「そうですか」

「我が社で働く上では、一般的に求められる協調性はさほど重要ではありません。神経質で潔癖で空気読めなくて結構。もちろん、顧客に対しては常識的なマナーで接してもらいますが、内部の人間に気を遣う必要はなし。どうせ向こうもいっさい遣わないんで」

「向こう？」

「あなたの相棒予定。基本、組んで仕事をしてもらいます」

　パートナーがいると知り、眉を曇らせる。その表情に大鳥はすぐ気がついた。

「いやですか？」

「性格的に向いていないと思います。相手の方にもストレスをかけることが予想されます」

「あ、それない。ないです。絶対。だいじょぶ」

　やけに早口な返答だったが、そう言い切る根拠がわからない。相当に心が広く、懐ふところの深い人物だということか。

「この職、向いてると思いますよ。かなり変わった仕事だけど、あなたもある意味変人みたいだし……なによりうち、高給ですし」

「そうですね」

　提示されている給与条件は、不況のご時世としては破格だった。得体の知れない職種ではあったが、ここまで高給だったからこそ就職を考えたのだ。都内の高級ホテルの、しかもスイートを事務所代わりに使うというのは、相当儲かっていなければできない。

「さて……私の中ではほぼ採用決定なんですが、ちょっとしたテストを兼ねた二次面接をさせていただきます」

「エレベータに同乗した人間を記憶するような？」

「より実践的なテストです。いまから、この住所に向かってください。三時には着くでしょうから、ちょうど起きてる頃だと思います」

「起きてる？」

「あなたの相棒」

「……ひとつ、よろしいでしょうか」

　淡々としすぎと評される口調で尋ねると、大鳥が「どうぞ」と促してくれる。

「相性診断の会社なのですから、私と、私の組む方との相性を、診断すればよいのでは？」

　それが合理的な考え方ではないだろうか。だが大鳥はぷるん、と首を横に振って「だめなんですよ」と答えた。

「だってほら……どう説明したらいいかな。自分のオナラってくさくないでしょ？」

「………………は？」

　聞き違いかと思った。だが大鳥はしごく真面目な顔で繰り返す。

「自分の屁は可愛いって言うじゃないですか。そういうことですよ」

「すみませんが、まったくわかりません」

「えーと、自分のことは客観的に見られない、という」

「……つまり、社内のケミストリー診断はできないと？」

「社内というか……彼が……まあ、とにかく、二次面接に行ってください。正式な雇用が決定しましたら、詳しくお話ししますので」

　急かされて立ち上がり、メモを渡される。綺麗な字で大おお田た区の住所が記されてあった。

「頑張ってください。いままで面接した中で、あなたは一番見込みがあります」

　大鳥に言われ、今日何度目かの「そうですか」を返した。

「老ろう婆ば心しんながら、褒ほめられた時は『ありがとうございます』って言うといいですよ？」

「……ありがとうございます」

「いま、心の中で『当然の評価に礼は必要ないのに』って思いました？」

「…………」

　当たっていたので、返答に窮きゅうした。すると大鳥は「あはははは」と笑いだし、ふくふくした小さな手で背中をバンバン叩く。結構痛い上、眼鏡が少しずれた。

「大丈夫！　うちでは思ったこと言っていいんです」

「……はあ。そうですか」

　鵜う呑のみにはできないと思いながら、眼鏡のテンプルを調節して答える。大鳥は「あ、疑ってますね」と笑みのままでドアを開けてくれた。

「心にもないお礼を言われるより、本音を語られたほうが私も気楽です。では、着いた頃にこちらから電話を入れます。ええと……あれ、名前…………なんでしたっけ」

　やっと聞かれた。

　小さな大鳥を見下ろし、「鷹たか目めです」と答える。

「鷹目兆きざし。よろしくお願いします」










　　　■　□　■




　山やま手て線から私鉄に乗り換える。

　たった三両編成の小さな電車に揺られながら、鷹目兆は考えていた。

　Chemistry Advisory Service

　面接会場は五つ星ホテルのスイートルーム。なのに面接官は、ただの主婦にしか見えない小柄なおばさん。給料は破格。今まで鷹目が手にした中で最高額だ。そして業務内容は相性診断。

　実に得体の知れない会社だ。

　ＣＡＳを紹介してくれたのは、法務省時代に世話になった上司だ。鷹目は人生において他者に感謝するという経験をあまりしていないが、件くだんの人物は数少ない例外である。血縁者でもないのに、鷹目の将来を本気で心配してくれていた。

　――本当に、おまえはもったいない男だよ。

　いつも下がり気味の眉をさらに下げて、彼は言った。

　――天は二物を与えずというが……おまえは神様からいっぱいもらってるぞ。頭はいい。仕事もできる。ガタイもいいし、脚だって長い。無愛想だが顔だっていい。けどなあ、それが全部揃ってても、おまえは人とうまくやれない……。

　深い溜息をつき、当時の上司は嘆いた。

　――おまえは本当のことを言いすぎるし、しかもそれは大概正しくて反論できないときてる。自分にも他人にも厳しく、自分より能力の低い連中と足並みを揃えられない。

　同じようなことは昔から言われ続けてきたし、自覚もしている。他者と足並みを揃えることは鷹目にとって不可能ではないが、過剰なストレスとなるのだ。長時間は続かないし、そうすることに意義を見いだせない。

　――鷹目。おまえは大きな組織に向かない。かといって、自分で起業するタイプでもない。たぶんおまえがやっていけるのは、少人数の会社で、かなり特殊な職種で、しかもおまえの個性を認めてくれる……というか、その厄介な性格を気にしないでいてくれる、おおらかさのあるところだ。相当な難条件だが、実はひとつ心当たりがある。

　かくして、その恩人に教えられたのがＣＡＳである。

　信頼できる人間からの紹介ではあるが、ＣＡＳは予想を超えて風変わりだった。これから行われる二次面接試験にしても、誰に会ってなにをするのか、まったく聞かされないままだ。

　車輌はゴトゴトと住宅街を縫って走る。線路と民家がとても近い。もともと、寺院への参さん詣けい客きゃくを輸送するために造られた、どこかノスタルジックな路線だ。もっとも、鷹目自身は一切のノスタルジーを感じてはいない。一般的に表現すればそうなるだろう、というだけの話だ。

　指定された駅で降りる。小さなホームだ。

　マンション、アパート、駅前商店街。東京の片隅にありがちな街の様相である。ぽつぽつと、小規模な工場らしき建物も目に入った。そういえば、蒲かま田たが近い。

　スマートフォンのマップに、さきほどの住所をピンドロップしておいた。最短経路を歩く。鷹目は身長がある上に大股で歩くので、ものすごく速くなる。すれ違ったランドセルの男の子がびっくりした顔で見上げていた。

「……」

　指定された住所の前まで辿り着き、眉を寄せた。

　第一印象は「よく建ってるな」である。角地の木造モルタルの一戸建て、部分的に波打つトタンが貼りつけてある。薄茶の壁面を電線や管が露出して走り、それに蔦つたが絡まっていた。蔦の下には亀裂も入っている。二階の窓に付随している手すりはすっかり錆さび、触ったら痛そうなほどだ。築何十年の物件だろうか。半世紀は超えていそうな気がする。

　一階は店舗のようだ。これまた年季の入った看板は、文字がほとんど読み取れなかった。『□□ド□ボ□□□』……ドとボしかわからない。商売する気が微み塵じんも感じられない。雰囲気から察するにスナックやクラブなどの、飲食関係と思われる。

　電話が鳴った。

　スーツのポケットから取り出すと、予想通りの声が『つきました？』と聞いた。

「はい」

『細い路地のほうに入ると、ドアがあるのわかります？』

「磨りガラスの嵌はまった茶色いドアですか」

『そうそう。そこから入って、二階に上がってください。鍵はかかってないはずです』

「勝手に入っていいんでしょうか」

『ドアホンありませんから』

　本当だった。

　簡単に蹴破れそうなドアにはインターホンもチャイムも、表札すらない。軽く押してみると容易に開いてしまう。ここまで無防備だと、強盗もやる気をなくすだろう。

　通話を終えたとき、ワゥンと犬の鳴き声がした。

　隣家との隙間を利用した犬小屋もどきのスペースがあり、そこにみすぼらしく痩やせた雑種犬が寝そべっていた。鷹目を見ても尻しっ尾ぽを振るわけでもなく、ちらりとだけ見て、また目を閉じる。番犬にはなりそうもない犬だ。

　家屋の中へ入る。

　狭い玄関に、廊下と内階段、奥にもうひとつドアがある。

　指示どおり階段を上がった。

　最後の踏み板を軋きしませた瞬間「キャー」という黄色い声が聞こえ、鷹目の頬が引ひき攣つった。あの手の甲高い声は嫌いだ。目の前にはパープルのビーズを繋げた、実に悪趣味な珠暖簾たまのれんが下がっている。不快な声はその向こうからで、しかも複数だった。

「もー、チリちゃんてば、ホック外れちゃったじゃなーい」

「ええ～、俺、背中撫でただけだもーん」

「チリちゃん、ブラホック外すのうますぎです。アブナイ、アブナイ」

「イヒヒ。もしブラホック外し世界選手権があったら、俺は少なくともアジア圏王者の座は譲らないね。でもラテン民族の男どもはかなりの強敵……ぶわっくしゅん！」

　キャー、とまた黄色い声。鷹目はこめかみを軽く押さえる。

「落ちる落ちる、鼻水がラーメンに落ちます！」

「チリちゃん、こっち向いて！」

「ふんが～」

　入りたくない雰囲気だったが、いつまでもここに立ってるのも無為だ。失敬、と低く声をかけて、鷹目はビーズ暖簾をくぐる。なにか辛からそうなにおいが漂っていた。

　目に入ったのは、ひとりの男とふたりの女。

　狭くて汚い台所の、ガス台の前に立っている。

　右の女は浅黒い肌に癖の強い髪、ピンクのランジェリーをつけ、肉感的な唇を突き出して鷹目を見ていた。安っぽいレースのブラジャーは、ホックが外れている。左の女は背が高く、金髪を無造作なアップにしている白人だ。透ける素材のキャミソールは黒。青い目が驚いたようにこちらを凝視している。

　そして、真ん中に、男。

　いかがわしい格好の女たちに挟まれ、男はほぼ裸だった。かろうじて、ニットトランクスだけは身につけている。推定年齢二十六～八。推定身長一七六センチ。痩せ形でやや猫背だが、筋肉はそこそこついている。ぼさぼさ頭に、赤い縁の眼鏡。片手鍋を右手に持ち、左手は女の腰。ピンクブラの女がティッシュを男の鼻に当てていた。なぜなら、鼻水が垂れそうだからだ。

「誰だえ？」

　男が鼻声で言った。女がティッシュを遠ざけると、透明な鼻水がびろんと糸を引く。

　汚い。最悪に汚い。

　鷹目はいますぐ回れ右をして帰りたい衝動に駆られ、拳こぶしを握りしめる。

「チリちゃん、チーンして」

「ん？　チン？　これ？」

　再び鼻にティッシュを当てられた男が、女の腰を引き寄せて股間を押しつけた。また女たちがキャーと笑う。

　下品で、愚かで、不潔だ。

　彼らはここが日本であることを感謝するといい。もしアメリカで、鷹目が銃を携帯していたら射殺していたかもしれない。それくらいイラッときた。

　男がブーと鼻をかむ。遠慮会釈のない音にさらにイラッとくる。

　やっと鼻水の垂れていない顔が鷹目を見た。ぐしゃぐしゃの頭は前髪が長すぎて容貌がいまひとつわかりにくい。片手鍋をガス台に戻し、やけにのんびりした口調でもう一度「あんた誰？」と聞いた。

「警察？　税務署？　でなきゃ入管？　この子たち不法就労じゃないよ？」

「そうよ。アタシはこう見えて日本生まれなんだからっ」
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「ワタシ悪いコトしてません！　旦那さん日本人です！」

　早口で捲まくしたてる女たちから目を逸らし「違います」と答えた。

「警察でも税務署でも入管でもない。大鳥さんに言われて来たんだが」

「阿莉ちゃん？　あ、そっか。なんかそんなこと言ってた」

　やっと思い出したらしく、男は女たちに「ごめん、俺、仕事しなきゃだわ」とくしゃりと笑ってみせた。ふたりの女は「え～」と言いながらも男から離れる。

「仕事ならしょうがないかー」

「チリちゃん、お仕事励んでくださいネー」

　身体をくねらせながら、女たちはそれぞれの衣類を抱え、鷹目の横をすり抜けていく。浅黒いほうと軽く腕がぶつかり、鷹目は即座にそこを指で軽く払う。それに気づいた女が、中指を立ててイーと歯を剥いた。これだから女はいやなのだ。

「ぶえっくしゅん！」

　男がまたくしゃみをした。片手鍋と箸を持ち、こっちを見て「まー、入ればぁ？」と続き部屋を顎あごでしゃくる。畳敷きのいわゆる茶の間だが、かなり散らかっていて汚い。ものすごく入りたくなかったが、月給額を思い浮かべて一歩を踏み出す。

「朝飯食うから待っててねー」

「……どうぞ」

「ま、もう夕方だけどさ。起きて最初に食うのが朝飯ってことで。……えっぎしょん！」

　男がくしゃみをするたびに、鷹目には軽い殺意すら湧き起こる。口に手をあてる程度の配慮もできないのかと、心中で叫びつつ、男から離れた窓の近くに立った。

「適当に座んなよ」

「いや」

「遠慮しなくていいから」

「いや」

「無口な人だねえ……ぶえっ……」

　またくしゃみかとさらに二歩退いた鷹目だが、男は片手鍋を持ち肩を竦すくめたまま固まっている。しばらくすると「あり、くしゃみ虫がどっかいっちゃった」とぼやく。簡素な座卓の前にあぐらで座り、鍋から直接ラーメンを食べ始める。真っ赤なスープのいかにも辛そうなラーメンだ。粗野な食べ方なので、汁があちこちに飛んでいく。汚い畳に、汁が染しみ込こむ。

　この男なのか？

　鷹目はある意味絶望的な気分に陥っていた。自身を落ち着かせるため、眼鏡のブリッジを押さえる。これが自分の相棒となる男？　一緒に組んで仕事をする？

「うーん、鼻詰まってるとあんま辛くないんだなあ……そこの人、俺が食ってるあいだ、自己紹介でもしてよ。ズル」

　最後のズルはラーメンを啜すする音ではなく、洟はなを啜る音だ。豪雪のごとく積み上がる不快指数の中、早口に「履歴書を提出してある」と返す。丁寧語を使う気などさらさらなくなっていた。

「オレ見てないもん。名前は？」

「鷹目兆。最終学歴は……」

「あーあーあー、そんなのいらない。どうでもいい。職歴もどうでもいい。俺が欲しいのは、現場で使える相棒だ。使えない奴はいら……はっぐしょい！」

　自分の口元をハンカチで押さえ、鷹目は顔を背けた。

　いまこの空間にどれほどの病原菌が漂っているのか。想像すると耐えきれず、歪んだ木枠の窓をガタガタと開けて、外の空気を入れた。十月の風が吹き込んできて、男が「なんだよう、寒いじゃん」と文句を言い、近くに落ちていた豹ひょう柄がらのラメ入りカーディガンを羽は織おる。デザインとサイズからして明らかに女物だ。

「……使えるとはどういう意味だ」

「役に立つってこと」

「もっと具体的に」

「んー、観察力、分析力、判断力かな」

　ズズッと鍋からスープを啜り、そのあとで派手に鼻をかむ。耳を塞ぎたい音に必死で耐えながら「ならば問題ない」と答える。

「おぉ、自信満々」

「が、性格的にきみとやっていける気がしない」

「あんた神経質そうだもんねえ」

「ご理解いただいたようなので失礼する。雇われる気もないのに、これ以上……」

　限界を感じて退散しようとした矢先、スマートフォンが鳴る。さきほどと同じ番号、つまり大鳥からだ。

「もしもし」

『会いました？』

　誰と、と聞くまでもない。

「会いました。無理です」

『あら、即答』

「この男と仕事をするのは無理です」

『理由言ってみて。思ったままをどうぞ』

　電話を耳にあてたまま一瞬迷う。もう二度と会わない人間に、わざわざ悪印象を残すのは意味がないし、愚かしい。だが、次の瞬間「ばっしょいッ！」という奇き天て烈れつな音のくしゃみが聞こえ、しかもその飛ひ沫まつがほんの僅わずか自分の手にかかった瞬間――鷹目はキレた。

「怠たい惰だで下品で不潔だからです」

　ずばり言ってやった。胸のあたりがいくぶんスゥとする。

「非常にだらしがない。生活態度がだらしなければ、人間性もだらしがないに決まっています。だらしがない人間と仕事をすれば、効率が悪くなるのは必至で、私はそれを許容できません」

「うっわ、四回もだらしがないって言われちゃった」

　へらへらと笑い、男は煙草たばこを咥くわえた。鷹目はすかさず風向きを調べ、煙のこない方向に三歩移動する。煙草は大嫌いだ。憎んでいると言ってもいい。自分にも他者にも害があるとわかってて吸う輩やからの気が知れない。心の底から馬鹿だと思っている。

『鷹目くん、これスピーカーにしてくれます？　……笑ってる場合じゃないわよ、チリちゃん』

　スピーカーに切り替えると、大鳥は男をずいぶん親しげに呼んだ。

「だって阿莉ちゃ……べッくしゅん！」

　くしゃみの衝撃で煙草の灰が畳に落ちる。男はそれを手のひらで擦って、畳の目に埋め込んでしまった。早く帰りたい。この空間から脱したい。

『あーあ。まだぜんぜんダメそうじゃない』

「んー、そろそろ治まると思うけど。この秋はちょい長いねえ……グス」

『相棒が必要でしょ？』

「まあね。よっぽど使える奴ならね。学校でお勉強ができただけの、エリート気取りの不潔恐怖症ならいらない」

　赤くなった鼻下を擦り、チラリとこちらを見て言う。聞き捨てならないセリフに鷹目が言い返そうとした途端、大鳥が『それはそうだけど』と発した。そこ、認めるのか。

『今回はいいと思うんだけどなあ。観察眼はかなりのものよ。多少のことじゃ動じないタイプだし……そのぶん空気読まないけど』

「阿莉ちゃん、空気は吸うもんで、読むもんじゃないよ」

『とにかく、今日だけでも連れていってみて。彼が……鷹目くんが使えるかどうか、現場で確かめてみてから決めても、遅くないわ』

「えー。連れてって、ヘマされたら困るんだけどなー。こういう自信過剰な奴って現場じゃどうしようもなく使えなかったりすんだよ」

　なにを言うか。

　スマートフォンを持ったまま、鷹目は不愉快極まりない。

　自信過剰？　鷹目は自分が優れていると思っているが、それは自信ではない。厳然たる事実なのだ。実際、今までの職場すべてで、鷹目はきわめて優秀であると評価されてきた――対人関係を除いては。なのに、このだらしがない色ボケに「使えない」などと言われるのは、胃酸過多になるほど不快である。

「ちょっと待て」

　鷹目は男に言った。

「勝手に人の能力を決めないでもらいたい。そっちが求めるのが、観察力、分析力、判断力なら、俺は十二分に役に立つ」

「言うのは簡単だよねー」

　へらっ、と返されて非常にむかついた。

「なら試してみろ」

『そうよ、チリちゃん。試してみなよ、ダメモトでさあ』

「大鳥さん。ダメモトになどなりません」

『わー、ごめんなさい』

　明らかに怒っている鷹目を尻目に、男はぷかりと煙を吐いた。ドーナツ状の白い輪の輪りん郭かくをなぞるように、指を空中で動かしている。なにを考えているのかさっぱりわからない。

「ま、ダメモトかあ」

　鷹目を見ないまま、やる気のない声を出す。だから、ダメモトになんかならないって言ってるだろ……そのセリフは唇ではなく、視線にたっぷり載せて男を睨みつけた。

「鷹目だっけ。一回試してやるよ」

「言っておくが、自分が愚かだったと痛感する羽目になるのは……」

　そういえば名前をまだ聞いていなかった。咥え煙草の男は鼻のつけ根を指先で揉むようにしながら「燕つばくら」とくぐもった声で言った。

「燕千ち里り。あ、俺をチリちゃんって呼んでいいのは、女の子だけだかんね」

　呼ぶか、と心中で毒づきながら、鷹目は「さっさと着替えたらどうだ」と凍てつく声で言い放った。
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　成人女性を観察するコツは、引き算である。

　すべての女性にとってこの手段が有効だとは言わないが、多くの場合は該当する。まずはつけまつげを引く。昨今はまつげエクステなる、より自然に見える加工術もあるので注意したい。アイシャドウによる陰影を引き、眉毛の描き込みも引く。ハイライトカラーによる肌の輝きもマイナスし、頬紅の血色もさっ引ぴく。当然ファウンデーションも引かせてもらう。ナチュラルな肌色を演出していても、その下のくすみを完全に隠すのは難しい。年齢によってはほうれい線に粉の微粒子が溜まっていたりもする。

「お。あの白いドレスの子、いいなあ」

「子？　三十はすぎてる」

「そっちのパープルドレスも捨てがたい」

「つけまつげ二枚重ね。いじりすぎて地まつげはほとんど抜けてるはずだ。それに化粧落としたら、眉毛はほぼない」

「あんたさあ」

　燕が呆れ声を出した。立ち止まり、軽くこちらを振り返る。

「なんでそう夢も希望もない見方しかできないの？　そんなこと言ってたら、どんな美女だってひと皮剥けば骸がい骨こつじゃないか」

「正しい見解だ。あと、人をアンタと呼ぶな」

「細かいこと言うなよ」

「細かくない。俺は年長者だ」

　その主張に、燕はめんどくさそうに「はあ？　いくつよ」と聞いた。

「三十四」

「なんだよ。タメじゃん。しかもＣＡＳでは俺のが先輩じゃん」

　いささか驚いた。この男も三十四なのか。実年齢より五～六歳若く見える。

「……お、すっごいな、アレ。うわ、おお、すっげえ」

　メロンをふたつドレスの胸元に突っ込んだような女が通る。燕の視線はあからさまに彼女のバストを追っていた。

「実りの秋だ……。天高く、乳肥ゆる秋……」

　うっとりと、幸せそうにやに下がる顔を、鷹目は一いち瞥べつし「豊胸手術」と切って捨てた。

「あれだけ痩せてて胸だけ巨大なのは、あきらかに不自然だ。それに、あのボリュームならばバストがやや下垂しなければおかしい。ドレスの襟えりぐりからして、補整下着は着用できないはずなのに、バストの上部に張りがありすぎる」

「ポキリ」

　燕がしらけた顔でぼそりと言った。

「なんだって？」

「俺の心が折れた音。夢の潰ついえた悲しい音。……ほんとにあんた、いやな観察力持ってるね」

「それが仕事だ」

「コンパニオンちゃんを観察してどーすんだよ」

　燕が顔を上げる。茶色みの強い髪がぱさりと揺れた。後ろから歩いてきた女性客が、ちらちらと燕を気にしているのがわかる。

　理由は簡単だ。燕が美男子だからである。

　観察対象にはシビアな視線を心がけている鷹目だが、燕の持つ容姿ポテンシャルは見抜けなかった。レンズが脂で汚れた赤い眼鏡、ぼうぼうの髪に無ぶ精しょう髭ひげ、パンツいっちょで鼻水を垂らし、鍋から直接ラーメンを啜っていた男がこうも化けるとは――正直驚いた。

　シャワーを浴び、コンタクトレンズを入れ、髭を剃そり、前髪を流すように整えてスーツを纏まとった燕は、異論を唱えようのない美男子だった。どこか眠そうだった目はいまやぱっちりと開き、長い睫まつ毛げに縁取られている。天然のアイラインを入れたような目は、やや垂れ気味だ。完璧に整ったご面相というより、どこか抜け感のある美形で、人によっては「可愛い」と思う顔立ちだろう。険しい吊り目の鷹目とは正反対といえる。

「へくちんっ」

　燕がまたくしゃみをした。本来は飾りであるシルクのポケットチーフを取りだし、ブーと鼻をかんでまた戻す。当然ながら、外見が変わっても中身の変更はないのだ。絶対にあのポケットチーフには触るまいと思いながら、鷹目は「で、ここでなにをするんだ？」と聞いた。

「まずは飯を食おう」

「さっきラーメン食べただろう」

「炭水化物だけじゃ身体に悪いでしょ。肉も食べなくちゃ。昨今は政治家のパーティもセコくなってきたけど、今日はうまいもんがあるはずだ。トトロは資金力あるからな」

「トトロ？」

　燕が会場入り口に貼ってあるポスターを指さした。『明日は明るい日と書くから！　心の政治を目指す、登と呂ろ一いっ平ぺい』……なるほど、その容姿は某有名アニメのキャラクターにどこか似ている。どっしりしていて、口がやたら大きいのだ。

　衆議院議員、登呂一平。

　鷹目と燕がやってきたのは、登呂の主催するパーティ会場だ。よくある資金集めのパーティだが、日中は識者を招いての講演会も行われていたらしい。圧倒的にスーツ姿が目立つ中、接待役のコンパニオンがドリンクを配って歩いている。

「まさか食事をしに来たわけじゃないだろう。仕事の内容は？」

「焦るなよ、新人。ほら、水割りもらえば？」

　アルコールのトレイを持って近づいてきたコンパニオンに「結構」と答える。燕はグラスの半分を一気に飲んで「あー、タダ酒はうまいなー」とご満悦な上、コンパニオンに「きれいなドレスだね。肌の色にすごくあってる」などと愛敬を振りまいている。本当に仕事をする気があるのだろうか。

「燕さん。よくいらしてくださいました」

　控えめなのによく通る声がした。鷹目の斜め後ろからだ。燕はグラスを軽く上げて「どうも」と意味ありげな笑みを見せる。コンパニオンは一礼してその場からふわりと消えた。

　声をかけてきたのは、ごく地味なスーツ姿の男性だった。三十前後、中肉中背、業務用の微笑みを浮かべているが、銀縁眼鏡の下の目は笑っていない。

「お越しいただいて助かりました。体調を崩されてるとのことでしたが、大丈夫なのですか？」

「んー、まあ、なんとかなるでしょ。で？　今日は何人？」

「五名です。白いバラ」

「了解」

「失礼ですが、こちらは？」

　会釈をしながら鷹目を見て尋ねる。燕が「アシスタントだよ」と答えたので、一応話を合わせておいた。目礼とともに「鷹目と申します」と挨拶する。

「そうでしたか。私は登呂の秘書をしております小こ森もりです。よろしくお願いします」

　政治家秘書らしい慇いん懃ぎんさで小森は丁寧な礼をする。穏やかな所作の中、鷹目は自分が値踏みされているのを感じた。抜け目ない雰囲気の男だ。

　他愛のない話を少し交わしたあと、小森は離れていった。

　鷹目は配られたウーロン茶を飲みながら「白いバラの意味は？」と聞く。

「そのまんまだよ。つけてる奴、いるだろ？」

　会場を見回すと、スーツに造花のバラをつけている男たちが見て取れる。ほとんどが議員のようで、色は何色かあるようだ。

「白が対象だ。あんたが観察すべき人間。ＣＡＳではサムワンって言う」

「観察の目的は」

「あとで教える。登呂議員と喋ってるところをよーく観察して、連中の腹ン中を探るんだ。にこにこ笑いながら、実のところなに考えてるのかをな」

　料理の並んでいるテーブルからローストビーフの皿を取って燕が言う。もう三杯目になるグラスを「持ってて」と鷹目に押しつけ、自分だけむしゃむしゃと食べ始めた。

「この場の、限られた時間で？　それは無理だ」

「ならやめときな。帰っていいよ、鷹目クン」

　特大のスライスをフォークに刺し、べろんと浮かせて燕は言った。行儀悪くかぶりつく様子を横目に、鷹目は「帰らない」と返す。

「帰らないし、ひとつ聞きたい。きみならできるっていうのか」

「ん？　できるよ？　だからこそ、俺みたいな若造がここに呼ばれてる。ま、今日はちょっと調子悪いけど」

「……」

「自信ないなら、ホント帰っていいから。阿莉ちゃんには俺から言っておくし」

「帰らないと言ってるだろうが」

「そ？」

　口のまわりについたソースを手の甲で拭ぬぐい、それをテーブルクロスでグイと拭うと「なら始めっか」と親指を立て、ある方角を示した。視線を移すと、登呂議員が白バラをつけた男と談笑している。

　ふたり同時に歩き始めた。

　途中で燕が新しい水割りを手にする。この会場ではグラスを持っていたほうが自然だ。鷹目のグラスも空になっていたので、コンパニオンを呼び止める。トレイにはワインしかなかったが、どうせ持っているだけなのでなんでも構わない。

「喋りながら聞くぞ」

　対サム象ワンにゆっくりと近づきながら、言われる。

「は？」

「近くに突っ立って、無言で耳をそばだててたら怪しいだろ。俺たちもそれらしい会話をしながら、対象たちの会話を聞いて、様子を探るんだ。できるな？」

「当然だ」

「自然になるように、もうひとり交ぜる。……あれっ、ねえ、きみ、先週も会わなかった？」

　燕が唐突にコンパニオンに話しかけた。茶髪をアップにした、二十四、五の子だ。位置的には、すでに対象の近くに来ている。

「いえ……お会いしてないと思いますけど……」

　やや戸惑い、それでも笑顔でコンパニオンは答える。

「んー、先々週だったかなあ？　なにかのパーティで……僕ね、きれいなコンパニオンさんはよく覚えてるんだよ。ピンクのドレス着てなかった？　パールのピアスして」

　よくもまあ、すらすらとでたらめを喋れるものだ。

　しかしコンパニオンはしばし考えたあと「ピンクのドレスなら……先月……？」などと言い出す。燕の投げた網にまんまとかかったわけだ。こういった職種の女性ならば、ピンクのドレスというのは大概持っている。

「あ、そうだったかも。先月か。なんか最近、時間が経つのって早いよねえ。あの頃はまだ暑かったかな。きみ、色白いね。海に行ったりしなかったの？」

「あんまり。日焼けしちゃいますもん」

「だよねえ。紫外線はお肌の大敵」

　おどけたように言う燕に、コンパニオン嬢が笑う。不細工な男だったらもっと冷ややかな対応をされるだろうが、燕は美形である。コンパニオンにしても、脂ぎったオッサンの相手より、甘いハンサムと話していたほうが楽しいだろう。一方、鷹目は眼鏡をクロスで拭ふきながら、対象と登呂議員の会話に耳を傾けていた。

「僕たちね、この夏は地中海をクルーズしたんだ。な？」

　突然話をふられて「……ああ」と適当に頷く。

「本当ですか？　すてき！」

「ちょっとした船を持っててね。夏の地中海は最高だよ。海が本当に宝石みたいなんだ。な？」

「ああ、まあ、そうだな」

「憧あこがれなんです地中海！　ミコノス島に行ってみたいんです！」

　パーティ会場でナンパに励む招待客という、ある意味ありがちな光景の一部と化しつつ、鷹目は対象の観察を忘れない。白いバラをつけた男の顔が誰なのかはすぐにわかった。与党議員で、最近頭角を現している人物だ。政治家同士は、景気動向についての会話を繰り広げている。

「お仕事はなにをされているんですか？」

「僕は小さな会社を経営してるんだ。彼は僕の部下」

　見た目で考えればこっちが上司だろうと思いながらも「……まあ、そうです」と話を合わせて、また眼鏡をかける。

「かっこよくてお金持ちだなんて……おふたりとも、すごくもてるんでしょう？」

「あはは、そんなことないよ」

「もてませんね」

　右耳で登呂たちの会話を捉とらえ、左耳でこのアホな会話につきあう。ふたつの会話を同時に聞くことじたいは、鷹目にとって難しくはない。むしろくだらない会話につきあうほうが苦痛だった。なにが地中海クルーズだ。

「彼、無愛想だろう？　だからもてないんだよ」

「でもクールな感じですてき」

「男はクールより優しいほうがいいよ。僕みたいに」

「またまた。うふふ、大丈夫です。私わかってますから」

「ん？　なにが？」

　白いバラがひとり増えた。今度は議員ではない。

　スーツについているバッジはどこかの社章……大手の電機メーカーである。経営幹部の顔は頭に入っているが、誰だかわからない。まだ若いので、役職はさほど高くないのかもしれない。あの企業は別の党を支持していたはずだが、なぜ登呂のパーティに顔を出しているのだろう。個人的な繋がりがあるのだろうか。

「さっきから思ってたんです。すごーく、仲がよさそうって」

「……え？　誰と誰が？」

　コンパニオン嬢が「うふふ」と笑う。媚こびのある営業スマイルではなかった。

「ですから、おふたりですよ」

　内緒話のように囁ささやいた。金のピアスが光って揺れる。燕の笑顔が固まり、

「えっと。きみ、なにか勘違いしてない？」

「だって、ふたりで地中海クルーズしたんですよね？」

「いや、それは、女の子は現地調達がいいかなって」

「わかってます。秘密なんですね？　ならもっと気をつけなくっちゃ。ふふ……おふたり、くっついて話しすぎですよ？」

「いや、それは内密な話が……」

「内密！　ですよねですよね！」

　ますますはしゃいだ声になり、コンパニオンは身をくねらせた。

「違うんだよ、そういう関係じゃないよ僕たち？　だって僕はね、心の底から女の子が好きで、そりゃもう大好きで、いっそこの世の男は自分以外滅んでしまえばいいのにっていうくらい女の子が好きで……」

「おい、うるさい」

「ほうら、彼氏に怒られた～」

　コンパニオンが嬉しそうに言い、燕は絶句した。無論、鷹目がうるさいと言ったのは、登呂たちの会話が聞きづらくなっていたからだ。けれどその意図が伝わるはずもなく、コンパニオンは意味不明な誤解をしたらしい。口をぱくぱくさせている燕を尻目に、彼女は手近な空き皿を片づけると「では失礼しまーす」と去っていく。

　愕がく然ぜんとした燕は、しばしの沈黙の後、憤ふん懣まんやるかたない顔でテーブルの上の紙ナプキンを数枚取り、勢いよく鼻をかんだ。

「くっそ。くっそくっそくっそ。なんでこうなるんだよ」

「鼻水垂らしながら汚い言葉を使うな。男ふたりで地中海なんて適当な嘘つくからだ。……ほら、移動するぞ」

　先ほどの秘書を伴い、登呂が移動して別の客と喋り出した。
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　五人の輪の中に、白いバラがひとりいる。再び、会話がぎりぎり届く位置に陣取る。鷹目は先刻の誤解がよほどショックだったのか、溜息をつくのと、洟を啜るのを交互にしていた。

「屈辱だ……。世界女好き選手権を開いたら、五指に入ると言われたこの俺が、ゲイカップルに間違えられたんだぞ？」

「それはゲイに対する偏見か？」

「なに言ってる。俺はゲイにはめちゃくちゃ寛容なんだ。なにしろ狩り場がダブらないからな」

「じゃあレズビアンは」

「生まれ変わったらなりたいと思ってる。可愛い女の子に生まれて、可愛い女の子を愛めでるんだ……それって、素晴らしい人生だと思わない!?」

「バカなのか？」

「バカって言うな」

「なんであんたみたいなのを、大鳥さんは雇ったんだかな」

　新しい対象を観察しつつ、先ほどから生じていた疑問を口にする。今度のバラも顔に見覚えがあった。大物議員の第一秘書をやっている男だ。

「阿莉ちゃんは俺を雇ってなんかいない」

　燕が答える。

「ああ、別の誰かが雇ったのか」

「あんたは失礼が服を着てるような男だな。俺は雇われる立場じゃないの。俺と阿莉ちゃんでＣＡＳを設立したんだから」

「……」

「なに驚いたような顔してんだよ」

「驚いたんだ」

「あんたでも驚くのか。……なあ、ハンカチ貸して」

「いやだ」

　ちぇっ、と燕が鼻の下を擦る。四十分ほどで、対象者たちの観察はひととおり終わった。壇上では代わる代わる退屈な挨拶が始まり、鷹目と燕はボールルームを出る。

「あー、くそ、煙草吸いてー」

　エレベータに向かいながら、シャツの襟を緩めて燕が嘆いた。

「喫煙は慢性的な自殺だという説があるが、むしろ慢性的な殺人だろうな」

「ああそう。じゃあ俺を殺人罪で訴えれば？　で、どうよ？　観察できたか？」

「得たものがないわけじゃないが、時間も準備も足りなすぎだ」

「困難な状況でも仕事を完遂するのがプロってもんだ」

　偉そうな言いぐさだが、間違ってはいない。エレベータに乗った鷹目と燕は十七階のフロアで降り、長い廊下を進む。

「どこへ？」

「報告タイム」

　一番奥まった部屋の前に立ち、燕がドアをノックした。扉はほどなく開く。

「お疲れ様です」

　出てきたのは秘書の小森だった。

　内部は一般的なツインルームで、窓際には小さなテーブルを挟み、ひとり掛けのソファがふたつ向き合っている。燕は勝手に奥まで進み「あー、疲れた」と上着をベッドに放り投げ、煙草を取り出した。灰皿があるので禁煙室ではない。煙草を咥える前に、サイドテーブルにあったティッシュを三枚引き抜いて、また鼻をかむ。

「グス……。小森さん、俺はこんな調子だから、報告はアシスタントに聞いてくれる？」

「了解しました。鷹目さん、でしたね。どうぞおかけください」

「はい」

　鷹目と小森はソファに腰掛け、燕はベッドにどかりと陣取って煙草に火をつける。

「私どもが今回、ＣＡＳに依頼をした理由についてはご存じですね？」

「いいえ。聞いていません」

　おや、という顔で小森が燕を見る。燕はにやにや笑いながら「新人なんでね。先入観がないほうがいいと思ってさ」と答えた。

「そうですか。……では簡単にご説明しましょう。今日白いバラをつけていたのは、うちの登呂とともに、ある法案を成立させようという意志の強い方たちです。ただしこの法案は正攻法で可決させることが困難であり、いろいろと水面下で手を尽くしております。……詳しい事情はお話しできませんが」

「そうでしょうね」

　鷹目は淡々と頷く。

　政治家の秘書がなにもかも打ち明けてくれるはずもないし、期待もしていない。小森はうっすら笑って「ご理解感謝いたします」と言った。

「おかげさまであと少しで可決にもっていけそうなのですが……ここにきて、予想外の妨害が入るようになりました。私の考えが間違っていなければ、秘密裏に結束した仲間の中に情報をリークしている者がいます」

「五人のうち、誰かが裏切っていると？」

「そうです」

「それを探し出すことが、今回の依頼だったというんですか？」

「探し出すのは私の役割ですが、なにかヒントをいただきたかったのです」

　鷹目はベッドの上の燕を見た。靴を履いたままベッドに上がり、重なった枕に背を預けて煙草を吸う姿はこの上なく行儀が悪い。しかも、にやつきながらこちらを見ている。

「どうしたよ鷹目。ＣＡＳは相性診断サービス会社だぞ。いい相性も見つけるが、悪い相性も見つける。お客様のご要望には全力でお応こたえするのが我が社の方針だ」

「これはもう、相性とかいう問題じゃない」

「言い訳ならいらないよ。なにもわからなかったんなら、そりゃしょうがない。そのまま素直に小森さんにそう言え。ボクにはわかりまちぇん、ってな」

　いっそ感心するほどにむかつく男だ。

　鷹目は小森に向き直り「ご報告します」と告げた。

「今日白バラをつけていたのは、議員がふたり、民間企業がひとり、弁護士がひとり、秘書がひとり……この五人にわかったことはいささかながらありました。些末なことから申し上げれば、民間企業の男、彼は人工植毛してますね」

「えっ」

　小森が目を丸くする。

「若手議員のほうは水虫持ち。靴の中でしょっちゅう指をもぞもぞさせていました。弁護士はたぶん猫を飼ってます。あるいは小型犬。スラックスの膝から下に動物の毛がついていました。大型犬だともう少し上にもつきます。秘書は胃痛持ちですね。鳩みぞ尾おちをさする癖があり、途中でガスター飲んでましたから」

「ああ……彼は苦労人ですからね……」

「金回りがいい順に、弁護士、古参議員、民間企業、秘書、若手議員と考えられます。これは身につけているものからの判断ですから、意図的に操作していたら話は別です。わざと安いスーツを着ている、など。若手議員にはその可能性があります。彼が嵌はめていた腕時計は古い国産ですが、マニアのあいだでは高値で取引されているレアものです」

「実家は歯科医で、裕福だったはずです」

「まだ新人ですから、目立ちたくないのでしょう。ああ、それから弁護士はおそらくオタクというやつですね」

「なぜわかるんです？」

「スマートフォンが鳴ったんです。たまたまマナーにしていなかった。着メロが『ミッケミケにしてやんよ』でした」

「……はい？」

「ボーカロイドです。ご存じない？」

「すみません、勉強不足で」

「いいえ。私も必要に迫られて得た知識なので。……以上は、今回のご依頼には直接関係のないところだと思います。残念ながら、裏切り者が誰なのか断定できるほどの発見はありませんでした。ただ……」

　流れてきた煙を手で追い払いながら、鷹目は続けた。

「ひとつ気になった点があります」

「どんなことでしょう」

　小森が身を乗り出して聞く。

「目線です」

　鷹目は説明した。パーティの最中、登呂と弁護士と議員秘書の三人を含む、五名で会話している場面があった。そのときの目の動きに違和感があったのだ。

「通常、人は喋っている人物を見ます。あたりまえのことです。かといってずっと見つめ続けているのも気まずいので、やがて視線は一定範囲で動き始めます。相手の顔ではなく、ネクタイの部分を見たり、あるいは一緒に話を聞いているほかのメンバーを見たりもします。退屈な話が長く続けば、愛想笑いを浮かべながらもまったく関係のないところを見たりします。あるいはコンパニオンの胸の谷間だとか」

「退屈しなくても、そこは見るだろ」

　嘴くちばしを挟んだ燕を「うるさい」と一瞥し、鷹目は続けた。

「複数の人間が円になって共通の会話をしている場合、両隣とは比較的目が合いません。位置的に、顔を横に捻ひねる必要があるからです。逆に、向かい合ってる相手とは目が合いやすい。あの時、弁護士と秘書は一番視線の合いやすい位置関係にありました。……なのに彼らは一度も目を合わせなかった。私が観察していた十三分間、一度も」

「一度も……」

「はい。あきらかに、意識的に見ないようにしていました」

「仲違いしているということでしょうか」

「かもしれません。ですが、その逆の可能性もあります」

　小森の目が見開かれる。眼鏡のシルバーフレームを軽く上げ「……なるほど」と頷いた。

「裏切り者がひとりとは限りませんね」

「あくまで、少ない材料での憶測ですが」

「参考になりました。……燕さん、腕利きのアシスタントじゃないですか」

　咥え煙草のままで燕は「どうだろねえ？」と笑った。

「たいした洞察力です。感服しました。では、私は会場に戻らないとなりませんので。……お部屋はこのままお使いになりますか？」

「なるなる」

　燕は嬉しげに答え、小森は立ち上がりながら「ではすぐに手配を」と微笑んだ。

「さ、て、と」

　小森が部屋から出ていくと、燕はベッドのスプリングを利用して勢いよく起き上がった。いつもへらへらしている男だが、いっそう機嫌がいい。さっきまで小森の座っていたソファにどかりと腰掛け、短くなった煙草をぎりぎりまで吸っている。においのきつい銘柄だ。

「おめでとう鷹目。いきなりの現場であれだけできりゃ上出来だ。さすが阿莉ちゃんだよな。どこでこんな奇天烈な人材見つけてくるんだか」

「自分の奇天烈さは棚に上げるのか」

「俺は季節性の鼻炎あるし、わりと風邪ひくからね。そういうときにあんたがいると便利」

「……なに？」

　鼻炎や風邪がどうして関係してくるのかわからない。意味を問おうとしたのだが、それより早く「あんた、今までなにしてたの？」と聞かれた。

「仕事か？」

「そう」

「一番長かったのは調査庁だ」

「公安かよ。ぴったりじゃん。あ、だめか。ああいうのはむしろ平凡に見えるほうがいいんだよな。あんたでかいし、目立ちすぎるよな。うはははは」

　このおちゃらけた、ハンサムだが頭の悪そうな男が、なぜ政治家秘書にありがたがられるのだろうか。鷹目にはさっぱり理解できない。

　ポケットでスマートフォンが振動している。

　電話に出ると、大鳥だった。無事に二次面接が終わったことを伝えると「チリちゃんに代わってくれる？」と言われた。

「おー、阿莉ちゃん。……うん、そう。使えそうよ。……ああ、そうだねえ、変わってんねえ。まあ、まともな奴はウチで働こうと思わないっしょ。……え？　俺のせい？　いやいやいや、俺はすっごくちゃんとしてるよね？」

　よね？　じゃないだろ、と内心で反論しているところにノックの音がする。

　鷹目が立ち上がろうとすると「あっ、いい、いい。俺俺俺」とまだ電話中の燕が『俺』を三回も言い、小走りでドアに急ぐ。なにごとかと立ったまま様子を見ていると、燕の開けた扉から若い女性がひとり入ってきた。

「あれっ。さっきのお客様じゃないですかあ」

　パーティ会場にいたコンパニオンである。鷹目と燕の仲を誤解したあの子だ。

「阿莉ちゃん、ごめん、あとで電話するから！　……おお、きみかあ」

　一方的に通話を終え、燕は満面の笑みでコンパニオンを部屋に招き入れる。

「こヽっヽちヽのお仕事もしてるんだ？」

「うふふ、今日は特別なんですよお」

　軽く肩を竦めてにっこり笑ったあと「でもぉ」と彼女は顎に人差し指を当てた。

「お客さん……女の子でいいんですか？　もしなにかの手違いなら、うち男の子の派遣もあるからチェンジしましょうか？」

「しない。しません。チェンジなんか絶対にない！　あのね、よく聞いて？」

　彼女の両腕をしっかりと掴み、燕は今までにない真剣な顔をした。

「きみは……ええと、ナニちゃん？」

「くるみでーす」

「くるみちゃん、きみは誤解をしている。俺は女の子が大好きなの。特にうなじとおっぱいとお尻が好きで、ほかの好きな部位については、このあと実践でお伝えしたいと思うんだけど、とにかく好きなの。女の子大好きトーナメントをしたら、この三千世界で俺の右に出る奴はいないってくらい好きなの。……わかる？」

「わかります。両刀遣いってやつですね？」

「惜しい！　……いや、惜しくない。かなり違う。でもいいや。言葉より心で、この場合身体で説明したいと思います。くるみちゃん、奥へどうぞ。なんか飲む？　お腹なかすいてない？　ルームサービス頼んで……あれ、あんたなにしてんの？」

「それはこっちのセリフだ」

　なにしてるんだ、あんた。

　見えない尻しっ尾ぽをふりふりさせて女の子の肩を抱いて……いったいどういうつもりだ？

「ちょっと、鷹目くんこっちきなさい。ね？」

　鷹目の背中をぐいぐい押して、ドアの前へと押しやる。不本意ながら移動すると、燕が小声で「読んで。空気読んで。もっとすらすら読もうよ～」と言った。

「……空気は読むもんじゃなくて吸うもんだって、言ってなかったか？」

「あれはあれ、これはこれ！」

「一貫性がなさすぎる」

「俺の人生は臨機応変なんだ。ほら、気を利かせてさっさと帰りなって。女の子を待たせるもんじゃない」

「あの子はなんなんだ？」

　低音で聞くと「ボーナスだよ」と燕がニタリと笑う。

「小森さんは気の利く人でさあ。こういうボーナス用意してくれることがあんの」

「ようするに女を宛がわれたってことか。呆れたもんだ」

「うっせ。俺が楽しめるタイミングは滅多にないんだ。貴重な時間なんだから、早く消えろ」

「バカらしい」

「バカって言うな」

「大鳥さんはこのボーナスを知ってのか」

「阿莉ちゃんに言ったら殺すぞ」

　は、と鷹目は鼻で嗤わらい「殺せば？」と返した。体格的にどちらが優位なのかはあまりに明白だ。背丈でも筋肉量でも、圧倒的に鷹目が勝っている。

「うそごめん。殺さないから言わないで……」

　少しはむっとするかと思いきや、今度は鷹目を拝む始末だ。据え膳の前ではプライドすらなくなるらしい。

「……言うか、くだらない。せいぜい病気には気をつけるんだな」

　くるりと背を向けた。

「あっ、ちょっと待って！」

「なんなんだ」

「俺今夜帰れないからさ、ヤセッポにごはんあげといてくんない？」

「は？」

「犬だよ。いただろ、やせっぽちの老犬が。ドッグフードは台所にある。水も替えてあげて？　散歩コースはヤセッポが知ってるから、ついていけばいいから」

　犬なら、たしかにいた。

　だがなぜ俺がそんなことを？　と問う間もなく、家の鍵が放り投げられる。反射的に受け取ってしまった鷹目を見て、燕はニッと歯を見せて「がんばれ後輩。業務の一環ってことで」と言うなり、ドアを閉める。

　最後に聞こえたのは、燕の「くるみちゃああん」という締まりのない声だ。

　鷹目は開けかけた口を閉じ、頬をひくりと痙けい攣れんさせた。

　信じがたい身勝手さだ。あんな男と組んで、うまく仕事がやっていけるのか？

　不安を感じると同時に、大鳥の言っていた意味を理解もした。愛想が悪く、口を開けば他者を不快にさせることの多い鷹目に対し、大鳥は『うちでは言いたいことを言っていい』と話していた。なるほど、それはそうだろう。鷹目がどんな毒舌を吐いたところで、あの燕には無駄だ。馬の耳に念仏を唱えつつ、糠ぬかに釘くぎを打つようなものだ。

　あの軽けい佻ちょう浮ふ薄はくさ、女好き、だらしのなさ、そういったすべては鷹目の嫌悪すべきところであり、事実嫌悪してもいるのだが――幾ばくかの気楽さがあるのは事実だった。燕は鷹目に気を遣わない。そして燕にも気遣いを要求しない。周囲に対して、常に身構える癖のある鷹目にとって、この気楽さはある意味希有である。イラッとしたりムカッとくることも多かったが、その忍耐料金は給与に含まれていると割り切ればよい。

　総合的に判断するなら、ここで働くのもありかもしれない。

　燕とどうしてもうまくいかなかったら、その時点で辞めるという選択肢もあるのだ。

　かといって、犬の世話は納得できない。あきらかに業務とは関係ないではないか。鷹目が犬好きならば文句を言いつつ世話しただろうが、生あい憎にく、犬も猫も特に興味はない。

　その点、大鳥にはっきり異議を申し立てようと思ってはたと気がつく。

　スマートフォンがない。

　燕に取られて、そのままだ。つまり、まだあの部屋にあるということだ。

　ほかのものならばいざ知らず、電話がないというのは困る。

　現在あの部屋でなにが繰り広げられているかはよくわかっているだけに、げんなりするが取りに戻るしかなかった。

　せっかくロビーまで戻ったのに、再びエレベータで上昇する。

　あのスケベ男が素直にドアを開けてくれるとは思えない。どうしたものかと考えながら部屋の前に辿り着き、とりあえずドアホンを鳴らしてみようかと右手を上げたとき、

「あっ……ごめんなさい」

「失敬」

　急に出てきたのはさきほどのコンパニオンだった。

　やや乱れた髪を直しつつ、苦笑を浮かべ「うふ。慰めてあげてくださいね？」と言って、するりと鷹目の脇をすり抜けていった。なにをどう慰めろというのかわからないが、労せずに入れたのは幸運だ。

　奥へ進むと、燕がベッドで大の字に俯うつぶせていた。

　上着は脱いでいたが、ほかは着衣のままでぐったりしている。

「携帯電話を忘れた」

　淡々と告げると、いかにも気け怠だるそうに右腕が上がり、窓際のテーブルを示した。そこに白いスマートフォンが置いてある。手に取りながら「なにがあったのか聞いたほうがいいか？」と一応尋ねてみる。鷹目的には最大限の気配りだ。

「……鼻炎が治った」

「それはおめでとう。で、彼女が帰った理由は？」

「だから鼻炎が治ったんだよ！　よりによってこのタイミングで！　お互いのパンツを脱ぐまであと数分ってときにだ！」

　ばふばふと枕を叩く燕を見て、こいつ大丈夫かと鷹目は眉を寄せた。言ってることがさっぱりわからない。

「神様はなんて残酷なんだ。せっかく新しいパンツ穿はいてきたのに」

「そうか。また次に頑張れ」

「あんた、言葉にまったく感情がこもってない」

「こめてないからな。事態が深刻な場合、専門医にかかったほうがいい」

「……おい、俺はＥＤじゃないぞ」

「自らを認めるところから治療は始まる」

「違うっての！」

　がばりと上半身を起こして、燕が怒鳴る。

「相性の問題なんだ！　くるみちゃんの体臭と、使ってたトワレの組み合わせが、俺的には無理だっただけなんだ！　我慢できるかと思ったんだけど、接近したらやっぱり無理で、だって目は閉じられるけど、鼻はふさげないだろ！　息しないと死んじゃうだろ！」

「……これ、俺のじゃないぞ。おまえのスマホじゃないか」

　意味不明の雄お叫たけびは無視し、スマートフォンを確認した。どうやら鷹目と燕は同じ機種を使っているらしい。

「え」

「俺はなめこを生やすゲームなんか入れてない」

「あれ面白いよ？」

「自分のなめこを心配するべきなんじゃないのか？」

　ばんばんっ、と燕が枕を拳で叩き「誰がうまいことを言えと！」と怒鳴った。

「くそうくそう、なんなんだちくしょう！　……じゃ、こっちがあんたのか」

　燕は枕元にあったスマートフォンを手にして「なんか厳重にロックかかってんなあ」と弄いじり始はじめた。べつに見られてまずいものがあるわけではないが、私物を勝手に探られるのは不愉快だ。鷹目はつかつかとベッドに歩み寄り、燕の手からスマートフォンを取り上げる。

「なんだよ」

　ぷう、と子供みたいに燕が膨れた。

「俺のだ」

「ん？　…………あんた……」

　燕の小鼻がひくひくと動く。

　一瞬考え込むような顔つきになり、頬が小さく痙攣した。腹ばいだった身体を回転させ、尻でずりずりと後退しながら右手で鼻と口を覆う。

「離れろ」

「は？」

　ホテル独特の大きな枕を掴み、それに顔の下半分を押しつけた燕はくぐもった声を出す。

「あっちにいけ！　っていうか、出ていけ！」

　スマートフォンは取り返したしこれ以上用もないので、もちろん出ていくつもりだったが、この言動にはいささかムッとくる。

「いくらなんでも感じが悪すぎるぞ。言っとくが、俺に感じ悪いと言われるのは相当だ」

「こ、こっちくんな！」

　鷹目が一歩進んだだけで、また後ろにずり下がる。まるで病原菌扱いだ。

「なんなんだ、おまえ」

「くんなってば！　近寄るんじゃない！」

　あろうことか、枕を投げつけてきた。白い塊かたまりをぼふんと抱き留める。顔の上で眼鏡が歪んだ。鷹目はいよいよ眉を吊り上げる。

「……いい加減にしろ」

　低く言い、枕を強く投げ返す。燕が「うぷっ」と変な声を上げ、顔で枕を受け止めた。

「てめえ！」

　ぼすっ、とまた枕が飛んでくる。

「おまえが先に投げたんだろ！」

　ばしっ、と投げ返した。

「このインケンメガネがっ！　新入りのくせに態度でかいんだよ！　先輩に敬意を払え！」

　ばすっ。

「年が変わらないうえ、スケベなくせに勃ぼっ起き不ふ全ぜんの先輩なんか敬えるか！」

　ぼすっ。

「俺はインポじゃねえ！」

「くるみちゃんは憐あわれむような顔してたぞ！」

　宙を飛び交う枕の数はすでに四つになっている。ホテルのベッドはやたらと枕が多い。

　いい歳としをして枕投げをしている自分に心のどこかで呆れながら、鷹目は次第にあいだをつめていく。とうとうベッドに片膝を乗り上げ、燕の足首をグイと掴んだ途端、ギャアと悲痛な叫びを上げられた。

「さささ、触るなっ！」

　無視して力一杯引き寄せる。

　シーツの上で燕の身体が滑り、たちまちのうちに近づいた。
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　枕投げで汗ばんだ顔がひきつっている。鷹目のほうも、体温がいくらか上がっているのを感じていた。こんなことで汗ばむなど実にくだらないが、それでも燕から謝罪の言葉を引き出さなければ気がすまない。

「……さい」

　つくづく失敬な男が、顔を歪めて鷹目を見上げて言った。とても鼻にかかった声だったので、聞き取れなかった。

「ああ？」

「くさい！」

　両手で鼻と口を覆って燕が叫ぶ。

　つかのま、鷹目は固まった。

　世に罵倒の言葉は多くあるが、中でもこの『くさい』はかなりの精神的ダメージを及ぼす。しかも、鷹目はいまだかつてこの言葉をぶつけられた経験がない。ふだんから清潔を心がけているし、多くの日本人がそうであるように、もともと体臭は強くないはずである。

　なのに。

「くさい！　くさいんだってば！　あっち行け！　離れろ！」

　この言われようである。

「俺はくさくない！」

「てめーのにおいは、てめーじゃわかんないんだよっ！」

「いままで誰にもくさいなどと言われたことはない！」

「じゃー俺が嘘ついてるってのか！　そんな嘘ついてなんの得があるってんだ！」

　ばっふん。

　また枕が飛んできた。今度は受け損なって、鷹目の顔にぶつかる。眼鏡のパッドが鼻に食い込んで痛い。枕だからたいして痛くはないが、衝撃はあった。心理的にはより強い衝撃を受けている。なるほど、燕が嘘をつく理由は見あたらない。だとしたら、自分は本当にくさいのか？

「…………」

　足元の枕を軽く蹴飛ばして避け、鷹目は出口に向かった。これ以上この場にいても不快が募るばかりだ。

「ドア開けとけっ。換気すっから！」

　最低に失礼な男の声が背中にぶつかってくる。

　引き返して殴ってやりたい気分をなんとか抑え、鷹目は乱暴にドアを開けながら「犬の世話はしないからな！」と怒鳴り返したのだった。










　　　２







　ヤセッポは俺の犬じゃない。

　近所に住んでいた独居老人のマサさんが飼っていた犬だ。マサさんは自分を七十六だと言っていたが、もう何年も七十六が続いていて、本当の年齢は誰も知らない。俺の住む部屋の下にあるキャバレーのママいわく、確実に八十はすぎてるって話だ。ヤセッポのほうも、同じくらいの老犬だろう。

　名前の由来は言わずもがな。痩やせているからヤセッポ。

　茶色い毛はボサボサ、ところどころハゲてる、みすぼらしい雑種犬。マサさんが飼い始めた頃にはすでに年寄りだったという。たぶん、もともとは飼い犬で、でもなにかの事情で野良となり、もう少しで保健所行きになるところをマサさんが助けたのだ。

　老人と老犬はいいコンビだった。

　マサさんとヤセッポの散歩は、ゆったり、のんびり。

　忙しない日々の中、まるでそこだけをスローモーションで再生しているみたいだった。俺は街中でマサさんとヤセッポを見つけると、その場で立ち止まって煙草たばこを一本吸うことにしていた。俺が煙草を吸いきっても、ひとりと一匹はたいして進んじゃいない。そんな光景が好きだった。

　マサさんの入院は突然だった。

　長なが患わずらいをだましだまし凌しのいでいたのが、年齢もあって限界に達したらしい。病院ではほとんど寝たきりになっていて、見舞いに行った俺はヤセッポの世話を頼まれた。エサだけでもやってくれと涙ぐんで言うマサさんに、心配するなと答えた。もともと外そと犬いぬだったので、小屋まがいのスペースを作り、マサさんの家から持ってきた古毛布を敷いてやった。ヤセッポは毛布のにおいを嗅かぐと、納得したような顔でその上に落ち着いた。

　預かったのが夏の終わりくらいだったから、もう一か月以上になる。

「あいつと仕事すんの、やなんだよ」

　ヤセッポの前に蹲うずくまり、俺は愚痴を垂れる。

「阿あ莉りちゃん、ほんとにあいつ雇うつもりかな。においがわかるまでは、それもいいかって思ってたけど……あれはだめだよ。まずいよ。あんなのが近くにいたらキッツイぜ？　おまえならわかるだろ？」

　返事がないのはいつものことだ。だけどヤセッポはちゃんと聞いてくれている。耳がピクピクしてるからわかる。内容を理解しているかどうかは別として。

「でもなあ。仕事できるしなあ。性格悪いけど。……それに阿莉ちゃん実は面食いなんだよ。あいつは顔もよかった。性格悪いけど」

　はー、と溜息をついて深く俯うつむく。ヤセッポがフンフンと俺のつむじのにおいを嗅ぐ。ヤセッポにとって、俺のにおいってどんなふうなんだろう？

　世界はにおいで満ちている。

　人間は知しらず識しらずのうちに、においに影響されて生きている。

「……悩んでてもしょうがねえし。行ってきますかね」

　立ち上がり、ヤセッポの頭をぐりぐりと撫でた。

　ポケットに手を突っ込んで歩き出す。酒屋の前でナターシャと出くわす。素顔にジャージという軽装だ。すれ違いざまにお尻を撫でたらキャハハと明るい声を立てた。風呂に入ったばかりなのだろう、ナターシャからはドラッグストアで売ってる安物のシャンプーが香った。

　電車を乗り継いでホテルに向かう。

　都会の雑多すぎるにおいには慣れている。細かなパズルにぜんぶ違う色を塗って、どんどん嵌はめていったらどうなるか――色数が多すぎて、できあがったパネルが何色なのかなんて、もうわからない。街中はいつだってそんな感じだ。

　ホテルの部屋に着いたのは午後二時すぎだった。

　トトロのパーティの翌日。

　つまるところ、俺の鼻炎が治り、希有なチャンスを逸した翌日でもある。くるみちゃんのおっぱいを夢に見そうだぜ。

「昨日は本当にごめんなさいね、鷹たか目めくん」

　ソファに腰掛けた阿莉ちゃんが、丁寧に頭を下げた。

「なんていうか……誤解なのよ。最初に詳しい事情を話さなかった私もいけないんだけど、べつに鷹目くんがくさいわけじゃなくて」

「いや。こいつはくさ……でっ！」

　言いかけた俺の額に、べちんッと平手の制裁が入った。阿莉ちゃんのふくふくした手は小さいが、その勢いに容赦はない。

「くさくありません！」

　睨にらまれて、叱られる。ちぇ。

　俺は肩を竦すくませて、ソファの端にじりじり移動するしかない。

　ＣＡＳキャスが事務所代わりに使っているのは、高級ホテルのスイートだ。だらりとした格好が多い俺はちょっとロビーで浮き気味だが、スタッフはちゃんと俺の顔を覚えていて、すぐにカードキーを渡してくれる。顧客には政治家や芸能人なんかもいるため、セキュリティの高いホテルを使うのはなにかと都合がいい。人の流れがある程度あることも、防犯上は必要なのだ。

　俺と阿莉ちゃんはソファに並んで腰掛け、鷹目は阿莉ちゃんのはす向かいに座っていた。

　位置的には俺から一番遠い場所だ。今日もきっちりとスーツを着込んで、剣道の試合前みたいな姿勢のよさを見せている。

　こういう奴は苦手だ。

　学歴が高くて、自尊心が強く、理屈で動く。俺と正反対。

　しかもにおいがダメときてる。決定的にダメだ。ここまでダメなのは初めてで、俺自身もびっくりしてるほどだ。見たくないものは目を閉じればいい。聞きたくなければ耳を塞げばいい。だがにおいばかりはそうはいかない。一時的には鼻を摘めばいいわけだが、一生摘んでいるのも疲れそうだし。

「あのね、チリちゃんにはちょっと特別な事情があるの。もし鷹目くんがうちで働くことを決心してくれたら、それについて話すことができるんだけれど」

　阿莉ちゃんはやはり鷹目を気に入ってるようで、口説き落とそうと熱心だ。

「特別な事情？　企業秘密なわけですか」

「そこまで大おお袈げ裟さじゃないけど……でも知っている人は一部ね」

　鷹目は右眉だけをひょいと上げた。

　他意はないのだろうが、感じの悪い癖だ。こいつ友達少ねーだろうなあと、俺は心の中で呟く。

　なんつうか、自分が頭がいいことをよくわかってる雰囲気なんだよな。で、自分より頭の悪い奴が信じられない、っていう感じなんだよ。バカにしてるっていうより、信じられない。人間だと思っていたのに、サルだったのか、みたいな。一瞬だけど、それが顔に出るんだ。ある意味、正直ってことなんだろうけど。

「彼と組んで仕事をしていく自信がありません」

　鷹目の言葉に、俺はケッという顔でそっぽを向く。それはこっちのセリフだと言いたい。俺なんか、おまえの風下に立っただけで大変なんだ。

「うーん。困ったわね」

　阿莉ちゃんは思案げに虚空を眺めていたが、やがてパッと手のひらを広げて鷹目に向けた。

「五万アップで！」

　なんの話です？　……という質問はなかった。

　鷹目は表情を変えないまま「賞与は？」と尋ねる。瞳がきらりと輝いたところを見ると、金が大好きなのだろう。

「賞与は給与ベースの計算だから、自然とアップするわ」

「悪くないですね」

「いわゆる破格の待遇よ」

「でも、彼よりは下なんですよね？」

　彼、のところでちらりとこっち見て聞きやがった。

「おいおい、あたりまえだろ。なに考えてんのあんた」

　黙っているのも限界だ。けど身を乗り出したとたんに鷹目のにおいが届いて、俺はつい顔を歪めてしまう。空気の流れのせいで、これだけ離れていても届きやがる。

「なんだ、その顔は」

「くさ……におうんだよっ」

「……ゆるぎなく失敬な奴だな」

「失敬なのはどっちだ。いいか、よーく聞けよ。ＣＡＳは俺と阿莉ちゃんの会社だ。その俺と同額もらうつもりって、なに？　どんだけ面の皮厚いの？　あんたの面の皮はバームクーヘンなの？　何層にもなってんの？？」

「同額にしろとは言ってない。確認しただけだ」

　素っ気ない声が返ってきた。本当に可愛げのない男である。

「まあ、同額じゃないけどね。そんなに離れてもいないわよ」

　阿莉ちゃんの言葉を聞き、鷹目は「そうですか」とひとつ頷く。

　なにこいつ。新入りのくせにどれだけふんだくるつもりなんだよ。阿莉ちゃんは決してケチではないが、経営者としての算そろ盤ばん勘かん定じょうはしっかりしていて、意味のない大盤振る舞いをするタイプではない。ということは、なにか考えがあって好条件を提示しているのか？　いずれにしても俺は口を挟めない。事務や会計など、面倒なことはすべて阿莉ちゃんに任せっきりなのだ。

「プラス五万で了承しますが、ひとつ確認が」

「なに？」

「彼は私の上司になるんですか？」

　鷹目の指は俺を示していた。

「そんなの当然……」

「うちは管理職という考え方はないので、べつに上司じゃないわ」

「え、ちょっ、阿莉ちゃん！」

「そうですか。安心しました」

「いや、待てって！　待ちなさいって！　なあ阿莉ちゃん、考え直そうよ。こんなインケンメガネ雇わなくっていいって。ＣＡＳは俺と阿莉ちゃんだけでやっていけるじゃん。あとほら、澪れいちゃんもいるし！」

　阿莉ちゃんの袖そでを掴み、ぐいぐい引っ張って説得を試みる。

「だめよ、チリちゃん季節の変わりめごとに鼻炎になるし」

「もう治ってる」

「理由はそれだけじゃないの。チリちゃんの特異体質をいちいち説明するわけにはいかないし、顧客に対するもっともらしい理由づけが必要なのよ。鷹目くんなら専門知識もあるし、立派な報告書を作成してくれるわ」

「けどけどこいつ、ヤな奴だよ？　俺が頼んでおいたのに、ヤセッポにエサもあげてくれなかったような冷酷無比だよ？」

「なんでおまえの犬の世話をしなきゃならないんだ」

「ほらほら、俺のこと『おまえ』とか呼ぶし！」

「チリちゃんも鷹目くんを『あんた』って呼んでるじゃないの」

　縋すがるような視線も徒労に終わる。阿莉ちゃんは俺よりよっぽど意志が強い。こうなったらもうなにを言っても無駄だ。俺はいじけて、ソファの隅で膝を抱える。ちなみに昨晩、結局俺は家に帰り、自分でヤセッポにドッグフードをやって散歩をした。

「それでは、説明してもらえますか。燕つばくらのどこが特異体質なんです？」

「もう呼び捨てかよ」

　俺の不服声など意に介さず、阿莉ちゃんは「信じられないかもしれないけど」と鷹目のほうに身体ごと向いた。

「嗅きゅう覚かくなの」

「嗅覚？」

「そう。チリちゃんは、並外れて鼻がいいのよ。鷹目くんのことを『くさい』なんて言ったのも、そのせい。普通の人なら感じ取れないにおいを感知してしまうの」

「……つまり、私は多少はくさかったと？」

「違う違う。チリちゃんの『くさい』は一般的な意味じゃないのよ。だって、女の子のにおいだって、ほとんど受けつけないんだもの、この人」

　そうなのだ。

　なんという悲劇。神様の悪いた戯ずら。

　俺はこんなに女の子が大好きだというのに、そのにおいがしばしば苦手なのだ。

「チリちゃんに言わせると、女の子は化粧とか香水とか、いろいろつけるからにおいが複雑になりすぎるみたいなのね。それがストレスなんだって」

「世の中の半分は女なのに、それは厄介ですね」

「あ、普通に接するぶんにはわりと大丈夫なのよ。ただ、恋人にするには……つまり、親密な接触ができる相手はかなり限られちゃうみたい」

「ああ。なるほど」

　鷹目が意味深なニュアンスで言った。くるみちゃんの件を思い出したのだろう。顔と胸はすごく好みだっただけに、本当に本当に本当に悔しい。鼻炎のままだったら、どれだけ楽しいひとときを過ごせたことか。実のところ、小こ森もりのボーナスはいままでも何度もあったが、俺の切なる願いが達せられたことはない。ああ、俺の運命の相手はどこにいるんだろう……。

「嗅覚に優れた特異体質、ですか。……視力にもよしあしがあるんですから、嗅覚の能力にある程度の開きがあってもおかしくないですね。香水文化が発達しているフランスでは、嗅覚に優れた調香師にnezネの称号を与えると聞きます」

「ネ？」

　阿莉ちゃんが聞く。

「『鼻』という意味ですよ」

　そんな変な称号はいらない。人並みの嗅覚に生まれたほうがずっとよかった。いくらだって女の子とやれたはずなんだ。たしかにこの鼻はいまの仕事に役立つが、逆にいえばこの仕事くらいしか活躍の場所がない。俺の鼻は、香水のブレンドをするには敏感すぎる。過ぎたるは及ばざるがごとしとはよく言ったもんだ。

「チリちゃんはね、鼻で相性をみるの」

　阿莉ちゃんの話は核心に入っていった。

「においは人間を語るんですって。鷹目くんは目や耳で見聞きして観察・分析するわけだけど、チリちゃんはそれを鼻でするの」

「……そこまで鼻がいいというのは、想像しづらいのですが」

　鷹目の顔は不審げだ。元公安のエリート様は納得できないらしい。ま、そうだろうよ。俺だって、俺みたいな奴に会ったことないもん。

「想像できないわよね。私もできないし」

「並外れて鼻がいいのはともかく、においで相性がわかるのは荒こう唐とう無む稽けいでしょう」

「でも、わかるらしいの」

「どうやって？」

「どうやって？」

　鷹目の質問はそのまま、阿莉ちゃんから俺へと渡された。背中を向けて膝を抱え、いじけポーズをとっていた俺は、首を捻ひねって鷹目を一いち瞥べつする。

「……わかるからわかるんだよ」

「それじゃ説明になってない」

「いばるなよ新入り。俺様のこの素晴らしい能力をやっかんでるのか」

「悪いが、どこをやっかむべきなのかすらわからない。で、どういうことなんだ。人間のにおいで相性なんかわかるのか」

　まったく信じていない顔で聞かれ、俺は少し顎あごを上げ「教えてくださいとお願いしろ」と言ってみた。

「じゃあいい。そこまでして知りたくはない」

「えー、なんでー、聞けよー」

　そこで引かれても困るんだよ。ほんとにやなヤツだなあ。

「言っとくけどな、俺の鼻があるからＣＡＳが成り立ってんだぞ。あんたがこれから貰もらう給料も、俺の鼻あってこそなんだ。そのへん肝に銘じてほしいね！」

「まあ、チリちゃんの嗅覚あっての商売なのは本当ね」

　そうそう、阿莉ちゃんの言うとおりなのだ。なのに偏屈な元公安は「だとしても、この男に会社経営能力はないでしょう」などと言い出す。

「ということは、大おお鳥とりさんがいなければその嗅覚も宝の持ち腐れだ。……本当に宝、ならの話ですが」

「こら、残念エリートメガネ。人をバカにすんのもいいかげんにしとけ」

　俺はゆらりと立ち上がった。

「いいか、よく聞け。あんたにもわかるように説明してやる。たとえば、色にだって相性ってもんはあるだろ。並べてみてフィットする色と、ケンカする色がある。明るいイメージを作る色合わせがありゃ、暗いイメージの組み合わせもある」

「においも同じだと言いたいのか？」

「そういうこと。ただし、ある程度の組み合わせだったら誰にだって嗅ぎ分けられる。アロマオイルの調合程度ならな。俺が感知してるのは、もっと高次元のレベル」

「調香師のような？」

「もっとだよ」

　こうなったら、説明するより実際に体験させたほうが早い。俺は一歩ずつゆっくり、鷹目に近づいていった。においの濃度が変化するのを感じながら、耐えられる位置……一メートルほど離れた場所で止まる。

「あんたハンカチ持ってるか」

「持ってる」

「貸せ」

「いやだ」

「なんでっ！　鼻かんだりしねーから貸せっての！」

　ケチな鷹目は阿莉ちゃんを窺うかがうように見る。阿莉ちゃんが軽く頷いたので、あからさまに嫌そうな顔をしつつも、ポケットから薄いブルーのハンカチを出して差し出した。俺はそれを、親指と人差し指で慎重に摘み取る。

「なんだその扱いは。汚くないぞ。今日はまだ一度も使っていない」

「そういう問題じゃねーよ。俺はあんたのにおいそのものがダメなんだから。よっ……と」

　軽く手首を振って、ハンカチを広げた。顔をそこに近づけることはせず、しばらくひらひらさせて鼻をくふんと鳴らす。

　感じ取る。

　ふわふわと舞う、においの粒子たち。

　知ってるにおい。知らないけど予測できるにおい……嫌でも漂う持ち主の体臭は意識的に除去する。においをある程度無視する能力も俺にはある。見たくないものに対し、人がさりげなく目を逸らすようなものだ。

「……洗剤はブリーチ剤がしっかり入ったタイプ」

　宙を見ながら解説し始める。

「その上にグリーン系の柔軟剤のにおいが被ってる。かっちりアイロンかけてるからほとんど飛んじゃってるけどな。……あと、今日は使ってないって言ったけど、どこかで出しただろ？　……飯食ったとき？　あんた、ミートソース系のもん食わなかった？」

　鷹目が目を剥いた。

　ざまあみろ。驚いたか。俺の胸がいくらかスッとする。杓しゃく子し定じょう規ぎな世界で生きてきたエリートにしてみりゃ、にわかには信じがたい経験のはずだ。

「……どういうトリックだ？」

　ほらやっぱり信じない。このカタブツには柔軟性というものがない。

「洗剤のにおいはまだわかる。塩素系漂白剤なら嗅ぎ取れる者もいるだろう。アイロンにしても、見た目でかけているのはわかるはずだ。……だが、ミートソースは？」

「だから、においだよ。ほら、ここにソースが飛んでる。一滴だけ。あんた、メシ食うときにハンカチ出しておく癖があるんだろ」

　鷹目が瞬まばたきをした。図星だったのだろう。ハンカチを返すと、しげしげと確認している。目を凝こらさなければわからない程度の、ごくごく小さな染しみがあるのだ。眉根を寄せた顔のまま、爪つま楊よう枝じの先でつついた程度の染みに鼻を近づけた。

「……なにもにおわない」

　そりゃそうだ。常人に嗅ぎ取れるレベルのにおいではない。

「おまえはハンカチに顔を近づけてもいなかったじゃないか。わかるはずがない。ありえない」

「俺にはわかるの」

　さらに一歩近づき、言った。

「このくらいの距離になると、あんたが飯のあとにキシリトール入りのガム噛んだのもわかる。トワレは使わないけど、デオドラントスプレー使ってるのもな」

「使っているが、無香料だ」

「無香料でも、消臭成分のにおいはするんだよ。……けほっ」

　だめだ。近すぎて限界。

　俺は急いで元のソファに戻り、どすんと腰掛けて脚を組んだ。

「ちなみにあんたがデオドラントしちゃってるのが、俺のクサイ発言のせいなら無意味だぞ。俺以外の人間には、あんたはぜんぜんくさくねーんだから」

「……ありえない」

　鷹目が同じセリフを繰り返した。よほど衝撃だったのだろう。

「信じられないかもしれないけど、これがチリちゃんの能力なのよ。ただし、チリちゃんも自分のにおいはわからないの。だから、あなたとチリちゃんの相性を判断することはできない。チリちゃんいわく、人それぞれ生まれつき持っているにおいというのがあって、人間関係がうまくいくにおいの組み合わせは、ある程度パターン化しているんですって」

　それを利用して相性を診断するのだと、阿莉ちゃんが説明する。

「一番わかりやすいのが恋愛感情みたい。フェロモンが強く出るからなんでしょうね」

「いやしかし、人間は動物と違ってフェロモンを嗅ぎ取れません」

「人間も無意識下でフェロモンを感知しているという説もあるの。チリちゃんの場合は、意識的に嗅ぎ取れるわけだけど」

「そんなことが……」

　またありえないと言ってしまいそうになったのか、鷹目がキュッと唇を引き結んだ。俺は「ありえるんだからしょーがないだろ」と先に言っておく。

「生まれつき持ってるにおいだけじゃない。たとえば、俺に嘘つくのは難しいぜ。人間は嘘つくとうっすら汗かく場合が多いんだ。見た目ではわかんない程度の汗でも、俺はわかる」

「嘘をついている人間を見分けるのはそう難しくない。視線の動きが不自然になるからな」

「それそれ、そこよ！」

　突然、阿莉ちゃんが撥はつ剌らつとした声を出した。

「そういうことなのよ。チリちゃんの獣並みの嗅覚と、鷹目くんの理性的な観察力。ふたりは正反対のタイプだけど、能力が優れているという点では同じなの。お互いに補い合えば、最強のコンビになると思わない？」

「「思わない」」

　ふたつの声が重なる。

　今回ばかりは意見が合致したのだ。俺と鷹目はチラと視線を交わし、すぐに逸らす。

「思いませんが……仕事は仕事です。職場に気の合わない相手がいるのはよくあることです。この社会でなにも我慢せず生きていくことはできない」

「けっ。偉そうなこと言ってるけど、要するに給料に惹かれたんだろ」

「金銭的な条件はもちろん大切だ」

「いくらスペック高くても、協調性のない頭でっかちにそうそう職はないもんなあ。……けど、俺は我慢したくない。我慢とか忍耐とか大ッ嫌いなんだよ。なあ阿莉ちゃん、想像してよ。自分にとって苦手なにおいがいっつもそばにあるのって、すんごいストレスよ？　俺みたいな繊細なタイプがそんなストレスにさらされて、ハゲちゃったらどうすんの？」

「大丈夫よチリちゃん、髪の毛多いくらいなんだから」

　笑い飛ばされ、わしわしと髪をかき混ぜられてしまった。

　ふわんと漂ってくる阿莉ちゃんの体臭は、俺をとても安堵させる。女の人は第二次性徴期に体臭が大きく変わる場合が多いんだけど、阿莉ちゃんはその変化が小さかった。子供の頃も、今も、俺の大好きなにおいだ。

「それに、どんなにおいでもある程度慣れるって、チリちゃんいつも言ってるじゃない」

「ある程度だよ、あくまで……」

「安心しろ。必要以上に近づかない。俺だって近づきたくない」

「口開けるたびに感じ悪いよね、あんた」

「そっちもだろう」

　睨み合う俺たちをよそに、阿莉ちゃんはにこにこと鷹おう揚ように笑っている。

「お互いが遠慮なく罵り合える、いいコンビになるわ」

「それはいいコンビというんですかね」

「難しく考えないの、鷹目くん。なんとかなるって！」

　ばしっ、と鷹目の背中を叩く。不意打ちに鷹目もたじろいだのだろう、上体がやや傾いて、眼め鏡がねのブリッジを押さえる。阿莉ちゃんの強みは、この超ポジティブシンキングだ。理由はないけど「なんとかなる」。やり始めたら「なんとかなる」。そして阿莉ちゃんが「なんとかなる」と言ったものは、本当になんとかなってしまう。

「さあ、新しい仲間が増えたところで、次の仕事なんだけど……」

　阿莉ちゃんが封筒に入ったままテーブルに置かれていた書類を手にしたとき、ドアをノックする音が聞こえた。来客の予定は聞いていない。

「チリちゃん、ルームサービス頼んだ？」

　阿莉ちゃんに聞かれて、俺は首を横に振る。

「なにかしら。開けてあげてくれる？」

「ほーい」

　ひょこひょこと猫背で移動し、俺はなにも考えずドアを開け――。

「チリ！」

「うわっぷ！」

　次の瞬間、思い切り抱きすくめられた。

「あはははは、驚いたかチリ！　相変わらず細いな！　ちゃんと食べてるのか！」

「ぶはっ……」

　苦しい。両腕をあわあわ動かしてみたが、がっしりと抱きしめられていて、逃げようもない。

「兄さん、チリちゃん苦しそうよ」

　阿莉ちゃんの声がして「おっと、すまない」と腕が緩んだ。俺は二歩後退してよろけ、噎むせながらいきなり現れた相手を見る。現れたのは阿莉ちゃんの兄、澪だ。鷹目と同じくらいの長身が、にこにこと俺を見つめている。

「澪ちゃん、げほ、いつ帰ったの？」

　俺の問いに「昨夜な」と答え、紙袋を差し出してきた。身体を包むのはシンプルなニットとスラックス、それだけでも充分見み栄ばえのする色男だ。阿莉ちゃんとはあまり似ていない濃いめの顔で、顎あご鬚ひげを蓄えている。

「これ、俺に？」

「アメリカ土産だ。おまえ、チョコレート好きだろう？　変な色のシリアルも」

「うん、好き好き。派手カラーシリアル」

「……おっと失礼、お客様だったか」

　部屋に入った澪が、鷹目を見て立ち止まった。

「クライアントじゃないわ。ニューフェイスよ」

　阿莉ちゃんの言葉とともに、鷹目がソファから立ち上がる。愛想はないがいたって礼儀正しく頭を下げ「鷹目といいます」と挨あい拶さつをした。

「大鳥澪です。よろしく。そうか、やっと人員が増えるんだな」

　澪がソファに腰を下ろして言った。俺はその横に座る。

「チリちゃんだけだと、忙しすぎるからね。鷹目くん、兄の澪もＣＡＳの出資者なの。ただ、本業は歯科医だから実務はしないわ」

「歯医者さんですか」

「そう。昨日まで新技術の研修で、ひと月ほどアメリカに出張してたんだ」

「なるほど」

「僕のおかげで、阿莉とチリには一本の虫歯もないよ。きみも今度検診に来るといい」

「ありがとうございます」

「異常がなくても、半年に一度のチェックをおすすめする」
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「はあ。そうですか。ところで」

「ん？」

「どうしてそいつを抱えているんですか？」

　鷹目の冷たい視線が俺に突き刺さる。

　わかってる。変なのはわかってる。俺だってそう思ってる。

「補充だ」

「補充？」

「しばらく会えなかったからね。可愛いチリを補充している」

　澪の右腕は、俺を抱きかかえるようにしているのだ。子供が大きなぬいぐるみを抱えている状況に近い。これは澪の癖のようなもので、俺がほんのガキの頃から続いている。何度もやめてくれと頼んだが、無駄だった。

「可愛い？　それが？」

　淡々と鷹目が返した。言いたいことはわかっているが、そこまで侮蔑の眼まな差ざしでこっちを見なくてもいいだろうが。

「僕にとってチリは、永遠に可愛い弟なんだよ」

　鷹目が澪、阿莉ちゃん、俺の順で視線を当て、

「弟？」

　と語尾を上げた。名字が違う、と言いたいのだろう。阿莉ちゃんが「チリちゃんは私たちの従弟いとこよ」と説明した。

「叔母が早くに亡くなって、チリちゃんはうちに引き取られたの。一緒に育っているから、兄姉弟きょうだいみたいなものね」

「子供の頃のチリは天使みたいに可愛かったよ。今でも充分可愛いが」

「はあ。兄バカというわけですね」

　歯に衣着せぬ鷹目が言い、澪が「おお、はっきりした人だ！」とまた高笑いした。相変わらずテンションが高い。

　大鳥兄妹は、たしかに俺にとって兄と姉にも等しいが、同時に父と母のようでもあった。

　だってさ、俺が五歳のときに、すでに阿莉ちゃんは十七歳、澪は十九だぜ？　ほとんど大人と子供だよ。大鳥家の伯父と伯母は共働きだったから、実質俺は阿莉ちゃんと澪に育てられたようなもんだ。阿莉ちゃんは女らしい現実主義で、いつまでも甘やかしては俺のためにならないと考えているようだが、澪のほうはいまだに俺をベタベタに甘やかし、ほとんどそれが趣味になっている。

「そうそう、今日は仕事の話を持ってきたんだ」

　やっと俺から手を放し、澪が言った。

「あら、どんな類？」

「悪くないと思うよ。馬ま路じ橋はしという名前を聞いたことがあるかい？」

　なんだそれ？　変な名前。

　阿莉ちゃんも軽く首を傾かしげているが、鷹目だけは質問に答えた。

「明めい治じの頃、繊維業で名を成した一族です。現在もマジハシ・グループは国内繊維業界では大手として通っています」

「そのとおり。すごいね、彼」

「でしょ？　元公安調査庁」

　へえ、と澪が目を見開く。

「それはまた変わり種だ。……さて、依頼人は馬路橋忠ただ義よし氏だ。もう七十二と高齢だが、いまだグループの会長で、馬路橋家の当主。どうやら知人からＣＡＳの話を聞いたらしい。僕の患者さんを通して依頼が舞い込んできたんだ」

　馬路橋忠義には、目に入れても痛くないほど可愛がっている孫娘がいるそうだ。

　名前は南な美み。

　二十六歳で、大学を出てからは花嫁修業にいそしんでいるらしい。働かなくていいというのは、一種のステイタスなのだろう。暇で死にそうだろうにと、俺なんかは思うのだが。

「南美さんには婚約者がふたりいる。どちらも当主のお眼鏡にかなった、家柄・学歴ともに申し分のない青年だそうだ」

「学歴の高さと人間性って関係ないぞ？」

　もちろん鷹目に対する嫌みで言ってやったわけだが、その本人に「たしかに」と肯定されてしまい、俺は肩を竦める羽目になる。

「家柄も人間性とは関係ない。その点をわかっているからこそ、馬路橋当主はＣＡＳに依頼をしてきたと考えられる」

「鷹目くんの言うとおりだろうな。可愛い孫に幸せになってほしい、そのためには花嫁と花はな婿むこの相性がなにより大切と考えたようだ。これが、三人の写真」

　澪の出した写真を手に取ったのは阿莉ちゃんだ。

「ご令嬢、という感じね」

　南美の写真がテーブルに置かれる。セミロングの髪で、どちらかというと和風な顔立ちをしている。おとなしそうな印象があるが、写真だけではわからない。続けて男の写真が二枚出てきた。

「スーツのほうが江え藤とう良りょう平へい、三十歳の実業家だ。縞しまのシャツが趙ちょう洋よう春しゅん。中国系アメリカ人で二十五歳。日本の大学院に留学中で、実家は製薬会社の一族らしい」

「うーん、私は趙くんのほうがいいわ。目は細いけど、いい人そう。若いし。江藤くんはハンサムなぶん、女好きな気がする……」

「ははは。おまえが決めてどうするんだよ、阿莉。鷹目くんはどうかな。この写真からなにかわかることはあるかい？」

　鷹目が写真を手にしてじっくり見る。お得意の観察力を怒ど濤とうのごとく披ひ露ろうするかと思いきや「これだけではなんとも」という返事だった。

「カジュアルなポートレイトに見えますが、プロのカメラマンが撮影したものです。こういった写真は多くの人が目にすることを想定し、演出がなされている。加えて、デジタル修正も。ここから読み取れる事実はほとんどありません。この手の写真にもカメラマンを雇える金持ちだという程度です」

「なるほど。……阿莉、いい人材をゲットしたな」

　澪に褒ほめられ、阿莉ちゃんは「人を見る目はあるの」と自慢げだ。

「さっそく私から馬路橋家へ連絡を入れてみるわ。正式に依頼をもらったら、鷹目くんとチリちゃんで行ってもらいます」

「……俺だけでいいんじゃないかなあ」

　ぼそりと呟いた俺に、阿莉ちゃんが明るく厳しく「だめ」と言った。
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「いくつか質問をしたい」

　俺の約一メートル後ろから鷹目が言う。

　そこを歩けと言ったのは俺だ。風向きの関係から、その位置ならばにおいが俺に届かないからである。三日前、阿莉ちゃんから俺の特異体質の説明を受け、鷹目もある程度は納得したようだ。その代わり俺も阿莉ちゃんから『くさい』という言葉は禁止と釘を刺された。

「なに」

　ほんのちょっと振り返って聞いた。

　鷹目は今日も堅苦しいスーツ姿だ。俺はといえばお気に入りのスカジャンで、柄は弁べん天てん小こ僧ぞう菊きく之の助すけだ。阿莉ちゃんはこれを見るたびに「チンピラみたい」と唇を尖とがらせる。

「おまえの嗅覚についてだが」

「あー？」

「仮に本当に、おまえの嗅覚が並外れているとして」

「仮じゃないっての。あんた人を信じる能力低すぎよ？」

「慎重を期する性格なんだ。とにかく、そうだとして、混乱しないのか」

　ふらふらと踊るように一回転しつつ「混乱？」と俺は聞いた。都内の某高級住宅地の道路は静かで、周囲はたぶん豪邸ばかりだ。たぶんっていうのは、どこも塀が高すぎて肝心の家がまるで見えないからである。防犯会社のシールばっかりよく見る。

「嗅覚がいいということは、いろいろなにおいを一度に感じ取れるということだろう。そうしたら混乱しそうなものだ」

「あんたドン・キホーテ知ってる？」

「セルバンテスの代表作」

「は？　違うよ。安売り店のだよ。都内にいくつかあんだろ？」

　ああ、と鷹目は呟いて「一度だけ入ったことがある」と答えた。

「すげえごちゃごちゃしてて、あらゆるモンが売ってただろ」

「たしかに品数がすごかった」

「そんとき、あんた混乱したか？　目に入るモノがたくさんありすぎて、脳がパニクって、愕がく然ぜんと立ち尽くしちゃったりしたか？」

「しない。ただモノが多いと思っただけだ」

「だろ？　それと同じだよ」

　俺は立ち止まり、振り返って煙草を咥くわえた。途端に鷹目が「歩き煙草は控えるべきだ」と言い出す。俺は「歩いてない。止まって吸う」と奴を睨む。俺だって周りに人がいたら煙草なんか吸うもんか。ほんと、喫煙者にはつらい世の中だぜ。

「……いくらたくさんのモノが見えていても、それらすべての情報を脳が処理するわけではない。ただ漫然と見ている限り、混乱は生じない。嗅覚も同じだということか」

「そ。犬の嗅覚は少なく見積もって人間の千倍って言われてるけど、散歩中にあれこれにおいすぎてパニクってる犬なんかいないだろ？」

「それはそうだ」

「納得したか？」

「その煙草はどうなんだ」

　鷹目は煙のかからない場所にじりじり移動しながら、俺がふかしている両切り煙草を指さした。愛飲しているのはゴロワーズだが、なければなんでも吸う。

「煙草がなに？」

「においに敏感なはずなのに、そんなきつい煙草を吸っていられるのが不可解だ」

　俺は白い煙を吐き出しながら「好きなにおいなら問題ない」と答える。あたりまえじゃねーか、そんなこと。

「もうちょっと言っておくと、俺は嫌いなにおいってのはそんなにない」

「人に『くさい』を連発したのは誰だ」

「あんたは例外」

「女の子にもダメなにおいが多いと言っていただろ」

「あれも『嫌い』まではいかない。『苦手』なんだ。話してるだけならいいけど、近づきすぎるときつい。だからエッチは無理」

　ああ、ほんと、悲しい運命だぜ。

「だいたいな、考えてみろよ。俺は自分がその気になれば、いろいろ嗅げるわけ。その気にならなくてもあんたがふだん嗅いでるにおいの数十倍とか、数百倍は感知してるかもしれない。なのににおいに好き嫌いが多かったら、生きてくのがツライだろ？」

　にんにくのにおいがいやだという人がいる。俺は平気だ。

　生ゴミはみんな嫌いだ。俺も好んで嗅ぎはしないけど、たまたま嗅いでも騒ぎはしない。ああ、生ゴミだなと思う程度だ。そういった耐性もまた、俺には備わっているらしい。

「……ふむ」

「それに、俺は生まれたときから鼻がいいんだよ。あんたたちからしたら異常でも、俺には普通なんだよ。そしたら慣れるだろ。俺のまわりはあらゆるにおいだらけで、でもずーっとその中で生きてるんだから」

　姿勢良く立ったまま、俺の話を聞いていた鷹目がひとつ頷き「理解した」と言った。なんだか、コンピュータが『インプット終了』と言ったみたいな口調だった。

　俺は煙草を吸い終わった。

　携帯灰皿くらいは持ってる。その中に吸すい殻がらを入れて、また歩き出す。

「次、右だっけ？」

「左だ」

　あらかじめ地図を頭に入れてきたという鷹目が答える。イヤな奴だがこういうところは便利だ。俺はいざとなると鼻に頼る癖があるので、下調べだの準備だのが得意ではない。これまで、阿莉ちゃんにはいろいろと迷惑をかけていたのかもと、いまさら気がつく始末だ。

　ほどなく、馬路橋邸に到着した。

　風格ある日本家屋で、周囲の家ほど厳重な塀に囲まれてはいない。庭木の緑が見事で、俺は深く息を吸う。グリーンの放つ香りは好きだ。

「お待ちしてましたよ、燕先生。このたびは……」

「いえ、燕はこちらです」

　矍かく鑠しゃくとした馬路橋の爺じいさんが、鷹目に挨拶をしかけて勘違いを訂正される。いいんだ。わかってた。この展開はしょうがない。スカジャンの兄ちゃんとバッチリなスーツだったら、誰だってスーツに挨拶する。

「すんません。俺がＣＡＳの燕です」

「おお、これは失礼。こんなにお若いとは」

「こっちは新入りの鷹目です。ふたりでお嬢さんにふさわしい相手を見つけますので、どうぞご安心ください」

　俺にだって、営業スマイルくらいはできる。なにしろ鷹目が笑わないので、そのぶん俺が笑っといたほうがいいだろう。

　外見は純日本建築だったが、中にはクラシカルな洋間もあった。俺たちはその一室に通されて、ゴブラン織りのソファを勧められる。俺はクンと鼻を鳴らし、猫がいるな、と思った。いまは姿が見えないが、飼っているはずだ。猫は犬に比べてにおいの薄い動物だが、微かに感じ取れる。

「……どうぞ」

　俺たちに紅茶を運んでくれたのは、南美本人だった。見た目の印象は写真とあまり変わらない。声が小さめで、おとなしい雰囲気。クリーム色のニットアンサンブルは……シルクカシミアのにおいがする。さすが金持ち。化粧は控えめで、アクセサリーはパールのピアスだけ。トワレはつけていないが、微かに奇妙なにおいがする。どこからだ？　服じゃなくて……指先？　出された紅茶にも違和感があった。なんつうか、この家で出されるにしては……。

「婚約者ふたりは別室で待たせているんだが、入ってもらうかね？」

「いえ、まだいいです。先に南美さんにいくつか質問していいですか？」

　俺が聞くと、祖父の隣に座った南美がこくりと頷く。少し緊張しているようだ。

「じゃ、鷹目。始めて」

「……え？」

　おまえが聞くんじゃないのか、という顔で鷹目が俺を見る。けど俺の仕事は基本、嗅ぐことだからなあ。今までは自分で質問もしてたけど、あんたがいるならもうその必要はない。情報を聞きだすのはそっちのほうが得意なはずだ。

　俺の意図が伝わったのか、鷹目は南美に向き直り「では、いくつかお聞きします」と眼鏡のテンプルに中指で触れた。

「はい。よろしくお願いします」

「あらかじめ、答えていただいた質問票がありましたね？」

「はい。心理テストのような……」

「心理テストというより、性格傾向を知るための設問です。多少面倒だったと思いますが、難しくはなかったでしょう？」

　こくりと南美が頷く。質問票は鷹目がオリジナルで作ったものだ。俺もザッと見たが、たとえば『自分は内気なほうだと思う』という設問があって、そこに○か×、あるいは△を選ぶというものである。△は『どちらとも言えない』であり、五十問の質問のうち、五か所までしか使ってはいけないというルールがついていた。似たような性格診断テストは俺も見たことがあったが、鷹目のそれには独特な設問があってちょっと面白かった。たとえば『爪はこまめに切るほうですか』だとか『ペンをよくなくしますか』などだ。そういえば、俺はしょっちゅうペンをなくす。

「あの……私はどんな性格だという結果だったんでしょうか」

　南美の質問に「そりゃあ、心の優しい、親思いの子だ」と馬路橋が嬉しげに答えた。

「優しすぎるところが心配なほどですよ。この子は人に反論するということができなくてね……よほど優しい夫を選ばないと、きっと苦労する」

　身を乗りだし、馬路橋の孫自慢は続く。

「南美が大学を卒業する前、実は就職先が内定していたんです。ですがちょうどこの子の母親が病に罹かかりましてなあ。すぐに命がどうこうという話ではなかったんですが、つらい治療が続いたんです。すると南美は、母親のために就職をやめて看病に専念すると言いましてね……」

「そうですか。それで現在、お母様は？」

　鷹目の問いに、南美が「おかげさまで病気はよくなりました」と俯きがちに答える。そこで俺はふと気がついたのだが、この家には南美の母親の気配がない。父親は仕事に出ているだろうから当然として、母親は在宅していないのだろうか。いるのだとしたら、なぜこの場に出てこないのだろう？

「いま母は、イタリアにおります」

「イタリア？」

「はい。……若い頃からの夢で、ルネサンス美術を勉強したいと……」

「私は反対したんですがね」

　馬路橋が不服顔でつけ足す。

「いい歳としをして海外留学だなどと。しかし『一度死にかけたんだから、好きなことをやる』と言い張って聞きません。まったく我わが儘ままな嫁だ。……それにくらべて、南美の優しいことと言ったら。テストの結果にも反映されとるでしょう？」

「いいえ。このテストで優しさは計測できません」

　出た。ばっさりやってくれた。もっと言いようがありそうなものだが、鷹目には言葉を濁すというスキルはないのだ。馬路橋が奥の目をぱちくりさせている。

「この程度のテストで人間性がわかれば世の中はもっとまともでしょう。あくまで、性格の傾向がわかるだけのことだという点をお忘れなく。結果を申し上げますと、南美さんは自分に求められているものを知っており、それに自分を合わせようとする傾向が強いです」

「それは……思いやりがあるということではないのかね？」

「自主性に乏しいとも言います。流されやすい、でもいいです」

　身も蓋ふたもない鷹目の言葉に、馬路橋はポカンとした。その顔を見て、俺はもう少しで笑い出しそうになる。

「もう少し自主性があったほうが、社会に適応できると言えます。ご本人もわかっているらしく、自分を変えたいという意識が窺えます」

「いやいや。南美、変わらんでいいぞ。おまえはそのままで充分にいい子だ」

「お祖じ父いさま……」

「変わりたいと思っている人に、変わらないでいいと言うのは酷です。脱皮しようとしている蝉に待ったをかけるようなものだ」

　躊躇ためらいのないダメ出しに、馬路橋の頬がひくついている。

　クライアントに対する遠慮というものが、見事にない。やばい。鷹目は相当面白い。しかしこのままほうっておくと、馬路橋の頭が沸騰し、脳卒中でも起こしそうだ。

「えーと、南美さんにもう少し詳しいお話を聞きたいので……結婚も近いうら若き乙女には、身内がいると恥じらいがあるかもしれません。しばらく我々だけにしていただけますか？」

　俺が言うと、南美が「お祖父さま、そうしていただけます？」と小首を傾げた。馬路橋はいまひとつ納得のいかない顔だったが、孫娘とともに立ち上がり、廊下へ繋つながる扉の向こうに消えていった。

　祖父を見送ると、南美だけが元の位置に戻る。つまり、俺たちが並んで腰掛けている向かいの席だ。

　さて、と。

「「もういいですよ、南美さん」」

　え、なんでユニゾンになってんだ？

　俺は横を向き、鷹目の顔を見た。鷹目もこっちを向いて意外そうに片眉を上げている。俺たちは二秒くらい睨み合って、ほぼ同時に顔を正面に戻し、

「「もう無理しないでいいですから」」

　とまた同じことを言った。

　なんなんだよ！　気持ち悪いな！

「あの……」

　南美が戸惑っているのが、俺たちの不気味なユニゾンのせいなのか、言葉の内容のせいなのかわからない。とりあえず俺は鷹目に「ちょっと黙ってろ」と言い、改めて南美に向き合った。

「南美さん。お祖父さんの前で、ちょっと無理してたでしょ。素直で従順でおとなしすぎる孫娘。それ、もういいです。俺には演技だってわかってますから」

　南美はやや狼狽うろたえた顔になり、鷹目に視線を移す。

「私も同意見です。どうぞ本音を話してください」

「私は……」

　おずおずと俺に視線を戻す。やれやれ、まだ女優さんが続いているようだ。ジイサンに告げ口されないかと不安なのだろう。

「大丈夫。あなたは悪意からお祖父さんを騙だましてるわけじゃないんでしょ？　むしろお祖父さんが大切だから、理想の孫娘を演じてるだけだ。でもね、そこまでおとなしい深窓の令嬢が、バイクに乗りますかね？」

　南美の目が大きくなり「調べたんですか」と口調も少し変わる。

「いや。でもあなたからエンジンオイルのにおいがした。それから、爪のあいだにほんのちょっとオイルの汚れが残ってる。自分で整備ができるってことだ。あと、排気ガスのにおい……ついさっきまでバイクに乗ってましたよね？　排ガスは周囲の車のものかな」

「……私、そんなにくさかった……？」

「気にしなくていいです。燕の鼻がいささか異常なだけですから」

　いたって冷静に鷹目が言う。

「仮ににおいがなくても、あなたがバイクに乗っていたのはわかります。髪にヘルメットの癖が残っているし、顎の下に少し赤い擦れがあります。ベルトをしっかり締めるんですね」

「そんなところまで、見られてたなんて……」

　驚きを隠せない南美に「ね、こいつ気持ち悪いよね？」と俺は笑った。

「そっちのほうが気持ち悪いだろうが。におい嗅いでたんだから」

「うっせ。えーと、そんで南美さんは、俺たちみたいな怪しい連中に会うのはいやだった。ジイサンが依頼したから仕方なく応じてるけど、ほんとはうざいと思ってる。なので安い紅茶しか出さなかった」

「……」

「スーパーで売ってるティーバッグだ。ここんちなら、ダージリンなんとかフラッシュみたいな高級品があってもよさそうなもんなのに」

　しばし俯いていた南美が、フゥ、と息をついて顔を上げた。

「いろいろ、ばれてたのね」

　苦笑している。目力が、さっきまでと違う。

「性格診断の結果も、どうも不自然でした」

　鷹目が言うと「そう？」と南美は首を傾げる。

「そっちは完璧にしたつもりだったんだけど。お祖父さまの好きなおとなしい南美になりきって設問に答えていったし」

「そうでしょうね。そこが引っかかったんです。この手のテストには似たような設問が何度か出てきます。人間の心は常に揺らいでいるし、性格なんていうものはそもそも曖あい昧まいで、流動的です。ですから、類型質問に対して、違う回答をしたりする」

『引っ込み思案だと思う』に○をしたのに、『人と話すのが苦手』には△で、『初対面の相手とはうまく喋しゃべれない』には×をつけてみたり――そんな回答は珍しくないのだと鷹目は説明した。

「けれどそれは自然なことです。むしろ、すべての回答の辻つじ褄つまがぴたりと合致しているほうが珍しく、かつ不自然だ」

「つまり……私の回答は不自然だったんですね」

「はい。それに、常識的にこのご時世に深窓の令嬢というのは考えにくい」

「いるはずがないと？」

「情報をシャットアウトしてこその深窓ですからね。スマートフォンひとつあればあらゆる情報にアクセスできる現代では難しい」

　南美が「もっともだわ」と揃えていた脚の右をひゅんと上げ、華麗に組んだ。

　スッと緊張させていた背中もリラックスさせてクッションに寄りかかる。見た目はまったく変わっていないのに、彼女の周囲の空気ががらりと変化した。言いたいことも言えない深窓の令嬢は消え失せ、現代的で撥はつ剌らつとした女性が現れる。

「Chemistry Advisory Serviceだなんて、どれだけ胡う散さん臭くさい連中が来るのかと思ってたけど……本当にプロなのね。相手をよく見てる」

「仕事ですから」

　素っ気ない鷹目の返事に、南美がクスッと笑った。

「たしかに私はご令嬢のふりをしてたわ。お祖父さまのためにね。子供の頃から、私を一番可愛がってくれた人だし……私の味方だから」

「ご両親は味方ではないと？」

「病気のときだけ泣きついてきて、治ったとたんにイタリアで遊びほうけてる母親よ？　父は仕事にかまけて私の存在なんかずっと無視してきたし」

「あれ。両親とは不仲なんだ？」

　俺が聞くと「親らしいことをしてもらった記憶はないわ」と、不服も露あらわに言う。

「それに、両親は弟を猫可愛がりしてるの。馬路橋の大事な跡継ぎ様をね」

「弟さんはいまどこに？」

「カナダに留学中」

　ぶっきらぼうな返答だった。どうやら姉弟の仲もあまりよくないらしい。

「あのー、基本的なこと聞いておきたいんだけどね。南美さんは今回の話はどう思ってるわけ？　本気で結婚する気はあるの？」

　すっかりタメ口になった俺を気にもせず、南美は「あるわ」と即答した。

「早く結婚したいの。あのふたりなら条件的には文句ないし。ただ、婚約者といっても個人的に話したのは数回というところで、本当のところどんな人なのかはわからないのよ。調査会社に頼むことも考えたんだけど……お祖父さまが大切なのは『相性』だって仰って」

「そうですか」

　例の一本調子で鷹目が相あい槌づちを打つ。奴がなにを考えているのかはわからないが、俺の中にはぼんやりした違和感が生まれていた。

　南美の人格が一定しないのだ。

　そりゃ、鷹目の言うように人間の心理には揺らぎってものがあるだろう。そこを考慮してなお、なんかおかしい。祖父を騙し、深窓の令嬢のふりをするほどの強したたかさがある南美が、祖父の決めた婚約者と諾だく々だくと結婚する？　結婚と恋愛を切り離し、現実的に捉とらえているのかもしれないが……どうも据すわりが悪いんだよなあ。

「だから、あなた方にはしっかりと選んでほしいの。私の生涯の伴侶をね」

　南美の言葉は力強い。結婚の意思は固いようだった。

「では教えてください。あなたが結婚相手に求める条件はなんです？」

　鷹目の問いに、南美の視線がふわりと浮いた。僅わずかなあいだだったが、真剣に考えているのがわかった。空中に、まるで南美だけに見えるなにかが浮いているかのように一点を見つめ、やがて静かに「優しい人がいい」と、凡ぼん庸ような答えを出す。

「優しくて……情が深い人。家族になるんだもの、大切なのはそこよね」

　これまた、ありきたりな言葉だ。ありきたりだが真実なので、べつに文句はない。なのに俺はやっぱりひっかかる。

　なにかがにおうのだ。

　この『におう』は比喩であり、そして比喩ではない。

　人は得体のしれない違和感を覚えたとき『におう』と表現する。それは嗅覚とは直接関係ないのだが、俺の場合は実際ににおっているのだ。

　しっかりとキャッチするのが難しいほどの微かなにおい。

　あるいは、においは捕らえているのに、それがなんのにおいなのか判断できない場合。

　いまは前者だ。さっきから、ときどき俺の嗅覚を刺激しているごく弱いにおい……この正体がわからなくて、もやもやする。どこかで嗅いだことがあるはずなのに。

　においの発生源は南美だ。彼女が動くたびに、漂ってくる。

「情が深いというのはときに性格の弱さを伴いますが、それでもいいと？」

「構わないわ。私はしっかりしてるほうだから、補い合えるでしょ」

「なるほど。了解しました」

　鷹目が頷いたとき、玄関のインターホンが鳴った。

　南美は「失礼」と一声掛けて、部屋を出ていく。振り返って窓の外を見ると、配送会社のトラックが止まっている。なにか荷物が届いたらしい。

「どうよ、彼女」

　俺は鷹目に聞く。

「結婚を急ぐ理由がわからない」

　鷹目の答えは短く、かつ的確だった。

「俺もそう思うんだよなー」

「実家と距離を置きたいという可能性はあるな。両親や弟とはうまくいってないようだ。あるいは祖父が健在のうちに花嫁姿を見せたいだとか」

「でもあのジイサンまだしばらく大丈夫そうだぜ？」

　座っているのにも飽きて、俺は立ち上がり、大きく延びをした。

「馬路橋氏は高血圧症で、軽い脳のう梗こう塞そくを起こしたこともある。しかも高齢ときたら、いつなにがあってもおかしくはない」

「よく知ってんな、あんた」

「少し調べればわかることだ」

「おっかねえな、元公安は」

「……おまえ、なにをしてるんだ？」

「うん？　スクワット。いっち、にー」

「バカか？」

「バカって、さん、しー、言うなー」

　落ち着きがない、と阿莉ちゃんにもさんざん叱られた。子供の頃も、大人になってからもだ。俺はじっとしてるのが苦手なんだよ。ずーっと座ってるとケツがもぞもぞしてきちゃう。寝てもいいならじっとしてられるけど。

　俺がスクワットをしているあいだに、配送会社のトラックは走り去っていった。そろそろ南美が戻ってくるはずなのだが、さらに数分がすぎる。どうしたんだろうと思っていると、トレイを手にした南美が扉を開ける。

「お待たせしてごめんなさい。新しい紅茶を淹いれてきたわ。今度はちゃんと……あっ！」

「みゃう！」

　南美が体勢を崩す。

　その足元で白いなにかがびょんと跳ねて、あっというまに逃げていった。

　猫だ。

　南美と一緒に部屋に入ってこようとしたらしい。南美はまったく気づいていなくて、脚が軽くぶつかってしまったのだ。転びはしなかったが、トレイを取り落としそうになる。たまたま近くに立っていた俺は、すぐに南美の身体ごとトレイを支えた。横から軽く抱きかかえる感じになったので、南美の体臭が強くなる。

　あ。

　あ……これって。

　そうか。このにおいか。あー、そうだったのか。

　ん？　これは？

　こっちは、さっきついたばかりの……？

「……あの、ちょっと」

　腕の中に南美を収めたまま嗅覚に集中していた俺は、はたと気がついて「ごめん」と両手を広げた。南美の少し慌てた様子が可愛い。人形みたいな深窓の令嬢より、こんなふうに人間的な南美のほうが好きだなと思った。

「助けるふりでセクハラをするな」

　鷹目の失礼な発言に「してねーよ！」と返し、俺は元の位置に座る。紅茶はポットに入っていたので、それほど零れずにすんだ。今度は芳香豊かな高級品だ。南美がカップに注ぐそばから、マスカットに似た香りが俺を包む。

「どうかしましたか」

　なんの前置きもない鷹目の問いに、南美の手が一瞬止まる。

　だがすぐに再びポットを傾けて「なにが？」と逆に聞き返した。見つめているのは薄い琥こ珀はく色いろの紅茶だけだ。

「顔色がよくない」

「そう？　転びかけて驚いたせいでしょ。ひと息ついたら、婚約者に会ってもらいます。ふたりともいつでも呼べるから」

　いままでより僅かに早口になっていることを、鷹目が見逃すはずもない。それに、南美の顔色はたしかに少し青白かった。けれど鷹目はそれ以上はなにも言わず「いつでもいいですよ」とだけ返して、繊細なティーカップを手にしたのだった。










　　　■　□　■




「俺の結論から言おう。花婿には趙洋春を選ぶべきだ」

「俺の考えとしては、初しょっ端ぱなはやっぱタン塩からだ」

「経済的なバックグラウンドは江藤のほうが有利だが、あの男はエゴイスティックな傾向が強い。企業人として考えれば必ずしも悪いとは言えないが、南美さんのニーズには合わない」

「そうだな。タン塩は上でいきたい。カルビは並でいいんだよ。サシが多すぎるのもどうかと思うし。肉は赤身が美味しくなくちゃね」

「その点、趙は少しばかり頼りなさそうだが、少なくとも江藤よりは情が深い。性格傾向テストの結果は寛容な情緒型。上シャン海ハイで学生時代をすごしているから、きつい性格の女性には慣れっこだろう。南美さんも一癖あるタイプだが、相性はいいと思われる」

「けど、問題がひとつあるんだよな……」

「問題があるとすれば、宗教だ」

「キムチかカクテキか……悩ましいところだ」

「趙はクリスチャンだが、南美さんはキリスト教に無関心」

「そこんとこ、どうしたもんかな」

「その点、どうしたものか」

　三秒ほど間を置いて、鷹目がメニューを手にした。

　カッツン。

「いってえ！」

　やっと注文を考える気になったのかと思いきや、メニューの、しかも角のとこで俺の頭を殴る。デコの上に響く鋭い痛みに、思わず大きな声が出る。前頭部を手で覆いながら「なにすんだよ！」と強く抗議する。

「真面目に人の話を聞け。でないとキムチの汁をそのでかいばかりの目玉に塗りたくるぞ」

「うわっ、なに、その怖い脅おどし！　これだから元公安は……イッ！」

　ベシッと二発目がきた。今度は角じゃなく平面部分だったが、そのぶん音が大きい。

「こんな場所で公安公安と口に出すな」

「一度しか言ってないし、ホントのことじゃねーか！」

「もう調査員じゃない。……おまえ、仕事をする気があるのか。あんまり適当だと、阿莉さんに報告するからな」

　こいつ、俺が阿莉ちゃんに弱いのをもう見抜いてやがる。まったく油断ならない男だ。俺は鷹目に対してバリケードを作るようにテーブルにメニューを立て、目だけを覗かせて「メシ食いに来て注文考えるのはあたりまえだろ」と言い返した。

「今日の仕事はもう終わったんだ。ふたりの婚約者に会って、テスト受けてもらって面接して、無事に終了。俺はよく働いた。褒めてくれて構わないぞ」

「褒めない。おまえはどっちを選ぶんだ」

「んー。どうすっかねえ。ちょっと調べたいことがあるからなあ」

「これ以上なにを調べるって？　そもそも、おまえは嗅覚で……」

「アジュンマー、注文さしてー」

　俺の呼びかけに応じて、どっしりした体格のキムおばちゃんが無言でやってくる。ここは俺がよく来る韓かん国こく料理店だ。お世辞にもきれいとは言い難い店構えだが、味は折り紙つきである。ついでに言うとキムおばちゃんの愛想のなさにも折紙をつけたい。鷹目といい勝負なんじゃないか。俺が適当にオーダーする様子を、鷹目は黙って見ているだけだったが、一番最後に「もやしのナムル」とだけつけ加えた。

「もやし好きなのか」

「悪いか」

「んなこと言ってないじゃん。俺も好きだもん、豆モヤシ」

「モヤシは安価で栄養価の高い、優良食品だ」

「あんたにモヤシのヒゲ取りさせたら完璧にやりそう」

「無論だ」

　そんなことを話しているあいだに、お互いの生ビールが届く。乾杯する気などさらさらないのは俺も鷹目も同じで、黙ってぐびぐびと飲み始めた。

「で、においはどうだったんだ」

　タンブラーを置いて鷹目が低く聞いた。

「おまえは嗅覚で判断するんだろう？　どちらが南美さんの花婿になるべきか」

「あのふたりから選ぶなら、趙だろうな」

　口の周りについた泡を手の甲で拭ぬぐい、答える。

「根拠は」

「江藤は南美さんに興味がない。完全に資産目当ての結婚だ」

「なぜわかる」

「においに変化がなかった」

　好きな異性が目の前に現れれば、人は身体的な反応を示す。鼓動が速くなり、血圧が上昇し、緊張し、汗をかく。すると、体臭も変化する。だが江藤は、俺たちと話しているときも、南美が同席したときも、さらには南美が江藤の肩についていた糸いと屑くずを取ったときも、一切そのにおいは変わらなかったのだ。

「糸屑を取るふりをさせたのは、そういう狙いだったのか」

　そ、と俺は頷く。南美さんに、あらかじめ指示しておいたのだ。婚約者たちの肩にさりげなく触れて「糸屑がついていますよ」と耳元で囁ささやけ、と。

「趙にはちゃんと変化があった。凄まじい変化ってほどじゃないけどな。それでも、江藤よりはぜんぜんマシ」

「ならば、俺の意見とおまえの意見は同じになる。これ以上調べることがあるとは思えないが」

「あるのよ、それが。……お、肉きた。とりあえず食おうぜ。仕事の話はあとあと」

　俺は焼肉を前にしたら、コンセントレートしたいタイプなのだ。肉というのは焼きすぎると硬くなって美味くない。かといって、あんまりレアでも苦手なので、絶妙なタイミングで食べないと……あ、あれ？

「おい。鷹目。それは俺のタン塩だろうが」

「焼きすぎになるから食べた」

「あと少しだけ焼こうと……待て、それは俺のカルビ！」

「焦こげるといけないから食べた」

「まだ焼けてなかったの！」

　つまらなそうな顔でむぐむぐと肉を食う鷹目に怒鳴る。

「肉は焼きすぎると美味くないんだ。知らないのか」

「知ってるよ！　知ってるけど、おまえのは早すぎだろ！　両面炙あぶった程度で……あっ、ちょっ、待っ……あああああ……」

　餓が鬼きかよ。なんでそんなに食うの早いの？

　いかん。このままでは永遠に肉を食べられない。鉄板に置くそばから、目の前の猛もう禽きんメガネにかっ攫さらわれちまう。俺は肉に添えてあったししとうを箸に取った。そして熱々の鉄板の中央部分に、横のラインを作るように並べていく。

「なにをしている」

「境界だ。ししとうラインから手前がお互いの領地だ。ここで各自、肉を焼く。領地を侵犯しやがったら、国連安保理に審議させるぞ」

　苦肉の策を示した俺をちらりと見て、鷹目はフンと口の端を歪めた。

「神経質な奴だな」

「おまえが言いますかそれ!?　あっ……な、なんでタン塩がもうないんだ……!?」

　信じられない。肉はいつから飲みものになったの？　俺は仕方なく、キムおばちゃんにタン塩を追加してもらった。届いた皿は自分の近くに引き寄せておく。まったく油断がならん。

　その後は皿の上の肉にも境界線を作り、やっと安心して食事に集中できた。焼肉の煙とキムチなどの強い香りのおかげで、鷹目の体臭はさほど気にならない。

　身体つきからして、それなりに食べるだろうとは思っていたが……それにしても鷹目の食いっぷりはすごかった。早食いなのに、がつがつして見えないところが不思議だ。タレを零してテーブルを汚すこともない。ひとりで四人前の肉を食べ、副菜もがっつり食い、丼どんぶりで白飯を胃に収め、そのあとに冷れい麺めんまで食べた。

　満足げに三杯目のビールを飲み干し、口の周りを丁寧に拭いたあと「で？」と俺を見る。

「ほかになにを調べたいんだ？」

「……俺、まだ食い終わってないんだけど」

「それだけゆっくり食ってるなら、喋れるだろう」

　俺がゆっくりなんじゃない、おまえが早すぎるんだ……そんな反論も面倒になってきて、俺はクッパの匙さじを持ったまま「幸せになってほしいじゃん」と言った。

「なんの話だ」

「南美さんに決まってんだろ。あの子いいよな。おとなしいふりして、実は強気で、でも芯はすごく優しいんだと思う。ああいう子好きよ、俺」

「汚い。口にものが入ったまま喋るな」

「……食いながら話せって言ったの誰よ？」

「口の中になにもないタイミングを見計らって話せという意味だ。そんなこともわからないからバカだと言われる」

「わー、熱々の鉄板であんたを殴りたくなってきた」

「俺はもう心の中で、おまえを二十回くらい殴っている」

　冷たく言い返され、俺はわざと音を立ててクッパのスープを啜すすってやった。ひくり、と鷹目の頬が引ひき攣つる。

「で？」

　話の続きを促す鷹目の態度はでかい。いくら同い年でも、ＣＡＳでは先輩だという俺に対する配慮なんてもんはカケラもない。むかついて、詳しく話そうと思っていた気も失せる。

　俺はテーブルの隅にあった紙ナプキンを取った。

　指に焼肉のタレをつけ、そこに文字を書く。もちろん、きれいに書けるはずもない。

「なにしてる」

「これ調べろ」

　訝いぶかしむ鷹目に紙ナプキンをつきつけ、俺は指を舐めた。鷹目はあからさまに、汚い、という顔をしてナプキンを受け取ろうとはしない。勝手にすりゃあいいさと、俺はふたりの中間地点にナプキンを落とす。鷹目は爪の先を使い、なるべく触らないようにナプキンを摘み上げ、番号を確かめると「車のナンバーだな」と言った。

「そ。その車を使ってる男について調べろ」

「南美さんの件に関係があるのか」

「あるから言ってんでしょ」

「そうだとして、どうして俺がおまえに命令されなきゃならない」

「だってあんた、そのために雇われたんだろ？　今までなら、こういう調査は阿莉ちゃんに頼んでたんだ。今回もそうしたっていいけど、そしたらあんたのいる意味ねーよ？」

　言いながら、俺は立ち上がる。食うだけ食ったら、早く煙草を吸いたい。この店は禁煙じゃないけど、いまは隣のテーブルで家族連れが食事中だ。小さい子もいるから、店内で煙草を吸う気はなかった。

　鷹目に「払っといて～」と告げ、さっさと歩き出す。

　外に出た途端、秋の冷たい夜風を感じた。

　風は俺の髪や服についた焼肉のにおいを剥がしていく。両切りの煙草を咥えて火をつける。酔っぱらいが消費税が高くなることを嘆きながら、店の前を歩きすぎていった。煙を吐きながら空を見上げると、月は雲に隠れていた。

　煙草が半分になったところで鷹目が出てきた。

「四千九百七十四円だ」

　レシートを見せて言う。半分出せということらしい。

「おまえのほうが圧倒的に肉食ってるだろうが」

「割り勘じゃない。六対四にしてある」

「七対三だろ」

「厳密な肉の枚数で言うと、6.7と3.3だ」

　眼鏡のブリッジを押し上げて鷹目は言う。

「数えてたのかよ」

「だがおまえは単価の高い桜肉のユッケを食べ、ビールを一杯多く飲んでいるから、その点を考慮すると……」

「いい。もういい」

　俺は財布から五千円札を鷹目に押しつけた。

「あんたね、その性格なんとかしないと、さみしい老後を送る羽目になるぜ？」

「二十六円」

　釣りを差し出され「いらねーよ」と咥え煙草の顔をしかめた。

「二十六円を笑う者は二十六円に泣くぞ」

「笑ってない。でもいらん。もう財布しまっちゃったし！」

　俺が後ずさると、鷹目が一歩近づく。

「受け取れ。精算がきちんとしていないのは気持ちが悪い」

「気持ち悪いのはおまえだ！」

　たかだか二十六円でどうしてこんなに揉めなきゃならんのだ、アホらしい。もうさっさと帰ろうと思ったとき、

「お食事はおすみですか？」

　近くに停とまっていた車から、ひとりの男が現れて言った。ノーネクタイのスーツ姿……昼間に会っていた江藤だ。腹黒さをにこやかさで隠した顔でこっちにやってくる。鷹目は二十六円を握りしめたまま江藤を見ている。

「すみません、待ち伏せみたいなことをして」

「いや、みたいじゃなくて待ち伏せだよね？」

　俺が返すと「あはは」と上っ面な笑い声を聞かせる。

「燕さん。それから鷹目さんでしたね。現実的な話をしませんか？」

　江藤が言うと、高級車からふたりのダークスーツの男が降りてきた。ひとりは運転手で、もうひとりは助手席にいた男だ。ドアを開けたまま、車の横に立つ。

「乗ってください。中で話しましょう」

　俺と鷹目は顔を見合わせる。

「いいよ」

「お断りします」

　うわあ、俺たちって最高に気が合わない。俺は鷹目を睨んで「話だけだろうが、なにびびってやがんだ」とけしかける。

「車というのは一種の密室だ。危険がないとは言えない」

「てめーのケツの穴は爪楊枝の先っぽ程度か？」

「下品なたとえをするなバカ」

「バカって言うな」

「まあまあ、おふたりとも。ご心配なら、鷹目さんが運転席に座ればいい。密室にならないように、窓もいくらか開けておきましょう」

「助かるね。こいつクサイから」

　店の前の灰皿で煙草を消し、俺は言った。

　心の中で一応阿莉ちゃんにゴメンと言っておく。鷹目はもとから怖い顔をますます剣呑にしたが、そんなものは無視だ。

　俺たちは高級車に乗り込んだ。

　鷹目が運転席、俺はその斜め後ろ、江藤は俺の隣だ。改めて江藤のにおいを嗅ぐ。トワレがさっきまでと違う。グリーンノート系から、結構くどいムスク系になっていた。嫌煙家なんです、などと話していたくせに、煙草のにおいもしている。南美の前では爽やかな青年実業家を演じていたが、実際はこれだ。

「正直に申しあげると、僕は花婿に選ばれる気がしません」

「なぜですか」

　鷹目が正面を見たまま質問する。江藤は「わかってらっしゃるくせに」とまた笑う。

「南美さんの前では猫を被ってましたがね、僕は優しくておとなしい男じゃありませんよ。南美さんが望んでいるタイプとはかなり違う。でも、そういう自分を気に入っているんでね。変えるつもりもない」

「ふうん。それはそれでいいんじゃないの？」

　高級車のシートに寄りかかり、俺は答える。

「ありがとうございます。変えるつもりはないんですが……その上で、僕は南美さんと結婚したいんですよ。僕の事業をより発展させるためには、馬路橋家の資金力が必要なんです」

「それはあなたの事情であり、我々には関係ありません」

　素っ気ない鷹目の返答に「ごもっとも」と江藤は口の端を引き上げて笑った。余よ裕ゆう綽しゃく々しゃくな様子は見た目だけではなく、体臭がいっさい変化しないことからもわかる。江藤は今、俺たちとなんらかの取引をしようとしている。こういう場に慣れていなければ、緊張のために体臭が変化するのが人間というものだ。そうならないというのはつまり、この手の不正な取引が日常化しているという予測ができる。

「あなた方には関係ない……ならば、関係づければいいわけです。単刀直入に申し上げましょう。百でいかがです？」

　ほら、きた。

　予想どおりの展開すぎて面白くない。

「たった百万で、我々が信用失墜のリスクを背負うとお思いですか？」

　冷淡な鷹目の拒絶に「その心配はありませんよ」と江藤が答える。

「僕の演技力はなかなかのものです。南美さんと結婚したあとも、優しい夫を演じ続けることは充分可能だ。あなたがたの信頼は失われない。……仮に、数年後に僕が本性を現したとしても、人間というのは変わるものです。誰もＣＡＳのせいにはしないでしょう」

「だとしても百は安すぎるだろ」

　横にいる狡ずる賢がしこい男に、俺はもっと狡い笑顔で言った。

「江藤さん。仮に俺たちのおかげで、南美さんと結婚できたとしたら……あんたはいくら得することになる？　それを考えれば、百の十倍でもお得だと思うけどね」

「おい。なに考えてる」

　初めて鷹目が後ろを向いた。それを無視して、俺は「とはいえ」と続ける。

「たとえそんだけもらっても、俺は不正はしない。なぜだかわかる？」

「さあ？　正義の味方だから？　あるいはとても愚かだからかな……僕の頼みを断れば、不利益を被ると想像できないくらいの愚かさ」

「ブー。ハズレです」

　唇を思い切り尖らせてブザー音を演出し、俺は車のドアを開ける。これ以上話を聞く必要はない。鷹目も同じように運転席を降りた。外で待機していた強こわ面もて男おとこが江藤を窺い見ている。指示が出るのを待っているような顔だ。だが江藤は動こうとはしない。

「南美さん、可愛いからね。彼女を不幸にするような真似はしたくないんだ。俺はね、女の子の味方なの。女の子が悲しんでるとこ見たくないの」

「……なるほど。では趙とならば、彼女は必ず幸せになれると？」

「「この世に必ずなんてことはない」」

　げっ、またユニゾンしちまった。俺は渋い顔で鷹目を見て、シッシッと手で追い払う。そこ風上だから立つな。もっと離れてろよ、におうんだから。

「仲がいいんですね」

　にやりと笑った江藤に「気持ち悪いこと言うな」と返した。

「とにかく、俺は……というかＣＡＳは金で動かない。この手の交渉は無駄だ。でも俺は優しい男だから、あんたが今夜こうして接触してきたことは、馬路橋のジイサンに内緒にしてやるよ。それだけで満足して帰るんだな」

「困ったな。とても満足できない。……言っておきますが、僕が使える武器は金だけじゃないんですよ？　その点を熟考したほうがいいんじゃないですか？」

「恐喝か」

　鷹目の言葉に、江藤は「まさか」とわざとらしく肩を竦める。

「暴力団じゃあるまいし、そんな真似しません。もし僕を推薦しなかったとして、その直後にあなた方がなにか不幸な事故に遭ったとしても、もちろん僕のせいなんかじゃない。ただの、不運てやつですよ。本当に。……僕を疑わないでくださいね？」

　車の中から俺たちを見て、ニコリと笑う。あきらかに脅しているわけだが、この程度の阿あ呆ほをいちいち相手にしていてはきりがない。俺は鷹目に「行くぞ」と告げて、さっさと歩き始めた。鷹目も踵きびすを返す。

「燕さん。よく考えることです」

　もう一度声が聞こえたが無視した。

　俺の人生に、よく考えるなんて無意味だ。どれだけ考えたところで、真実はいつも鼻が嗅ぎつけるんだから。

「どうするんだ」

　しばらくすると鷹目が聞いてきた。俺より少し後ろを歩いている。

「あーねー。どうすっかなあ」

　俺の返事が極めていいかげんなことに腹を立てたのだろう、鷹目は「おい」と怖い声を出した。俺は立ち止まり、振り返る。家まであと少しという場所だ。

「なんだよ」

「その頭は飾りか。少しはものを考えたらどうだ」

「考えてどーすんだよ。奴の言うことホイホイ聞けってのか。おまえそんなに金が好きか」

「失礼なのはどっちだ。俺が聞いているのは、奴が本気で報復してきたらどうするんだということだ。要するにリスク対策であり、これはどんな仕事においても重要なことだ。ちなみに金は大好きだが、正当な手段で得ることが大前提だ。それをまるで卑怯な吝りん嗇しょくのように揶や揄ゆされるのは、納得がいかない」

　偉そうな演説がひと区切りつくと、俺は鼻の下をほりほりと掻いた。

「あのなあ、鷹目。もちっとこう、肩の力抜いたらどうよ？　この仕事は脅迫だの報復だのいちいち気にしてたら、なんもできんよ？」

「気にしているんじゃない。リスク管理だと言っているだろうが。おまえはバカか。日本語がわからないのか。英語で喋れば理解するのか」

「もう何百回も言ったけど、バカって言うな。バカって言う奴がバカなんだぞ。幼稚園で教わっただろ」

「だいたい、おまえのあのボロ家はなんだ。傾きかけた安やす普ぶ請しんで、カギはいつも開けっぱなし、盗まれるものがないにしろ、恨みを持ってる奴が押し入ってきたらどうするつもりだ」

「てめー、失礼に磨きをかけやがって！　ボロ家って言うな！」

「ボロ家だろうが！」

　ほんっっとに、腹立つなこいつ！　俺が大事に大事にしている、あの趣おもむきと風情ある一軒家になんて暴言を吐きやがるんだ。

「俺には最高の家なんだよッ！　下には店もあっから、すぐ女の子たちに会えるし、メシも食わせてもらえるし！」

「店？　ああ、あの『ドボ』か」

「……なに？」

　鷹目は眼鏡のテンプルを指先でつるりと撫でて「看板にあるじゃないか。『ドボ』」と冷ややかに言う。たしかに店の看板は何文字も抜け落ちていて、ドとボしか読み取れないが、それにしたってそんな名前じゃないのはわかりきったことで……。

「女の子がいるだと？　このあいだおまえの部屋にいた連中か。要するに、場末の安いキャバクラが入ってるわけだな？　そんな風俗店の上に住む奴の気が知れないが、まあ、おまえなら似合いなんだろうな」

　俺は口を開けた。

　なにかすごい罵倒のセリフをぶつけてやるつもりだったが、あんまり腹が立ってふさわしい言葉が出てこない。いままでもさんざんこいつにはむかついてきたが、あんな程度は一分後には忘れていた。鷹目が空気を読まないことも、口の利き方に頓とん着ちゃくがないことも承知だったし、そういうのは嫌いじゃない。嘘をつかれるよりずっとましなんだ、俺にとっては。

　だが、いまのは違う。あれは明らかな悪口だった。相手を傷つけようという悪意のもとに発せられた言葉だ。俺や、俺の住む場所を侮蔑しただけじゃなく、女の子たちも蔑んだのだ。許せるはずがない。最低だ。もう顔も見たくない。

　ずんずんと俺は歩き出した。

「おい」

　鷹目が呼んだが振り返らない。次の角を曲がればもう家が見える。

「話はまだ終わっていない」

　うるさい。あの家はな、何年もかけて、俺がいろいろと手を掛けてきた大事な城なんだ。そりゃ見た目はちょっとアレだけど。畳もずいぶん古いけど。シロアリが大発生したりもしたけど。家が見えてきた。

　さっさと帰って、鷹目の目の前でドアを閉めてやる。きっちり鍵もかけてやる。まったく、落胆したぜ。性格は悪いが、仕事はできる奴だと思ってたのに。めちゃくちゃにおうけど、その点もなんとか目を瞑つぶろうと思ってたのに。

「燕。待て」

　待つかよ。

　なんかすげえ、裏切られた気分だ。

　面白いところもある男だと……思ってたのに。

「燕」

　鷹目の声が近くなった。

　近づくんじゃねえ、と怒鳴ろうとした直前、俺はあるものを見つける。

　壁際に小山を作っている茶色い固まりを見て、とたんに足が竦んだ。その小山は動かない。俺はちょうど息を吸ったタイミングで、そのまま呼吸を忘れて身を固める。

「おい？」

　背中に不審げな声がかかる。俺はそれに返事をせず、靴底でアスファルトを削るようにして、ザリッと後退した。

　膝が震える。

　前進はできないけれど、後ろになら行けた。

　鷹目と並ぶ位置まで下がる。

　くさいとか、むかつくとか、そんなことも忘れていた。それどころじゃなかった。人間は一定以上の衝撃に出くわすと、感覚が一時的に機能を停止する。

　ヤセッポ。

　呼んだつもりなのに、声が出ない。

　なんだか苦しい。

　息を吸おうとして、これ以上は吸えなくて、俺はただ胸を喘あえがせていた。
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　燕つばくらの様子は突然おかしくなった。

　ボロ家まではあと十五メートルというところだろうか。そこで止まって蒼白な顔をしている。鷹たか目めのすぐ隣に立っているのだが、くさいという文句もなしに、目を見開いていた。

「おい。どうしたんだ」

　問いかけても返事がない。固まった横顔を観察すると、呼吸を止めているのがわかった。胸きょう郭かくが軽く上がっているので、息を吸ってはいるが吐いていないのだ。様子からして、なにかパニックに陥おちいっていると考えられる。人は動転すると、呼吸の仕方ですら失念してしまう。

「息を吐け」

　短く言うと、燕の口からヒュッと音がした。なんとか呼吸は再開できたらしい。そしてじりじりと、また数歩後退する。視線はある一点から動かない。その先にあるのは、茶色い物体……例の犬だろう。変な名前の。丸まったまま、ぴくりとも動いていなかった。

「ヤ」

　燕がやっと、喉奥で絡まるような声を出す。

「ヤ、セッポが」

　そうだ。そんな名前だった。鷹目はもう一度犬を見る。やはり動かない。毛づやからしてかなりの老犬だったはずだ。息絶えていることも考えられる。

「し」

　死んでるんじゃないのかと言いかけたが、一応は言葉を選ぶことにした。燕が今にも泣きそうな顔になっているからだ。

「……様子がおかしいみたいだな。早く行ってやれ」

　鷹目としては破格の気遣いで提言したというのに、燕はぶんぶんと首を横に振る。

「いやだ」

「どうして」

「し、死んでるかもしれない」

　せっかく鷹目が避けた言葉を口にし、自分で言ったくせに顔を歪める。初めて生き物の死に遭遇する子供のような動揺ぶりだった。なにがあってもマイペースでのらくらしているのかと思いきや、飼い犬は燕の弱点らしい。

「死んでた場合、ちゃんと葬ってやれ。飼い主の責任だろ」

「し、死んでないかもしれない」

「はあ？」

「まだわかんないだろ。……見てきて」

　怯おびえの色が滲にじむ目を真っ直ぐに向けて燕が言う。本当に大きな目だなと、あらためて思った。吸い込まれそうな、という表現を使ってもおかしくないほどだ。

「なんで俺が。おまえの犬だろうが」

「俺のじゃない。預かってるだけで」

「だとしても、俺のでもない」

「頼む…………見てきて」

　声が微かに震えていた。少しばかり意地悪な気持ちで「怖いのか」と聞くと、躊躇ためらいもなくコクリと頷く。本当に子供みたいな男だ。呆れながらも、ここで貸しを作っておくのもありだなと、鷹目は歩き始めた。実のところ、さっきはちょっと言いすぎたという自責の念もあったのだ。

　丸まっている犬の前で立ち止まる。

　犬は動かないが、瞼まぶたを開けた。振り返り、燕に告げる。

「生きてるぞ」

　途端に、すごい勢いで燕が駆け寄ってきた。鷹目にぶつかりながら犬の前に膝をついて「ヤセッポ」と呼ぶ。犬は顔を上げ、弱々しい声でクゥと鳴いた。生きてはいるがかなり具合が悪そうだ。素しろ人うと目めに見ても、時間の問題という気がする。

「ヤセッポ」

　もう一度呼んで、燕は犬を抱きしめた。犬が一度だけ尻しっ尾ぽを振る。

　やめてくれよ、と鷹目は思った。犬も猫もとくに好きではないにしろ、こんな場面はそれなりに心に迫ってくる。

　燕は一分ほどじっとしていたが、やがて地べたに座ったまま鷹目を見上げ、

「手伝ってくれ」

　と言った。犬を動物病院に連れていきたいのだろう。さすがにここで「俺は関係ない」と帰るほど冷酷でもない。痩やせ衰おとろえてるとはいえ、結構大きな犬だ。燕だけで運ぶのは難しいだろう。

「仕方ないな。病院はどこだ」

「ありがとう」

　ぎくりとした。

　あまりに素直な礼の言葉と、ぼろりと零れた涙に驚いたのだ。大きな潤んだ瞳が鷹目を見上げ、涙を拭ふこうともせずに「すげえ助かる」と洟はなを啜すすった。

　なんなんだ、この男は。

　いい歳としをした男が、こんなに無防備な顔を見せていいのか。プライドはないのか。恥ずかしくないのか。いや、恥ずかしいと思う自分がおかしいのか？　犬が死にかけて、悲しくて、だから泣いている。それはごく自然なのではないか？　大人だろうが、子供だろうが、男だろうが、女だろうが……。
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「病院、こっから歩いていける。十分くらいだ」

「そうか」

　鷹目のほうまで、いささか動揺してしまいそうだった。いままでさんざん、いろいろな人間を見てきた。卑劣だったり、強欲だったり、嘘つきだったり……そのたびに「人間の本質はこんなものだ」と醒めた気持ちになった。

　燕のようなタイプは初めてだ。

　適当で、いいかげんで、女好きで、だらしがなくて、甘ったれで、嘘のように鼻がよくて、死にかけた犬を抱いてめそめそと泣く。もう三十四だというのに、子供のように泣く。洟を垂らしながら。

　交代で犬を抱きながら歩いた。ヤセッポは古毛布にくるまれている。

　燕の涙は途中で止まったが、鼻をぐすぐす言わせたままだから、鷹目のにおいは気にならないらしい。真横に並んで歩き続けた。ふたりとも、黙々と歩いた。

　その沈黙を破ったのは、鷹目のほうだ。

「……おい。ここは病院じゃないか」

　ヤセッポを抱えて鷹目は言った。闇の中に『総合病院』という文字が浮き上がっている。

「だから、病院に行くって言っただろ」

　なにをいまさら、と赤い目で燕が返す。

「ここは人間の病院だ」

「あたりまえだろ。マサさんは人間なんだから」

「誰だそれは」

「ヤセッポの飼い主だよ」

　鷹目は二秒考えたのち「おまえ、まさか」と燕を見る。

　入院しているマサさんとやらに、この犬を会わせようというのか。

　ありえない。病院内に動物を連れ込めるはずがないではないか。

「俺、何度か見舞いに来てるんだ。たまたま大部屋に空きがなくてさ、マサさんは個室に入ってる。裏側の非常階段を使えば入り込める。内側からカギがかかってるけど、それは俺が先に入って開けておくから」

「忍び込めっていうのか。無茶を言うな。見つかったらどうする」

「すげえ怒られるだろうな」

「せめて人間のほうに来てもらえ。病院の前まで来られれば……」

「無理。マサさんは寝たきりだ」

「なら、車椅子に乗せろ」

「車椅子じゃ階段を使えない。エレベータは看護師の詰め所の前」

　つまり見つかるということだ。鷹目はさらに「ならせめて明日の朝まで待て」と言った。

　しかし燕は「それも無理」と弱々しく笑う。

「時間がない。たぶん、ヤセッポはあといくらも保もたない。今夜のうちだろう」

「なんでわかる」

「においで」

　そう答えたときの、燕の目。

　絶望と諦てい観かんが奥底に沈み、けれどそれを拒絶もできず、ただ抱え続けているかのような目。

　鷹目はこんな瞳を、かつて見たことがあった。学生時代にバックパックひとつでアジアを旅して回った頃だ。スラム街の石階段に座り込んだ、痩せた子供。鷹目に小銭をねだり、もらえないとわかったときの、あの瞳。

　恨むでもなく、悲しむでもなく。

　ただそこにある現実を受け取って、背負って、また硬い石の上に座り込んで。

　どうしてだ。

　なぜ燕が、あの子供と同じ目をしている？

「死んでいくにおいって、あるんだよ」

　毛布から頭だけ出しているヤセッポを撫でて言う。

「こいつはずっとマサさんと一緒だった。こいつはマサさんが大好きなんだ。せめて……最さい期ごにマサさんのにおいを感じさせてやりたい」

　頼む、と燕は続けた。

　そのとき、自分の内側でどういう変化が起きたのか、鷹目自身にもよくわからなかった。今までの自分だったから、にべもなく「断る」と口にしただろう。面倒は御免だ。死にかけた犬を燕に押しつけて、さっさと帰ったことだろう。

　なのに。

「……非常口ってのは、どっちだ」

　そう尋ねた自分が信じられなかった。深夜の病院に、犬を抱えて忍び込もうとしているなんて、ありえない。非常識極まりない。なんという愚行。

　燕の頬に、微かな赤みが戻った。

「あっちの、白っぽい建物。通用門から入ればすぐだ。外階段で、三階に上ってくれ。俺は時間外受付から入って、非常ドアのカギ開けるから」

「見つかりそうになったら逃げるからな」

「いいよ。なんかあったら、俺が責任取るし」

「どうやって」

「わかんない」

　はあ、と溜息をつく。小学四年生くらいと喋しゃべっている気分だ。

　鷹目は一度犬を燕に押しつけて、スマートフォンを出した。

　現在地の地図を呼び出し、病院の敷地を確認する。総合病院なのでそこそこ広く、外来棟と入院棟、さらに事務棟に分かれているようだった。目的とする入院棟の非常階段下までの経路を頭に入れてスマートフォンをポケットに戻す。

「七分後だ」

　再び犬を抱えて言う。

「きっかり七分後に鍵を開けろ」

「了解」

　燕は頷き、緊急用の時間外受付へと向かっていった。中には守衛がいるようだが、得意の口八丁で丸め込むことだろう。

　鷹目は駐車場の奥にある通用門に向かった。

　大きな犬を抱えているのでどうしたって目立ってしまうが、幸い周囲に人影はない。通用門から先に進んでしまうと、闇が鷹目の味方をしてくれた。

　入院棟の外階段を上る。

　六分四十秒が経過していた。腕の中の犬はおとなしい。おとなしすぎて、不安な気持ちが沸き上がってくるほどだ。らしくもなく「おい、がんばれよ」と囁ささやきかけてしまった。人の言葉がわかるはずもないのに――だが、犬はクゥと微かに鼻を鳴らしたのだ。

　約束の七分を四秒経過したとき、カギが開いた。

　スチール扉が開き「こっちだ」と燕の声がする。深夜の病院はどれほど静かだろうと思いきや、廊下の先ではなにやら騒ぎが起きているらしい。

「ときどき、夢遊病みたいにベッドを抜け出しちゃうジイサンがいるんだよ。今夜もやらかしたらしくて、看護師たちは搜索中。……よし、今だ。右側の３０７の部屋」

　燕のあとについて、小走りで廊下を移動する。３０７の部屋まで、誰に見とがめられることもなく行き着くことができた。

「マサさん」

　小声で呼びかけ、燕はベッドに近づいた。点滴と医療機器に繋つながれて横になっている老人は眠っていなかったらしい。窓から入る、街灯の微かな光でその様子が窺うかがえた。ぼんやりした目を闖ちん入にゅう者しゃに向け、なにも答えない。

「マサさん。ヤセッポ連れてきたぜ」

　ヤセッポという単語に老人が反応する。瞬まばたきをして、目に光が点る。

「ちょっと元気ないんだ。撫でてやってくれよ」

　鷹目は犬をベッド脇に置いた。毛布を剥ぐと茶色い老犬が顔を出し、すぐに飼い主を見つめてクゥンと甘えた声を出す。

「ヤセッポ……」

　老人が身を起こし、枯れ枝のような腕で犬を抱いた。

　犬はとても嬉しそうだった。力をなくしていた尻尾が、嬉しげにフサフサと二回揺れる。

「そうか。会いたかったか。俺もだぁ、ヤセッポ……いっつもおまえのこと考えてたぞ」

　艶つやのない毛並みを愛おしげに撫でる。老犬は老人の顔をぺろぺろと舐めた。老人は泣いていたから、きっと塩味がしたことだろう。

　燕は立ったまま、その様子を見ていた。

　泣いてはいなかった。

　よかったなあ、ヤセッポ……小さな声でそう言った。三回言った。ほかに言葉など思い浮かばないかのように。

　長居はできなかった。看護師の巡回がいつ来るかわからない。

　ほんの十分ほどで、老犬は再び毛布にくるまれる。大好きなご主人と離れたくはないだろうが、抵抗する余力はないようだった。あるいは、こちらの事情をすべて理解していておとなしいのか。そんなはずはないと思いつつ、老犬の茶色い目を見ていると、実はすべてわかっているのではないかという気もしてしまう。こんなセンチメンタルが自分の中にあったことを、鷹目はまったく知らなかった。

　ありがとう、と老人は言った。

　愛犬に言ったのか、燕に言ったのかよくわからなかった。両方にだったのかもしれない。

　逆ルートを辿って、病院を出る。

「いやー、ご苦労ご苦労。助かったホント。マジで。鷹目、おまえ大丈夫だ！　使える奴じゃないか、あはははは！」

　帰り道、燕はやたらと明るく、饒じょう舌ぜつだった。

　さっきまでの不機嫌はどこへやら、だ。老犬を抱えて歩きながら、ひっきりなしに喋る。実際うるさいほどの勢いだったが、鷹目は黙って聞いていた。ヤセッポの好きなエサ、ヤセッポの好きな散歩コース、ヤセッポが腹に虫をわかしてしまった騒動――ほとんど必死という勢いで、燕は喋り続けた。

「あのときはびびったぜ。ヤセッポを散歩させててさ、こいつ、ゆっくりしか歩けないから、散歩にすごく時間かかんだよ。三歩進んで二歩下がるどころじゃないぜ。一歩進んじゃ地面を嗅かいで、また一歩行ったら空見上げて、ときどき五歩くらい後退しちゃうからね。もー、こっちも泰然とした気分になってくるわけ。ほんで、のろのろ散歩して、途中でこう、ヤセッポがまた止まって、今度は踏ん張るわけよ。あー、ウンコなんだなーって思って、俺もウンコ採取セットの、つまり新聞紙とポリ袋用意してさ、そしたらそのウンコにさ……あー、もう多くは語らないけどね。ありゃあ衝撃映像だね！　この俺ですら退却しかけた！　なあ、動画撮っておけばよかったかなあ？　動画あったらあんた見たい？」

「見せられたら殴るかもしれん」

「あー、やっぱり？　アハハハハ」

　燕は笑った。

　鷹目より数歩先を歩きながらひとしきり笑い、笑い疲れたように、最後にハーと息を吐いた。

　そして足を止める。

　鷹目も止まった。

　空を見上げると、いつのまにか月が出ていた。秋の月は大きく、毛布の固まりを抱えた燕の後ろ姿を映し出している。静かな夜だった。

　燕が振り返った。

　泣き出しそうな微笑みを浮かべて、いま死んだ、と言った。










　　　■　□　■




「あらー」

「アラー」

　二種類の声が降ってくる。

「ナターシャ、この状況をどう解釈する？」

「私にはラブラブというやつに見えマスよ、リタ」

　女の声だ。

　鷹目は目を開けようとした途端、ひどい頭痛を自覚して顔をしかめた。

「アタシにはねえ、酒の勢いの過ちにも見える」

「それもありですねー。すごいお酒の瓶あります……。チリちゃん、女の子好きと思っていましたが、コッチだったんでしょうか」

　なんの話だ？

　鷹目は身じろごうとして、左腕に違和感を覚えた。腕が重い。痺れているような感覚もある。瞼の裏に感じる光で、すでに朝を迎えていることはわかっていた。それにしても頭が痛い。全身が気け怠だるく、胃もムカムカしている。

　これが二日酔いというものか。

　鷹目にとって、人生で初めての経験だった。

　とにかく、起きなければ。起きて現状を確認しなければ。

　とりあえずあまりに重い左腕を確認するために、鷹目は首をそちらに向けた。眩しい中、ようやく開いた目に映ったものを確認して、もう少しで叫びそうになった。いや、実際に叫んだ。

「な、なんだ！」

「んがっ」

　思わずガバリと上体を起こすと、ちょうど二の腕のあたりに乗っていた頭が……燕の頭がゴンと畳に落ちた。一瞬だけ痛そうな声を出したものの、燕はフガフガ言って、また寝入ってしまう。

　なんなんだ、これは。

　痺れる腕を摩りながら唖然とする鷹目を、ふたりの女が上から覗き込んでいる。

「ねー、やっちゃったの？」

「やっちゃったデスか？」

「やってない！」

　大声で否定すると「そんなにムキになんなくても」とひとりが顔をしかめた。浅黒い肌と癖毛……初めてここに来たとき、燕といちゃついていた女だ。隣にいるのも、そのときに一緒にいた金髪である。

「じゃ、酔い潰れただけなのね。つまんない」

「でも仲良しデスねー。腕枕してましたデスよー」

「ちが……」

「違わないよ。ばっちりしてたよ。左腕ジンジンしてるでしょ」

　そんなことはないと、勢いよく左腕を回したいところだが、無理だった。それはもうジンジンしていたからである。いったい何時間燕の頭を支えていたのか、めちゃくちゃに痺れていた。

「なにが……あったんだ？」
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　ガンガンと痛む頭を抱え、鷹目は自問する。

「ねえ、階段の下に、ヤセッポがいたけど？」

　癖毛の女に言われ「ああ。死んだんだ、昨晩」と答える。彼女は「天寿を全まっとうしたね」と呟き、金髪はクスンと涙ぐむ。

　そうだ。犬だ。

　昨晩、病院に忍び込んだ。

　我ながら、実に馬鹿な真似をしたものだ。そして痩せ犬を老人に会わせた。帰り道、犬は死んだ。あいつの……燕の腕の中で。燕は夜も遅いというのに近所の花屋を叩き起こし、大量の花を買った。家に戻ると大きな衣装ケースに毛布と花を敷き詰めて、静かに犬を寝かせた。

　で、酒だ。

　家中の酒をかき集めてきて「飲め」と鷹目に言った。

　いつもの鷹目ならば応じるはずもないのだが「ヤセッポの通夜だぞ、飲め」と迫られ、多少はつきあう気になったわけである。

　燕は底なしだった。鷹目も酒には強い。どちらかが平均的な酒量ならば、まだよかったのだろう。強いのがふたり揃ってしまったものだから、ぐいぐい進んだ。ビールのロング缶が五本。ウィスキーの飲みかけが半ボトル。押し入れの奥から出てきた、焼しょう酎ちゅうが二本。ここまでは覚えている。あとはもう曖あい昧まいだ。日本酒の一升瓶が出てきたような気もする。

　燕はよく喋った。

　ずっと喋っていた。ヤセッポの話、老人の話。酔ってくると、同じ話を繰り返した。面倒くさいので止めずに聞いていた。思い出話をしながらときどき泣いて、たまには笑って、また泣いた。

　酒は好きだと言っていた。

　酔ってくると、いろいろ麻痺してくるのがいい、と。嗅きゅう覚かくも鈍くなって、ラクになれるらしい。煙草を吸うのも、嗅覚を鈍くするためなのかと聞くと「それもあるし、ただのニコチン中毒ってのもある」と笑った。

　――俺、なんで犬に生まれなかったんだろーな？

　上半身をゆらゆらさせながら、燕は言った。

　――こんだけ鼻がよかったら、フツー犬だろ。犬でいいだろ。犬だったら、どうだったんだろうな。誰か優しい人間に飼われてたかな。おっぱいの大きいおねえちゃんがいいなあ。うそうそ、ばあちゃんでもいいよ。優しい女なら誰でもいい。男はやだ。男はさー、上下関係ハッキリさせたがるだろー。俺飼い主、おまえ犬！　みたいな。そういうのやだ。俺が犬だったらさー、子供みたいに可愛がられたいなあ。うちの子、って言われたいなあ。犬のいいとこはさー、どんな老犬でも「うちの子」って言ってもらえるとこだよなあ。

　べらべらとひとりで喋り、遠吠えの真似までしていた。

　つくづくおかしな男だ。

　この変な男と、一緒に飲んでいる自分もどうかしていると思った。なんでこんなことになったんだろうと何度も考えて、結局答えは出ないままにグビグビ飲んでいた。

　挙げ句の果てが、このざまである。

　なんという失態。しかも、第三者に現場を押さえられてしまった。

「あんた、誰なの？」

　癖毛の女がしゃがみ込んで聞く。今朝の彼女たちはデニムにパーカというごくカジュアルな格好で、けばけばしいメイクもしていない。

「……鷹目という。これと一緒に仕事をしている」

　涎よだれを垂らして爆睡している男を指さして言った。

「チリちゃんの仕事仲間か。アタシはリタ。こっちはナターシャ。『パンドラ・ボックス』で働いてんのよ」

「パンドラ……？」

「下のキャバレー」

　ああ、『ドボ』か。そんな大層な名前があったのか。

「看板壊れてからずいぶん経つけど、ウチ常連さんばっかだから、ママが頓とん着ちゃくしないのよねー」

　リタが言う。外見からして南米系の血が混じっていると思われる。ナターシャはおそらくロシア人だろう。初めて会ったとき、旦那は日本人だと言っていた。

　リタは三十二、三。ナターシャは二十四、五というところか。化粧と衣装でごまかせば、ふたりともマイナス五歳は楽勝なはずだ。

「えーと、鷹目？　あのね、チリちゃんはアタシらのアイドルなの。もちろんママも大のお気に入り。そのチリちゃんが男の腕枕で寝てたなんて、これはちょっとした事件よ」

「事件というより事故だ。酒が招いた不慮の事故だ」

　乱れた髪を手て櫛ぐしで直しながら鷹目は主張する。

「だいたい、こいつはいつも俺をクサイと避けてるくらいなんだぞ」

「あー、チリちゃん、においに敏感デスからねー」

　ナターシャは頷いたが、リタは「え、おかしくない？」と首を傾かしげる。

「そんなくさい相手の腕枕なんて最悪じゃない。チリちゃん、あんたに抱きつくみたいにして寝てたわよ？」

「酔ってて、嗅覚が麻痺してたんだろう」

　そうに違いない。そうとしか考えられない。

「チリちゃーん。もう朝デスよー。というか、昼デスよー。起きてー」

　燕を優しく揺するナターシャの声に「昼!?」と鷹目は瞠どう目もくした。嵌はめたままの腕時計を見る。午前十一時四十二分……しまった。昨日の報告をしに、午後一時にＣＡＳキャスに出向く約束をしていたのに。

「おい。起きろ、遅刻するぞ」

　ぐわんぐわんと、遠慮なく燕を揺する。燕はうにゃうにゃ言いながら顔を歪めたが、目を開けようとはしない。

「大おお鳥とりさんに報告に行く。起きろ！」

「……むにゃ……チリちゃんはお休みです……」

「勝手に休むな！」

「いいの……忌き引びきだよ……今日はヤセッポのお葬式するんだから……阿あ莉りちゃんにそう言っといて……」

　酒で嗄かれた声で言いながら、にじにじとナターシャに近づき、その膝枕でまた寝息を立て始める。ナターシャはにこにこと笑い「チリちゃん、お寝坊さんねー」と頭を撫でていた。まるで我が子を可愛がる母親のようだ。

　よろよろと、鷹目は立ち上がる。

　自分が絶望的に酒くさい。こんな有り様で公共の交通機関を利用したら白い目で見られることは必至だ。

「あんた、家どこなの」

「大おお崎さき」

「アタシ、これからちょうどでかけるから、送ってってあげよっか？」

　意外なリタの申し出にいささか驚いたが、正直ありがたかったので「頼む」と答えた。リタはナターシャに「チリちゃんについててあげてくれる？」と言って、立ち上がった。

「ウン。買い出しよろしくです」

「三時くらいには戻るからね。あ、そうだ。ペット葬儀なら煙草たばこ屋やのおばあちゃんに聞くといいよ。プルちゃんにお経をあげてくれたお寺さん、親切だったって言ってたから」

「了解です」

　リタが車を取ってくるというので、その間に鷹目は顔を洗い、身支度を調えた。

　皺しわだらけのシャツに袖そでを通している自分が許し難い。しかも、左袖のあたりになにやら染しみがある。もしやこれは奴の涎なのでは――そう考えた途端シャツを脱ぎ捨てたい欲求に駆られ、耐えるのにかなりエネルギーを要した。おまけにスーツの上着は犬の毛だらけだ。

　軽いクラクションに呼ばれ、鷹目は「では」とだけナターシャに告げた。ナターシャは穏やかな笑みで手を振る。膝の上では相変わらず燕が寝ていた。

　階段を下りる。

　花の詰まった衣装ケースが目に入る。ヤセッポは、まるで眠っているようだ。今日葬られるこの犬は、幸福だったのだろうか？　最後に飼い主に会えて、そのにおいを嗅げて……幸福を感じられたのだろうか。

　犬の幸福について考えている自分が不思議だ。

「やっとチリちゃんに相棒ができたってわけかあ」

　小回りの利ききそうな軽自動車を運転するリタが言う。どこか安堵したような声だった。

「まだどうなるかわからない。奴とは性格が違いすぎる」

「けどチリちゃんはあんたを気に入ってるみたいだし」

「……顔を合わせるたびに口ゲンカになっているぞ？」

「ホントに嫌いな奴となら、ケンカなんかしないよ。……チリちゃん、ヤセッポをすごく可愛がってたの。もともとは自分の犬じゃないけど、マサさんから預かってからは、本当に大事にしてた。自分たちは似たもの同士なんだ、なんて言って」

「鼻がいいからか？」

「帰る場所がないところだって」

　交差点を右折する。リタの運転は危なげがなかった。

「どういう意味だ？」

「わかんないわ。飲んでるときの話だし。……でも、なんていうか……チリちゃん見てるといつも思うのよ。あの子、お店ではいつも明るくて、ふざけたり、悪いた戯ずらしたり、歌って騒いで……だけど、ときどき、なにかの拍子にすごくさみしそうな顔をする」

　車は黄信号で止まった。決して焦らず、周囲に気を配る運転は、リタが見た目よりずっと堅実な性格だということを表している。

「迷子になった子供みたいな顔をするのよ」

　ポケットからリップクリームを取り出して、リタは言った。

「アタシ、息子がいるの。四歳。事情があって離れて暮らしてるんだけど……ときどき息子が見せるのと同じ目をするのよね」

「あいつはもう三十すぎてるんだぞ」

「男なんていくつになっても子供だわ」

「女性はそのセリフが好きだな」

「だって事実じゃない」

　ケラッとリタが笑う。

「たいていの女はほっといても大人になるけど、男はそれが難しいみたいね」

「女性にも子供じみた言動をする人は多いと思うが」

「知ってるわ。でもあれはたいてい演技だから」

　そうか、あれは演技なのか……鷹目は眼鏡を押し上げ、内心で舌を巻く。人間観察に自信はあるものの、女性心理はなかなか複雑で難しい。リタがリップクリームを塗り終わったとき、信号が青になった。車が発進する。鷹目のマンションまであと少しの距離だ。

「まあとにかく、チリちゃんはあんたを気に入ってると思うわ。でなきゃ、ヤセッポの通夜を一緒にすごそうとはしないはずよ」

「もう三十回はクサイと言われてるのに？」

「あはは。それはお気の毒様」

「そこを左に入ってくれ」

　鷹目の指示通り左折した車が、マンションの前で停とまる。礼を言って車から降りようとした鷹目に、リタが「あたしらのアイドルをよろしくね」と言った。

「言っとくけど、チリちゃんをいじめたりしたら、『パンドラ・ボックス』の女たちが黙っちゃいないから。そこんとこ、よく覚えといて、鷹目さん」

　いじめるどころか、いきなりこき使われてる……そう反論したかった鷹目だが、軽自動車はすぐに発進してしまった。あの手の女性はどうも苦手だ。理論より勘と情で生きているタイプは論破しにくい。しかも言っていることはあながち間違っていないあたりが厄介である。

　自分の部屋に戻り、息をつく。清潔で整理整頓されている空間は快い。

　浴室に直行してシャワーを浴びた。自分から酒のにおいと、犬のにおい、そして燕のにおいが消えていくのを実感する。燕の体臭はほとんどアルコールに隠れていたが――それでも少し感じ取れた。

　夢うつつの中、甘い香りを感じていた。

　花のような……いや、蜜のような？　野生の蜂が集めた、黄金色に輝く濃い蜜を思わせるような……。

　馬鹿な、とシャワーの下で首を振る。

　男の体臭が、甘い？　そんなわけがないだろうが。どういう記憶の改かい竄ざんだ。ちゃんと思い出せ。理性的に記憶を整理しろ。泥酔していたにしろ、すべて忘れているということはないはずだ。ぬるめのお湯が、頭皮を叩く。閉じた目の奥で、パタパタと記憶の紙芝居が始まる。

　酔っぱらいの戯ざれ言ごとと、それを適当にいなす自分。

　抱きついてくる燕。やめろと言う鷹目。なんで。俺はくさいんだろ。ああ、そうだった、おまえはくさいんだっけ。ならくっつくな。いいじゃんいいじゃん。よくない。いいじゃん鷹目、まあ飲めよ――そんなやりとりの繰り返し。

　首筋に顔を埋うずめてくる燕。

　ふざけるな。うん、ふざけてる。離れろ。いやだ、鷹目、鷹目。なんだ。ヤセッポが死んだ。知ってる。可哀想な犬だ。そうだな、でも最後にじいさんに会えただろ。

　そのとき、ふいに燕が顔を上げた。眼前に迫る、とろんと蕩とろけた表情。

　ヤセッポは俺だ、哀れな痩せ犬だ。

　軽く開いた唇から覗く、赤い舌。

　おまえは犬じゃないだろう。犬だよ。人間だ。犬でいいのに、可愛がってもらえるなら犬でいいんだ、鼻はいいんだ、飼い主のにおいは絶対に忘れない、なあ、鷹目、においかがせて、おまえのにおい……。やめろ、バカ、俺はくさいんだろうが。

　燕が抱きついてくる。頭の悪い犬みたいに。

　甘いにおいに、目め眩まいがした。

　シャワーを止めて、手のひらで顔を拭ぬぐう。「そんなバカな」と口に出して言った。言葉にしないと不安だったからだ。

　どこまでが現実で、どこからが夢だ？

　妙にくっきり覚えている部分と、ひどく朧おぼろ気げな部分がモザイクを成している。あれだけ酔っぱらっていれば、絡まれてもおかしくない。ふざけて抱きついてきたのかもしれない。鷹目はくさいはずなのに？　それもわからないくらいに酔っていて？　そうされて自分はどうした？　背中に腕を回して引き寄せた感覚が残っているのは、いったいどういうことだ？

「ありえない」

　脱衣所に立ち、鏡の中の自分に言った。

　鷹目の恋愛対象は同性だが、それでもあいつはありえない。あのおちゃらけた、ふざけた、適当でいいかげんな燕だけはありえない。

　すべては酔いが見せた夢だ。

　そう決定づけて、新しい衣服を身につける。折り目正しいスーツに身を包むと、やっと気分が切り替わった。まだ頭痛は残っているが、仕事はできる。まずは大鳥に電話をして、遅れることを伝えなければならない。

　あとは……そうだ、燕に頼まれていた調べ物があった。

　焼肉のタレで書いた汚いメモなど持ってるはずはないが、車のナンバーはすでに暗記しているので問題はなかった。
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　二日後、鷹目は再び馬ま路じ橋はし家へと赴いた。

　燕は別の用事をすませてから来るとかで、別行動となっている。約束の時刻ちょうどに到着したのだが、燕は五分過ぎた現在もまだ現れない。

「申し訳ありません」

　おかげで鷹目が頭を下げる羽目になる。馬路橋は「いやいや」と鷹おう揚ように答えた。その隣に座る南な美みは落ち着いた……というより、どこか諦観したような表情を見せている。江え藤とうと趙ちょうも同席していた。趙はそわそわして、ときどき南美に視線を走らせる。江藤は余裕と平静を装っているが、内心はどうだろうか。

　今朝方、鷹目は江藤からの電話を受けていた。

　電話番号など教えていない。だが、このご時世、金の力でたいていの情報は買えるものだ。それは鷹目もよく知っているから驚きはしなかった。江藤は燕の買収は諦あきらめたものの、鷹目だけでも金で動かせないかと思ったらしい。

　無論、にべもなく断った。

　鷹目は金が大好きだが、不正に得た金銭というものが、その後の人生をどれだけ縛るかよく知っている。けんもほろろの対応をした鷹目に、江藤は『おふたりとも頑固ですね』と苦笑していたが、電話を切る前に『その頑固さで身を滅ぼさないように』などと揺さぶりをかけてきた。月夜ばかりと思うなよ、というやつだ。

「僕たちの人生を左右する大事な日だというのに……遅刻は困るなあ」

　冗談混じりを装って、江藤が嫌みを放つ。鷹目はもう一度「申し訳ありません」と詫わびた。江藤はその謝罪に反応せず、馬路橋に身体を向けて「会長、僕はあらためて考えたのですが」と語り出した。

「なにかね？」

「僕らにとっても、南美さんにとっても重大な結婚という案件を……他人任せに決めてしまってよいものでしょうか」

　おや、と馬路橋は白いモノが混じった眉を動かす。

「南美は納得しているし、きみたちにも説明はしたはずだが」

「はい。ご説明はいただきましたが……正直、心理テストを受けたり、この方たちと直接お会いした感触で申し上げれば……そこまで、信頼していいものかどうか……」

　ちらりと鷹目を見て零す。この期ごに及んでの悪あがき――とはいえ、鷹目の調べた限り、江藤は頭の悪い男ではない。悪く言えば狡こう猾かつで口八丁だ。なにを言い出すのか、用心すべきだろう。

「ＣＡＳを紹介してくれたのは、信頼できる相手だ」

「会長のお知り合いならばもちろんそうでしょう。たしか、ＣＡＳの意見を参考に人事案を決めている方だそうで。ですが、今回は会社の人事ではない。さらに微妙な、男女の問題です。人事ならばまた異動させればいいけれど、結婚はそうはいきません。……そう思わないか、趙くん」

　話を振られて、趙はいくらか困惑した顔を見せる。一瞬だけ南美を見て、そのあと鷹目にも視線を向けたあと「そうですね……」と口にした。

「僕も、結婚相手の選出を他人に任せるというのは少し抵抗がありました。交際してみないとわからないことというのは、ありますから」

「でしょう？」

　得意顔になった江藤に「でも」と趙が続ける。

「それが南美さんのご希望なら、従おうと思ったんです」

　頬をやや赤くして、そうつけ足す。江藤が鼻白んだような顔をしたところで鷹目はすかさず「そのとおりです」と口を開く。

「このご依頼を受けた時点で、当社の大鳥から説明があったかと思います。ＣＡＳの相性診断サービスは高い成功率を維持しておりますが、恋愛問題は判定が難しいものです。恋愛においては、基本的な相性以外の要素が大きく働くことがその理由となります」

「うむ。そう聞いたね」

　馬路橋が頷き、鷹目は続ける。

「ですから、仮に当社をご利用いただき、ある結論が出たとしても、そのあとで一定の交際期間は必要と思われます。時間経過によって、人の心が変わることも……」

「私の心は変わりません」

　鷹目のセリフを断ち切ったのは南美だった。江藤と趙が驚いた顔で南美を見る。

「今回の結婚に、私は大きな決意で望んでいるのです。ですから、私の心が変わることはありません。……江藤さん、趙さん」

　伏せていた南美の目が上がり、ふたりの婚約者を見み据すえる。男たちは多少たじろぎながらも「はい」と答えた。

「もし、あなた方のお気持ちが時間とともに変わるようなものならば……どうかいまこの場で、お帰りになってください」

「南美……」

　控えめでおとなしい素振りの孫娘しか知らない馬路橋も、細い目を見開いている。

「か、変わりません」

　趙は身を乗り出して言う。

「僕は、ずっと、南美さんをお慕いしてきました。その……南美さんのことをよく知っているとは言えませんが、それでも、その……初めて見たときから運命的なものを感じていました。これは本当です。僕は、その運命に従う覚悟ができています……！」

　言い終わったあとで、顔を赤くする。趙の必死な様子はいささか滑こっ稽けいではあるものの、南美には好印象だったようだ。彼女は微笑んで「ありがとうございます」と返す。

「僕は運命という言葉は使いたくありませんが」

　江藤も負けじと、姿勢を正して喋り出した。

「僕たちの結婚は、お互いが幸せになれる最善策だと思っています。その点についてはいっさいの迷いはありませんから、ここで帰るはずもない」

「おふたりとも、ありがとうございます」

　南美は言葉を柔らかくして礼を言った。

　鷹目は南美をさりげなく観察する。彼女自身は、いったいどちらの候補者に惹かれているのかが、いまだにわからないのだ。まったくの五分五分、ということがあるのだろうか？　彼女の天てん秤びんは、ほんの少しも傾いていないのだろうか？

　いずれにしても、鷹目の結論は決まっていた。

　どう考えても趙だ。

　鷹目たちを脅おどした江藤など論外である。趙は素直な人柄だし、大学院内での評判もいい。なにより、本当に南美に惚れているのが伝わってくる。

「とにかく、ＣＡＳの結論を聞くことにしよう」

　馬路橋が言い、南美と趙は頷いた。江藤は不服な口調で「遅すぎませんか？　時間を守るのはマナーの基本ですがね」と脚を組み替える。この点に関しては反論のしようもなく、鷹目は黙って頭を下げるのみだ。まったく、あのいいかげん男ときたら……まさか、また深酒して寝坊でもしたんじゃないだろうかと心配になってくる。

「もう二十分過ぎてますよ？　困ったな……。会長、あと十分待って来なかったら、仕切り直しにしていただけませんか？　実は今日、アメリカからの顧客を招いた重要な会議があるんです。部下に任せてはいるのですが、やはり気掛かりで」

　嘘だろう。江藤は時間稼ぎをしたいのだ。このままここにいても、自分が選ばれないことは承知なのだから。

「そうなのかね。ううむ……たしかにもうかなり遅れているな……」

「本当に申し訳ありません」

「結論が出ているなら、きみから報告してもらっても構わんのだが」

　鷹目も同じことを考えていた。

　あの適当男をこれ以上待っていても埒らちが明かない。下げていた頭を上げて、

「では私から結論を……」

　と言いかけたそのとき、

「結論をご報告いたします！」

　ドアが開くとともに、いきなりセリフを奪われた。挨あい拶さつもなく現れた燕を見て、全員がぽかんとしてしまう。なぜだか燕は、大きなバラの花束を抱えていた。色は淡いピンクで、リボンもやはりピンクだ。

「おまえ、なにして……」

「うーん、いいにおいだ！　このバラは香りがきつすぎないのがいいですね！」

　鷹目の言葉など軽やかに無視して、燕は部屋の中にずんずんと入ってきた。窓を背にして全員を見渡せる位置で止まり「綺麗でしょう？」と笑ってみせる。

「バラは結構売ってますけどね、なかなか気に入る色がなかったんですよ。赤はちょっと強すぎるし、白はなんかさみしいし。かといって黄色も違うよねえ」

「燕、なに言ってるんだ？」

「なにって。要するに、恋人たちにはピンクのバラがいいってことだよ。わかんない？」

「わからないのはおまえだ」

　この突拍子のなさには最も早はやついていけない。

　鷹目は立ち上がり「本当に申し訳ありません」ともう何度目かわからない謝罪をした。

「なに謝ってんだ鷹目？」

「おまえが遅刻した上に、あまりにわけがわからないからだ！」

　すると燕は「あー」と一度頷いた。

「前者に関してはすみません。このバラを用意してたもので」

「だから、なんでバラなんだっ」

「そんなこともわかんないの？　プロポーズには花束が必要だろ。まったく、学歴だけ高いエリートはそういう常識がなくて困るなあ」

　偉そうに言われて鷹目は絶句した。言いたいことがあまりに多すぎて、なにから言えばいいのか判断ができなくなっていたのだ。

「あの……つまり……」

　いくらか躊躇いがちな口調は南美だった。

「その花束は……私へのプロポーズ用ということでしょうか？」

「そのとおり！」

　燕の返事はあくまで明るい。

「ちなみに経費には含まれていません！　俺からの心ばかりのプレゼントです。今回、素晴らしい伴はん侶りょを得られた南美さんへのね！」

「それは……ありがとうございます」

　つきあいで微笑み、南美は続けて聞いた。

「ということは、燕さんがその花束を託した相手が……私の伴侶にふさわしい人なのですね」

「そうそう。そういうことになる」

　花束に顔を埋めてクンクンとにおいを嗅ぎながら答える。ならば、これから燕はあの花束を趙に渡すということか。いささかわざとらしい演出だが、まあ、顧客サービスの一環と考えられなくもない。鷹目としてはなんでもいいからさっさとしてくれ、という気分だった。

「では、教えてください。燕さん」

　南美がソファから立ち上がった。

　それを機に、江藤と趙のふたりも立ち上がる。馬路橋だけが、腰掛けたままで事の成り行きを見守っていた。

「ではみなさん、花はな婿むこの発表です。ドラムロールが欲しいね？」

　右手に花束を抱え、左腕を広げて芝居がかった動きをする。

　今日の燕はノーネクタイではあるがスーツを着用しており、妙に花束が似合っていた。奴自身が花婿であってもおかしくない感じだ。

　燕が江藤に近づく。鷹目は一瞬、まさかと思った。金に目が眩くらみ、燕が懐柔されたのかと思ったのだ。しかし燕はうす笑いを浮かべながら江藤を見て、

「あんたに資格がないのは、もうわかってるよな？」

　と告げた。江藤はわずかに頬を引ひき攣つらせながらも「なにを言い出すやら」と惚けてみせる。

「僕を選ばないのは愚かな選択だよ。きみたちの結論には、とても納得できない」

「納得してもらわなくて結構。あんたは依頼人じゃない」

　これっぽっちも動じない燕に、江藤の表情が剣呑になる。燕は次に、趙の前に移動した。頬を紅潮させた趙が、花束をじっと見つめている。南美のほうを窺うと、今まで通りの感情を抑えた表情をしていた。どうやら彼女は、本当にどちらでもいいらしい。

　とにかく、これが結論だ。

「さて、趙くん」

　やれやれ、やっと一仕事終わったな――鷹目が心中で胸を撫で下ろしたとき、燕がとんでもないことを言い出した。

「だめだよ～。ちゃんと恋人がいるのに、ここにいるのはまずい」

　軽い調子の声音に反し、場の空気は凍りつく。

　趙の顔が固まり、「な」と一音発したあとは再び黙り、顔色がどんどん青ざめていく。その顔を見ていれば、燕の言葉が悪い冗談ではないのは瞭然だった。

「交際していたの七年だったかな？　お似合いのふたりで、とても愛し合っていた」

「そ……でも、もう彼女とは……」

「彼女はまだきみを愛しているよ。もうすぐ五か月になるきみの娘を、一生懸命に育てている」

　下を見ていた趙の顔が上がる。

　愕がく然ぜん、という顔つきだった。

　趙以外の人間も同様である。娘だと？　いったいどういうことだと問い詰めようとした鷹目だが、それより先にひっくり返った声が上がる。

「どういう、ことだねッ！」

　馬路橋である。

　杖に縋すがるようにして立ち上がり、こめかみに血管を浮かせて震えている。南美が慌てて「お祖じ父いさま」と寄り添い、なんとか座らせようとしていた。だが馬路橋の怒りは収まらない。

「こ、恋人だの、娘だの……っ、説明してもらおうか！」

「はいはい、説明しますよ。まあ、落ち着いておかけになってください。あんまり血圧上げると、説明聞く前にお迎えが来ちまいますよ？　あはは」

　あはは、じゃない。鷹目が燕を睨にらむと、チョイチョイと手招きされる。怪け訝げんに思いながら近づけば、「ちょっと持ってな」と巨大な花束をバサリと渡された。

「おまえ、いったい……」

「あ、誤解すんなよ？　おまえが花婿って意味じゃないぞ？」

「そんなことはわかっている！」

「えー、まず趙くんの名誉のために申し上げておきますが、趙くんが南美さんをずっと好きだったことは嘘ではないですよ。親に決められた許いい嫁なずけとはいえ、美しい南美さんは長いあいだ趙くんの憧あこがれでした。ね？」

　趙は言葉を発することができず、それでもカクカクと頷く。

「ただ、憧れはあくまで憧れにすぎません。憧れが消えないまま、彼には別に愛する人ができました。けれど、彼女は貧しい家に生まれた中国人で、家柄的に釣り合いの取れる相手ではなかった。交際を反対されるのは明らかだったため、ふたりはこっそりとつきあっていました」

「呆れたものだ……！」

　顔を歪めた馬路橋が言い、「まったくです」と江藤が言葉尻に乗った。

「ほかに相手がいるくせに、南美さんとの結婚を望むなんて、詐欺も同然だ」

「ち、違う……たしかに、僕には恋人がいたけれど……もう別れているんです。終わったことのはずなのに……」

「終わらせたのは彼女のほうでした。趙くんは突然、一方的にふられたんですよ」

　燕が言い「愛ゆえにね」とつけ加える。趙はほとんど泣きそうな顔で燕を見た。

「む……娘がいると仰いましたね……？」

「言いました」

「五か月の、赤ん坊が……？」

「そう」

　趙は「そんな」と掠かすれ声ごえで言い、また俯うつむく。両の拳こぶしを握りしめ、中になにか掴んでいないかを確認するように開き、なにもないそこを見てまた握った。

「僕の……子供が……？」

　上擦る声。どうやら趙は知らなかったらしい。鷹目は邪魔くさいバラ越しに燕を問い詰めた。

「いまのは、確かな話なのか」

「もちろん。調べたのは俺じゃなくて阿莉ちゃんだけどな。ＣＡＳの売りのひとつは、阿莉ちゃんの半端ない調査力だもん。……趙くんの恋人は、自分の妊娠を知って別れを告げたんだ。たぶん、南美さんという婚約者の存在も知ってたんだろ。自分の存在は趙くんの未来を妨げるだけだと思って、身を引いたわけ」

「小シャオ瑞ルイ……」

　趙は呆然と、名を呟く。

　握り込んでいた拳を再び開け、脱力した様子で南美の前に立った。深く頭を下げて「ごめんなさい、南美さん」と謝罪する。

「僕は……あなたと結婚できません」

「……そうね」

　南美はゆっくりと返した。驚いてはいるようだが、同時にどこか冷めた印象もある。

「趙さん。あなたは、恋人のもとに戻ってあげるべきだわ」

「はい。そうするつもりです。……本当に、申し訳ありませんでした」

　今度は馬路橋に向かって、深く頭を下げた。馬路橋はなにも答えず、ただ大きな溜息だけをつくのみだ。

「はっ、とんだ茶番じゃないですか」

　鼻で嗤わらったのは江藤だ。

「趙くんには女と、子供までいる。僕は南美さんにふさわしくない。ならばいったいどうするんです？　花婿はいないということなら、その花束はまったく無意味だ」

「とんでもない。無意味なもんか」

　燕が言い、鷹目の持つ花束から一本だけバラを引き抜いた。そしてそれを趙に渡し「小瑞を幸せにしてあげて」と告げる。趙は涙ぐんで頷き、そのまま部屋を出ていった。

　廊下を走る音と、玄関扉の開閉音が聞こえる。同時に、トラックかなにかが停まる音がした。この邸宅のすぐ前に停車したようだった。

　燕は、開け放たれた部屋の扉を一度閉める。

「えー、昔から『白馬の王子様』なんて言葉がありまして」

　またわけのわからない話を始める。だがどうしてか……燕が喋り出すと、みなつい耳を傾けてしまう。この男が次になにを言い出すのか、気になってしまうのだ。

「王子様は白い馬に乗ってやってくるのが、乙女の夢なわけですね。でもまあ、南美さんは実際のところ、乙女であると同時に、非常に現実的な大人の女性でもあります。ですから……」

　重厚な扉のハンドルに手を掛け、一同に悪戯っぽい笑みを見せる。

「王子様が馬じゃなくてトラックで現れても気にしないと思います。白い衣装やマントもなく、緑のキャップに縞しまのユニフォームでもね。さあ、どうぞ」

　扉が開けられる。

　廊下側に、ひとりの青年が立っていた。キャップをくしゃりとさせて手に持ち、お馴な染じみの宅配便業者の制服を着ている。背はさほど高くないが、がっしりした身体つきの頑丈そうな若者だ。額にうっすら汗をかき、緊張した表情ではあるが……ぐっと力の入った顎あごのあたりには、強い意志の力が備わっていた。

　鷹目は南美を見る。

　彼女の目が大きく見開かれていた。肩が強ばり、呼吸が止まっている。今までで一番驚き、感情を露あらわにしている。一方、馬路橋と江藤は展開の意味がわからず、訝いぶかしむ顔つきだ。

「海え老び原はら元はじめくんです」

　燕に紹介され、海老原はがばりと頭を下げる。

「この二年弱、この地域の配送を担当しています。馬路橋会長。以前、近くの道路で転倒したことを覚えていますか？」

　突然の質問に、馬路橋は「む」と一度は言葉に詰まったものの、やがて「ああ、覚えている」と答えた。

「たしか前日に雪が降った日で……道路の一部が凍っていてな。足を滑らせたんだ」

「そう。そのとき、配達中の車から降りて助けてくれたのがこの海老原くんですよ」

「そう……だったか。顔までは覚えていないが、その制服ではあったな」

「気は優しくて力持ち。非常に評判のいいドライバーなんです」

　ぱんっ、と海老原の厚い胸板を叩いて燕は言う。海老原はされるがままで、ガチガチに緊張していた。

「ちょっと待ってくださいよ燕さん。彼が気のいいドライバーだとしても、それだけで南美さんの花婿にしようっていうんですか？　はっ、馬鹿らしい。突拍子ないにもほどがある」

　江藤の言葉を受けて「あはははは」と燕は笑った。

「そんなわけないでしょう、江藤さん。まったく、あなたは本当にバカなんだなあ」

「なっ……」

「俺が海老原くんを推薦するからには、真っ当な理由があるに決まってるじゃないですか」

「き、聞かせてもらおうじゃないか！」

「江藤さんに聞かせる義務はこれっぽっちもありませんがね、お情けで教えてあげましょう。海老原くんと南美さんは、心から愛し合ってるからですよ。それがなによりの理由」

「な、なんだと？　南美、いったいどういう……」

　動揺したのは馬路橋だった。隣にいる孫娘の腕を掴むように聞くと、南美は戸惑いながら「お祖父さま……あの」と言葉を探している。その様子からして、燕の言葉がでまかせではないのは鷹目にもわかった。

「ふたりが言葉を交わすようになったのは去年の二月。そう、馬路橋会長の転倒がきっかけです。会長を送り届けてくれた海老原くんに、南美さんは好意を持ちました。海老原くんはもっと前から、この邸宅に住む美女が気になっていた。親しく言葉を交わすようになってから、恋に落ちるまで、それほど時間はかからなかったわけです。……鷹目、ほら」

　早く花束を海老原に渡せ……燕に目でそう諭される。

　鷹目ははたと気がつき、大きな花束を海老原に託した。ピンクのバラを受け取った海老原は、決してハンサムな男ではない。むしろやや厳いかつい雰囲気で、しかし小さな目の奥には誠実そうな光があった。

　花の似合わない海老原が、南美の前に歩み寄る。いまだ驚きの表情のままの南美を見つめて、少しざらついた声が「ひどいじゃないか」と言う。

「俺になにも知らせず……結婚するつもりだったのか、南美」

「元さん……」

　見つめ合うふたりに、馬路橋が「待ちなさい、南美」と声を荒らげた。

「えー、突然の展開ですから、馬路橋会長はびっくりされていることでしょう」

　すかさず、燕が言葉を挟んだ。

「転んだところを助けてくれたからといって、海老原くんが善人とも限らない、そうお思いかもしれません。ということで、うちの鷹目から彼に関する客観的な情報をお知らせします」

「……え」

「ほら、さっさと報告しろよ」

「あ、ああ。わかった。……海老原元さんについてご報告いたします」

　展開についていくのが大変である。こういう事情なら、もっと早く教えてくれてもよさそうなものではないか。心中で文句を垂れながらも、鷹目は調べた事実を語り始める。

　燕に調べろと命じられていた車のナンバー……それこそまさしく、海老原が日々使っているトラックだったのだ。調査書を出し、馬路橋に渡しながら口頭でも説明する。

　海老原の学歴は高卒。高校を出てすぐ、今の配達員の職に就ついた。

　家族構成は両親と妹。父親が長く患わずらっている。経済的に豊かな一家ではないが、絆きずなは固い。彼自身は真面目で仕事熱心で、すこし不器用な性格で……、

「ときどき、うっとうしいほどに熱い男……というのは職場の先輩の言葉です。誰もが、海老原さんを好きでたまらないという顔で話してくださいました。中には、私に『どこの調査会社だか知らないが、海老原を悪く書いたら承知しないぞ』とすごむ方まで」

「それは……いや、だからといって……」

　馬路橋はまだ混乱している。無理もないだろう。結婚というのは相手が善人ならばよいというものでもない。社会的にはどうしても、家と家との繋がりになるのだ。家格などという言葉は使いたくないが、それがまったく無関係ではないのもまた、現実なのである。

「会長、南美さんの幸せを願っているんじゃないんですか？」

　燕が聞く。

「それは、もちろんだが……」

「ちなみにふたりの相性は最高ですよ。どんな困難に遭遇しても、乗り越えていけるはずです。……おい、海老原くん、なにしてんの。その花束きみのじゃないんだよ？　いつまで抱えてるつもりだよ」

「あっ……」

　燕に言われ、海老原は慌てて花束を南美に差し出した。その様子を見て「あーあ」と燕が笑いながら呆れる。

「渡せばいいってもんじゃないでしょ。愛の言葉とかないわけ？」

　煽あおられ、真っ赤になった海老原がバラを突き出しながら口をパクパクさせる。いかにも不器用そうな男である。そしてそんな海老原を、南美が優しく微笑んで見つめていた。目にはうっすらと涙が浮かんでいる。

「け、けっ……結婚、してくれ……っ」

　ストレートな言葉が海老原の口から飛び出す。

「幸せにできるか……しょ、正直わからない。でも頑張るから……！　俺、必死に頑張るから、だから……！」

「幸せよ」

　南美が答える。

「私はいま、もう幸せなの……ありがとう、元さん……」

　バラの花束を受け取り、深く胸に抱えた。目を閉じて香りを堪能している。女性にはまったく興味のない鷹目ではあるが、こんなときの女は実に綺麗だなと素直に思える。もともと美人な南美ではあるが、まるで内側から輝いているようだ。聖母みたいな顔だとすら思った。

「結婚してください」

　南美が言った。微笑みながら、涙を流していた。

　江藤は馬鹿面を晒さらし、馬路橋は絶句したまま座り込み、燕だけが「おお、めでたいね！」とひとりでパチパチと手を叩いた。
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「説明しろ」

　馬ま路じ橋はし邸を出るや否や、鷹たか目めは俺に詰め寄ってきた。俺は素早く奴から離れ「あんま寄るな。におうんだから」といつものセリフを口にする。

「またそれか。酔ってたときは気にしなかったくせに」

「そりゃ酔ってたからだ。酒はいろんなものを曖あい昧まいにするからな」

「いろいろ曖昧なのはおまえだ。なんであらかじめ説明しておかない。宅配業者が恋人だったなんて話は聞いてないぞ」

「調べとけって言って、ちゃんと調べたじゃん」

「車のナンバーから人物を割り出しただけだ。まさか南な美みさんの相手だったなんて……」

「あんたが鈍いんだろ。色恋に疎うとそうだもんなぁ」

　数歩前を歩きながら言ってやると「憶測でものを言うな」と返された。

　俺は立ち止まり、煙草たばこに火をつける。……くそ、やっぱりだめだ。素面しらふだと、鷹目のにおいを感じすぎる。せめて強い煙草で気を紛らわせたい。

「どの時点で、気がついたんだ？　南美さんと海え老び原はらのこと」

「最初にあの家に行ったとき」

　日はとっくに暮れている。今夜は月が出ていない。

　このあたりは閑静な住宅街で、街灯もそうは多くなかった。薄闇の中、俺の咥くわえている煙草の灯りだけが鮮やかだ。

「なんでわかった？」

　鷹目が聞く。こいつの低い声は、秋の夜によく響く。

「あの日、途中で宅配が来たろ？　で、南美さんが取りに行った。しばらくして戻ってきた彼女から、ほかの人間のにおいがした。ちょっと汗くさいような」

　短い時間の中、彼女が会ったのは宅配業者だけだ。いくら俺の鼻がよくても、荷物を受け取った程度で移るにおいならば、感知はしない。

「触れ合うというか……がばりと抱き合うとか、それくらいしないと移らないにおいだったんだよ。だから、アレ、と思った」

「……なるほど」

「あんた、俺の嗅きゅう覚かくまだ信じてねーだろ」

　鷹目は二秒思案して「63％くらいは信じている」と返事をよこす。なにそのビミョーな数字。

「だが、ならばなぜ南美さんは別の相手と結婚しようと思ったんだ？」

「反対されると思ったんだろうな。それに、馬路橋家は資産家で裕福だが、幸せな家庭だとは言えない。下手に金があるだけに、親子や姉弟の仲はぎくしゃくしてる。海老原家とは対照的だ。穏やかな暮らしをしてきた彼を、揉め事に巻き込みたくないと思ったのかもしれない」

　煙草の煙が身体にまとわりつく。この感覚が好きだ。ほんの短いあいだだが、ほかのにおいが消えて、俺を落ち着いた気分にさせる。においだらけの環境には慣れているけれど、ときどきこんなふうにひとつのにおいだけに包まれたくなるんだ。

「そうだとしても」

　ふいに別のにおいが近づいた。

　俺は眉を寄せて鷹目を睨にらむ。いつのまにか、二歩分こっちに近づいていたからだ。こいつのにおいは本当に――俺の鼻を、いつも以上に敏感にしてしまう。

「あんなに結婚を急ぐ必要があったのか？　江え藤とうと趙ちょう、両方と一定期間交際して、自分で人柄を判断するという方法だってあったはずなのに、彼女はそうしなかった」

「おい、十時の方向に二歩下がれ」

「すぐにでも結婚したいという勢いだったぞ」

「においが届く。……頼む。早く下がってくれ」

　下がれではなく、下がってくれ。しかも『頼む』までつけてしまった。

　こんなふうに言ったのは初めてだ。鷹目も驚いたらしく、素直に二歩後退する。

　実際、俺は追い詰められていた。俺の鼻は奴のにおいをすっかり記憶してしまっているのだ。記憶したにおいというのはサーチしやすくなる。ようするに、よりにおいやすくなるわけだ。

　失敗した。

　ヤセッポが死んだ夜、鷹目と一緒に飲み明かしたのが間違いだった。そりゃあ酒は嗅覚を麻痺させる。だがまったくゼロになるはずもない。そんなことはわかっていたのに……あああ、俺のバカ。ほんとバカ。いくらヤセッポがいなくなってさみしかったからって、よりによって鷹目となんて――ありえないだろ。

「結婚を急いだ理由は簡単だ」

　短くなった煙草を携帯灰皿で消して、俺は言った。

「南美さんは妊娠してたんだよ」

　種明かしに、鷹目が眉を寄せて驚く。

「妊娠だと？」

「そ。これは最初に会って、ある程度近づいたときにわかった。ほら、猫が飛び込んできて、南美さんがトレイを落としそうになった時だよ。あんとき、におったんだ」

「おい。待て。妊娠にもにおいがあるのか」

「あるよ。ホルモンが大きく変わるんだから」

「ならおまえは、においだけで妊婦を見分けられるのか？」

「近くで嗅かげばな。妊娠初期だとだめだけど、三か月くらいからわかる。……なんだよその目は。人を妖怪みたいに見てんじゃねーよ」

　俺が険しい声を出すと、鷹目は「すまん」と詫わびた。

「ちょっと驚いた。おまえは本当に……その、鼻がいいんだな……？」

「パーセンテージ上がったかよ」

「ああ。84くらいになった」

　煙草も吸い終わり、俺は再び歩き出す。

「妊娠のこと、海老原くんは知らなかったんだよ。南美さんが急に冷たくなって、自分を遠ざけ始めたから、ほかに好きな相手でもできたんだろうって思ってたらしい。だから、荷物を届けに来たときも感情的になって、少し言い争ったあと、思わず抱き締めちまったって話してた。南美さんは……ぜんぶひとりで背負う気だったんだな」

　趙の恋人もまた、同じような選択をした。母は強し、ってやつか。……でもまあ、世の中にはいろんな母親がいる。あんまり型に嵌はめて語るもんでもないんだろう。

「俺が妊娠のこと教えたら、海老原くんすんげーびっくりして……でも、覚悟を決めたんだ。今頃、ふたりでジイサンに告白してる頃じゃねえの？　ははっ、血圧は大丈夫かねえ。ま、ひ孫まで生まれるんじゃあ、許すしかねえだろうな」

「……そうだな。丸く収まるといいんだが」

「あー、疲れた。今回はちっと面倒くさい案件だったなあ」

「……燕つばくら」

　呼びかけに、俺は振り向かず「ああ？」と返事をした。

「おまえに謝りたい」

　思いがけないセリフだった。

　俺が立ち止まって振り返ると、鷹目はいたって真面目な顔でこっちを見ていた。まあ、こいつの表情はおもに二パターンしかないけどな。無表情に近い真面目顔と、眉を寄せてなにかを嫌悪してる顔、このふたつだ。

「どうした鷹目、なんか悪いモンでも食ったか」

「茶化すな。……このあいだのは、失言だった」

　鷹目は眼鏡めがねに触れようとして、結局やめて、また手を下ろす。なにかあると眼鏡に触るのはたぶんこいつの癖なんだろうな。で、その癖を自覚してるもんだから、ときどき矯きょう正せいしようと途中でやめるんだ。

「そう言われても、あんた失言多すぎるからどれだかわからん。えっと……俺をインポ呼ばわりしたこと？」

「どこまで遡さかのぼる気だ。それじゃない。……おまえの家や、下で働く女の子たちに対してひどいことを言った件だ。あれは俺が悪い。すまなかった」

　言葉とともにインケン眼鏡男がちょっとだけ頭を下げる。おお、レアだ。

「ちっと待て！　謝るあんたの動画を撮らせろ！」

「人が真剣に謝罪しているのにふざけるな」

　頭を上げたかと思うと、そんな文句を言う。謝ってるわりには態度がでかい。でもそれがちょっと面白い。

「ま、俺は心の広い男だからな！　謝るなら許してやるぜ？　あのあと、あんたも俺に手を貸してくれたし」

「犬はどうした」

「あー。葬式をしたよ」

「そうか」

「骨も拾った。下の店の子たちも来てくれた。マサさんが退院したら、骨を渡すさ」

「そうか」

「香典出すなら、もらってやってもいいぜ？」

　すぐに「出さない」と冷静な返答があった。俺はケッと笑う。だろうな。予想の範はん疇ちゅうだ。

　……ふうん、謝るってスキルもあんのか。

　俺はまた、前を向いて歩き出す。鷹目はいま、どんな顔してんのかなと思う。ちょっとは照れくさそうな？　いや、どうせいつもの無表情なんだろ。

　風は凪ないでいる。鷹目のにおいは届いていない。なんとなく物足りない気がして……いやいやと俺は自分につっこんだ。におわなくていいだろ。それが一番だろ。

　そう、風がなかったんだ。

　もう少し吹いていれば……俺は異変に気がついたはずだった。

　具体的に言えば、近づいてくる複数の人間のにおいをキャッチしていたはずだった。

「ぐっ」

　鷹目の呻うめく声がした。

　振り返った途端、俺は羽は交がい締じめにされる。無理に暴れると首に圧がかかる。仕方なく抵抗をやめると、手首を背中側で拘束されてしまった。

　おいおい、これどういう展開？

　数人の男に囲まれて、俺たちはそのまま近くの家の敷地内に引きずりこまれる。

「う、わっ！」

　駐車場と思しきコンクリートの空間へと蹴り飛ばされた。

　俺は傾斜を派手に転がって、コンクリの床に額を擦る。いってえなあ、もう……自分の血のにおいがする。擦り傷だからたいしたことはない。

　続けて、すぐ近くでドサリと人間が倒れる音がした。

　同時に呻うめき声ごえ。鷹目だ。やはり蹴り飛ばされたらしい。

　シャッターの閉まる音が聞こえて、視界が真っ暗になる。

「はあ？　勘弁しろよ……」

　俺がぼやいた直後「勘弁するつもりはないね」と答えが返ってきた。

　ややあって、内部の蛍光灯が点る。

　悪役のボスよろしく、手を後ろに組んでシャッターの前に立つ男――江藤だ。

　まったく、予想通りすぎてつまんないんだよな……来るのかなあと思ってたら、来るんだもん。しかも当日に速攻かよ。結構せっかちなんだな、こいつ。

「警告はしておいたはずですよ、燕さん」

「あのなあ、あんた。いまさらこんな真似してなんの意味があるんだ？　もうなにをしたって、南美さんと結婚するのは無理なんだぜ？」

　座り込んだままで俺は答える。鷹目の奴もやっともぞもぞ身体を起こし始めた。

「そうかな。僕は諦あきらめが悪いんです。……まあ、あなた方の手腕はある意味見事でしたよ。あの結末には驚かされた。とんだどんでん返しだ」

「そら、どうも」

「ここからもう一回、どんでん返しがあってもいいんじゃないですかね？」

「……あんたも大概しつこいね」

　溜息混じりに言いながら、俺は相手の人数を数える。

　江藤を入れて五人。あとの四人のうちふたりはスーツ姿で、前回も見た顔だった。残りふたりはいかにも悪そうな面構えのチンピラで、臨時雇いって感じだ。

「僕は真剣なんですよ。前回ははした金ですまそうとしたことを反省しています。今日はほら、こちらに二千万、用意しておきました」

　手下のスーツ男が、小振りのアタッシェケースを手にしていた。蓋ふたをがばりと開け、札束を剥き出しにすると、床を滑らせる。ザリザリと傾斜を滑って、アタッシェケースは俺の足元まで届く。二千万、ねえ。一応、同僚の意向も聞いておこうか。

「鷹目、二千万だと」

「話にならん」

「だよなあ」

　半端な額だよな。小金とは言えないが、都心じゃたいしたマンションも買えねえわけよ。そもそも、南美さんの意志はすでに鉄の如く固まっているはずだ。なにしろお腹なかには海老原の子が……あ、そうか、こいつらそれを知らないんだよな。だから小さな希望の火を点しちゃってるわけね。阿あ呆ほめ。

「なあ、鷹目」

　ずりずりと尻で近づき、俺は小声で聞いた。

「なんだ」

　鷹目も頬骨を擦りむき、血が滲にじんでいる。

「おまえケンカ強い？」

「おまえよりは強いだろう」

「失礼だな。俺は若かりし日には『城じょう南なんのバタフライナイフ』と呼ばれていたんだぜ」

「面白い芸名だ」

「おい！　なにをこそこそ言ってるんだ」

　苛立つ江藤に「うっせーな。金額の相談してんだよ」と答える。

　鷹目の肩と俺の肩が触れる。

　緊急事態なのでにおいのことは気にならない。人間の脳ってのは、いっぺんに処理できる知覚がある程度限られているんだ。

「俺、スーツふたり担当しよっかな」

「白シャツの弱点は右膝。縞しまシャツは左肩だ」

「すごいね、おまえ」

「歩き方である程度わかる。なら俺はチンピラ担当か？　物足りないな。江藤はどうする」

「あいつはなんもできんだろ」

「だな」

　鷹目と視線が合う。

　初めて、かもしれない。お互いに顔を見あわせ、にやりと笑った。

「おいっ、いい加減にしろ！」

　再び怒鳴った江藤に、俺は「よーし、合意に至ったぜ」と嘘の返事をした。

「……条件を呑むのか」

「おお。二千万ならありだろ。……けど金の確認させろよ。下のほうは新聞紙とかシャレになんねえからな」

　肩を捩よじらせながら俺が言うと「わかった」と江藤は手下を促した。スーツのひとりが俺のほうに、チンピラのひとりが鷹目のほうに向かって歩いてくる。

「早く解とけよ。現ナマちゃんに触らせろ」

「待て、いま手を……ぐ、が……ッ！」

　俺の背中側にかがみ込もうとしたスーツ男の顎に、まずは頭突きを食らわしてやった。勢いよく、かつバランスよく立てたのは、とっくに両手が自由になっていたからだ。

「な……どうし……うぐぅ……！」

　隣も首尾よく一発目を決めたらしい。綺麗な右ストレートがチンピラの腹に食い込んでいる。

「てめえら！」

　残りふたりが走りかかってきた。

　すごい勢いで殴りかかってくるスーツその２をひょいひょいと避け、俺は背中側に回る。

　ええと、こいつは膝がよくないんだっけ？　鷹目の指摘を思い出しながら、俺は一度体勢を低くし、そこから膝に向けてタックルした。

「うわっ」

　男は見事にひっくり返る。上に乗りかかり、起き上がろうとした横っ面に「ほいっ」と一発食らわした。べきっ。……いて、歯が当たりやがった。

「ぐ……、こ、この……」

「えーと、右膝だから、こっちか」

　俺はじたばた暴れる男の重たい足を抱え上げる。男の顔色が変わり「な、なにを」と声が上擦った。男を見下ろして、俺は「ごめんなあ」と一応謝っておく。

「俺さー、ほら、細っこいでしょ？　腕力とかそんなにないんだよね。そういう人間がこういう状況で生き延びるには、結構えげつないことせにゃならんのよ」

「や、やめろ……！」

「よい、せ」

「ぎゃあぁぁぁ！」

　ボリッ、と膝の骨がひずむ音と同時に、悲鳴が上がる。一種の関節技だ。これでこいつはもう起き上がれない……と思った瞬間「千ち里り！」という鷹目の声が聞こえた。

「おおっと」

　ヒュッと目の前をナイフが掠かすめていった。

　あっぶねー。俺は仰のけ反ぞるようにして刃物から逃れ、急いで体勢を立て直す。さっき俺に頭突きを食らったスーツその１が、鼻血をボタボタ垂らしながら俺を狙っている。

「この野郎……いい気になりやがって……」

　低い姿勢、ナイフの構え方。こりゃ結構腕が立つな。肩が弱点らしいけど、懐ふところに飛び込んでいくのはリスクが大きすぎる。

　さあて、どうしたもんか。

「ぐあぁ……ッ！」

　間合いを取りながら思案をしていると、俺とスーツその１の間にチンピラがふっ飛んできた。うーん、いい飛距離だ。どうやら鷹目のほうは楽勝らしい。もうふたりを伸してしまい、パンパンとスーツの汚れをはらっている。

「手伝うか？」

　肘のあたりを叩きながら鷹目が言った。俺はダンスステップを踏むように立ち位置を変えながら「冗談」と笑う。これからがいいところじゃないか。

　痺れを切らして、男が先に動いた。

　逆に俺は止まった。静止したまま、奴が向かってくるのを待つ。ナイフの煌きらめきを目で確かめる。その動きの、一歩先を読む。

　躱かわす。

　身体を斜はすにし、最小の動きで、ナイフを避ける。

　再び右上から、また躱す。左。紙一重だ。俺はわざと声を立てて笑う。相手は熱くなる。冷静さを失い、無茶な突っ込み方をしてくる。

　これなら余裕で避けられる――と油断したのは俺のミスだった。

　男の手がふいに下がり、予想しない低い位置から刃先が襲ってきたのだ。

「……っ」

　いっ……て。

　しまった、背中か。

　だが俺は身体を引かなかった。奴はいまバランスを崩している。絶好のチャンスだ。

「はッ！」

　相手の斜め後ろから、肘に手刀を一撃。指先の痺れる経絡へ。

「ぐッ」

　ナイフが落ちる。俺はそれを遠くに蹴る。男が顔を歪めて殴りかかってくる。ワン、ツー、避ける。身体がでかいぶん、動きは速くない。

「フッ！」

　浮きかけた踵かかとを蹴る。

　男が仰向けに転びかかったところで、ひらりと背中に移動して、充分に体重を乗せた回し蹴りを一発。場所は腰だ。

「ぐっ」

　男の膝が崩れる。

　コンクリートの上に跪ひざまずいたところで、

「悪わりィね」

　最後の一撃をお見舞いした。鼻柱への右ストレートだ。

　男は白目を剥いて呻き、ゆっくりと後ろへと倒れていった。

「ふー」

　酷使した右手を軽く振りながら、俺は鷹目を見た。とっくに片をつけていた鷹目は、逃げようとしていた江藤の首根っこを捕まえて待機中だ。

「素しろ人うとのパンチじゃないな。なにかやってたか？」

　鷹目に聞かれた。楽勝だったとはいえ、奴も多少は食らったらしい。頬の擦り傷のほかに、唇の横に青あざができていた。俺はオデコと拳こぶしが痛い。

「若い頃な。キックボクシング」

「道理で。……さて、これはどうする」

　青ざめた江藤を横目で見て聞いた。

　これかあ。どうすっかなあ。なんかもう、いろいろ面倒くさくなってきた。久しぶりに運動して、疲れちゃったし。

「江藤さんさあ」

　俺が近づくと「ひぃ」と情けない声が上がる。

「これで終しまいにしてくんない？　俺らも、あの人たちに怪け我がさせちまったけど、そもそもあんたのほうから売ってきたケンカだよな？」

「わ、わか……わかっ……」

「わかってくれた？　よかったよかった。ただし、次はないぜ？　また俺たちに手を出すようなら……そんときは、徹底的に、やる」

　人差し指を突きつけて、警告した。江藤は返事の言葉も出せずにカクカク頷くだけだ。

「鷹目、放してやんな」

「いいのか」

「いいよ。警察沙汰なんかにしたら、商売にケチがつくだろ」

　鷹目が手を離すと、江藤は腰砕けで退いた。

　後ろ向きのまま慌てて動くものだから、躓つまずいて一度尻餅をつく。あわあわしながら立ち上がり、今度は背中を見せて、一目散に逃げていった。

　……ったく、やれやれだぜ。

　俺は煙草を咥えて火をつける。身体のあちこちが結構痛い。一番痛いのは最初に打ちつけた額で、次がナイフの掠った脇腹かな。ほかにも打撲とかありそうだ。

「おい」

　鷹目が転がっている連中を指さして「あいつらはどうするんだ」と聞いた。

「知らねえよ。お互いに助け合えば動ける程度のダメージのはずだぜ。俺たちも行こう。誰んちだか知らないけど、ここの住人が帰ってきたら騒ぎになっちまう」

「そうだな」

「鷹目、おまえ車で来てる？」

「ああ。駅の近くのパーキングだ」

「送ってって。……疲れた」

　いやだ、という回答もこいつの場合はあり得るわけだが、意外とすんなり「わかった」と答えられた。通行人がいないことを確認してから道路に戻り、夜道を急ぐ。いい大人ふたりが顔に痣あざだの擦り傷だのを作っている上に、服はほこりだらけで髪も乱れている。ケンカ上等な雰囲気がダダ漏れなのは間違いない。下手したら職務質問されそうだ。

「車は密室だが、においはいいのか」

　歩きながら聞かれた。もっともな質問だな。

「俺は後ろに乗る。あと窓開ける」

　駐車場につき、俺は後部座席に乗り込む。生意気にいい車乗ってやがるな。

　ジャケットを脱ぎ、シャツの上から背中の左下のほうに触れて確認した。シャツに血が滲んでいるが、指先にはほとんどつかない。つまり血は止まっているし、痛みからしてもほんのかすり傷だ。縫うほどのこともないだろう。帰ったらバンソコ貼っときゃいいんだ。ちょっと自分じゃ貼りにくい場所だけど。

「ふぅ」

　安心したら、脱力した。

　いや、マジ、疲れた。

　……でもちょっとだけ楽しかったな。乱闘なんて久しぶりだ。鷹目が強いから、気を遣わなくていいのがラクだった。阿あ莉りちゃんと一緒だったら、なにより先に逃げる算段しなきゃならんし。

「……おまえ、ナイフを持っていたはずだろう。なぜ使わなかった？」

　車を発進させる鷹目に聞かれる。

　そう、俺はごく小さなナイフを持っていた。この商売、ときどきヤバイ目に遭ったりもするんで、ズボンの隠しポケットに入れてあるんだよ。それで縛られてた縄なわ紐ひもをカットできたわけだ。気になる指のささくれを切ったり、まあ持ってるといろいろ便利なのよ。ただし、うっかり忘れて空港行くと大変。検査のゲートでピーピー鳴っちまう。

「あれはほんとにちっさいから、ケンカ沙汰には使いにくいんだよ」

　そのくせ切れ味はいいからな。握り方間違えると自分の手を切る羽目になる。

「それに刃物はなあ。下手なとこに当たると、殺しかねないだろ」

「それはそうだが、向こうも刃物を出してきた」

「負ける気がしなかったし」

「二対四で？　しかも俺がどの程度の腕っ節なのか、おまえは知らなかったはずだろう」

　そうなんだよな。

　いまになって考えると不思議だ。鷹目の筋肉が見てくれだけで、実戦ではまったく使えないへっぴり腰だったら、俺は一対四、場合によっちゃ一対五だったわけだ。そうなりゃさすがに多勢に無勢、ケツまくって逃げ出したと思う。

　でも、そういう想定はしなかった。

　こいつと目が合って、ニタリと笑い合ったとき――悪いた戯ずらの算段をするガキみたいな気分になって、なんだか楽しかった。そんで、こいつをまるっと信じていた。

　おっかしいよな。

　俺は鷹目のことなんか、よく知ってるわけじゃない。においが特別だってのは間違いないけど、それ以外はよくわからん。出世コースから外れた、扱いにくいエリートで、やたらと早食いで、潔癖で、口が悪い……この程度しか知らない。

　あとは。

　あとは、そうだな。

　少なくともこいつは、死にかけた犬を運ぶのを手伝ってくれた。いやいやな顔を隠しもしないで、俺と一緒にヤセッポを運んだ。そのあとはヤセッポの通夜にもつきあってくれた。嫌みなことばっか言って俺をむかつかせるけど、本当に悪いと思ったときはちゃんと言葉で詫びる。

「そういえばさあ、鷹目」

「なんだ」

　淡々とした安全運転をする鷹目に「ヤセッポが死んだ晩だけどさ」と俺は聞いた。刹せつ那な、鷹目の肩がぴくりと揺れたように見えたんだけど……気のせいだろうか。

「しこたま飲んだだろ、俺ら」

「……そうだな」

「俺、酒好きだし、弱くもないんだけど、さすがに途中から記憶飛んでんだよね。起きたらおまえもういなくて、ナターシャが膝枕してくれてた。イヒ」

「……おまえは一度起きて、忌き引びきだから休むと言ったんだ」

「え、そうなの？　覚えないや。でもそれ、俺が言いそうだわ」

　実際、あの日起きてからヤセッポの葬式の手配をしたんだ。ペット葬儀って本格的なのな。ヤセッポはお経を上げてもらって、白いきれいな骨になった。

「俺は二日酔いの頭を抱えながら、リタという女に送ってもらった」

「おっ、なんだよ、あんたリタに気に入られたのかよ～。イヒ」

「そのイヒっていうのやめろ。……彼女たちのお気に入りはおまえだろ。おまえの相棒なら、多少は認めてやるという雰囲気だったぞ」

「うん、まあそうね。俺は『パンドラ・ボックス』のアイドルだからね」

　みんな気のいい女たちだ。苦労を顔に出さずに働く彼女たちは逞たくましく、かつ俺の苦手なにおいの持ち主がいないという点で、とても落ち着ける場所なのだ。

「じゃあさー、あんたもあの晩のこと、あんま覚えてない？」

「…………そうだな」

　あれ？

　なんかいつもより返答がコンマ二秒くらい遅くなかったか？

「ほんとに覚えてねえの？」

「覚えてない」

　今度は早すぎないか？

　まずいな。俺、なんかへましてないだろうな。

　鷹目と部屋飲みとか、やっぱやばかったんだよ。あんときはヤセッポが死んじまったショックでそこまで考えられなかったんだけど……実のところ、鷹目が帰ったあと、ちょっと大変だったんだ。

　ナターシャも帰って、そのあとは徹底的に換気して、鷹目の汗が染しみ込こんだ畳のあたりは除菌と消臭のスプレーしまくって、とにかく奴の残り香を消しまくって……。

　うわ。

　やべ。回想してたら無意識ににおいをキャッチしちまった。

　俺は慌てて窓を全開にし、外の空気を深呼吸する。乱闘で汗かいてるもんだから、鷹目のにおいがいつもより強い。

「千里。あんまり開けると寒い」

「か、換気してんのっ。…………おい。あんた今なんて言った？」

「あんまり開けると寒い」

「その前！　てめ、俺のこと千里とか呼び捨てにしたろ！」

　失礼な奴め。俺のこの可愛い下の名前は、女の子しか口にしちゃいかんのだ！

「ツバクラ、四文字。チリ、二文字」

　ステアリングを切りながら、鷹目が言う。

「はあ？　なにが言いたいんだよ」

「二文字のほうが呼びやすい」

「呼ばれるほうの尊厳は無視かッ」

「乱闘中も呼んだぞ。おまえは普通に反応してた。つまり、そんなに嫌じゃないってことだ」

「うそ」

「本当」

　こいつは嫌な野郎だが、嘘はつかない。それくらいは俺もわかっている。自分ではまったく覚えていないんだけど……つまり、スルーできるくらい自然に受け止めちゃったってこと？　野郎に「千里」って呼ばれるのを？

「じゃあ俺もおまえのこと下の名前で呼んでやるッ」

「俺の場合、音数は同じだ。下の名は濁点があるぶん、呼びにくくなる」

「知るかッ。…………えっと、なんだっけおまえの名前」

　ぜんぜん覚えてなかった。鷹目は呆れたように「兆きざし」と答える。

「一兆円の兆と書いてキザシだ」

「あー……うん、呼びにくいね……」

　しかも覚えにくい。面倒だから、鷹目のままでいいや。

　そんなことを言い合っているうちに、俺の家の前まで到着する。俺は上着を手に持ち、後部ドアを開けながら「サンキューな。あ、報告書は俺が書くから」と言っておく。そうだ、あと大事な口止めがあった。

「あれだぞ、阿莉ちゃんにケンカしたとか言うなよ？　すんげえ叱られるんだから」

「隠すだけ無駄だ。俺たちの顔を見たら、言わずもがなだろうが」

「あ、そっか……顔は誤魔化しきれんなあ」

「相変わらずバカだな」

「バカって言うなっての」

　言い返しはしたものの、べつに腹は立っていなかった。俺ときたら、ほんの数日でこいつのもの言いに慣れつつあるわけだ。人間の順応性って恐ろしいぜ。

「ほんじゃあ」

　そう言って背中を向けた俺だったが、歩き始めた途端にバタンと車のドアが閉まる音がした。なにかと見てみれば、鷹目が眉み間けんに深い皺しわをよせてずんずんとこちらに歩いてくる。

「なに？　どした？」

　俺の問いに答えもせず、限界域を超えて接近しかたと思うと、肩を掴まれて身体を半回転させられた。

　うわっ……ちょ……と、近すぎるんですけど!?

「なんで言わない。いつ切られたんだ」

「あ、背中、か……。いや、それはたいしたことな……」

　ザ、と風が吹く。

　よりにもよって、鷹目は風下側にいた。空気が流れ、鷹目のにおいも流れ、俺はそれをまともに食らった。

「……っ」

　いまさら息を止めても間に合わないのだが、反射的にそうしてしまった。鷹目はシャツの上からそっと傷に触れ、出血の多さを確かめているようだった。俺ときたら、情けないことに身体が固まって動けない。

「上でちゃんと見せろ」

「い……いい、から。平気だって」

　顔を背けたままで固辞したのだが、鷹目は「自分で手当てできる場所じゃないだろう」と至極真っ当な意見を言いながら、俺の両肩をがっしり掴み、ずるずる引っ張るように移動し始める。

　まずい。本当にまずい。

　汗だけじゃない。さっきまでアドレナリン全開でケンカ上等だった俺たちは、いまいつもより体臭が強くなっている。そんな鷹目に接触されているのだからたまらない。

「は、離せ」

「うるさい。手当てだけしたら帰る。……おい、ちゃんと歩け」

　そんなこと言われても、膝に力が入らないんだよ。おまえのにおいがもろにきてるんだ。このまま膝がガクンと折れそうに強烈なんだ。

「おい？　ほかにもどこか痛むのか」

「ちが……」

　俺は、鷹目のにおいを吸い込まないように、できる限り呼吸を小さくしていた。だから声がか細くなる。それをまた鷹目が怪け訝げんに思う。

　まともな抵抗もできないまま、階段を上らされ、部屋に入れられる。

「ほら」

　敷きっぱなしの布団に座らされて、鷹目は一度離れた。手を洗いに行ったようだ。本気で俺の背中の手当てをしようとしている。

　よたよたと、俺は起き上がる。

　逃げなきゃ。

　逃げないと、取り返しのつかないことになる。たぶんなる。こういう状況は俺も初めてなんだけど、そんな予感がする。だって、マジでやばい。あいつのにおいはほんとに、半端なく、やばいんだって。俺にとっては。

「千里。なにしてる」

　逃走を図ろうとしていた俺は、階段の踊り場であっさり捕捉されてしまった。

　再び同じ布団の上にヒョイと戻される。くそう、ウエイトの違いがありすぎんだよ。

「シャツを脱げ」

　鷹目も布団に膝をついた。

「ほ、ほんとに、大丈夫だって」

　俺は尻をつけ、じわじわと後退しながら言う。

「それは自分の目で確かめる。なにびびってんだおまえ？」

「びびってないけど！」

「なら脱げよ。ほら」

　鷹目はあっというまに間を詰めて、俺の襟えりに手を掛けた。だめだ、近すぎる。俺は思わず、自分の鼻と口を、手で覆った。

「……ああ、そうか」

　鷹目の動きが止まる。

「くさいか。……そうだったな」

　ひんやりと、冷たい声だった。

　俺は慌てて手を下ろした。そうじゃない。そういう意味じゃない。目の前の鷹目を見て「違う」と声に出す。否定しながら、なんで否定してるんだろうと思う自分がいた。

「ちが……う」

「なにが違うんだ。さんざん言ってただろ」

　そうだ。いままでは、それでよかったんだ。

　くさい、で貫き通してきたじゃないか。それでうまくいってたじゃないか。

　でも、俺は三度目も「違うんだ」と言っていた。

　もういやだ。こいつに「くさい」なんて言葉をぶつけたくはない。だって、一応、仕事仲間じゃないか。偉そうなエリート崩れのイヤミメガネだけど……相棒、じゃないか。

「あの……えっと……ごめん、くさいっていうんじゃない。ただ、その、俺にとって……」

「苦手なにおいなんだろ。ならクサイでいい」

「だからっ！　くさくないって言ってんだろうがっ！　手当てすんならさっさとしろっ！」

「なに逆ギレしてんだ」

「ぎゃっ！」

　鷹目が俺を俯うつぶせに突き飛ばした。まだシャツは脱いでいなかったが、スラックスから裾すそを引き出され、捲めくられる。俺は枕にしがみついて耐えた。幸い、腹ばいになったので、においは少し遠ざかった。

「う」

　思わず声が漏れる。背中の中心あたりに、鷹目の手が当てられたからだ。

　切られたのは中央よりやや下で、左脇腹に寄った位置……鷹目はそこを注意深く観察しているらしい。

「深くないな。もう血も止まってる」

「だ、から……大丈夫だって……」

「サージカルテープあるか。傷に直接貼れるタイプの」

　震えそうになる身体を必死に抑えながら、俺は部屋の隅に放置してある救急箱を指さした。鷹目は一度立ち上がってそれを取り、俺の傷口を丁寧に清せい拭しょくしてから、テープを貼る。

　大きな手が器用に動き、俺の肌に触れるたびにぞわぞわときた。

　俯せだったのがせめてもの救いだ。枕にしがみつき、近くなったり遠くなったりするにおいに耐え、手当てが終わった頃にはうっすら汗までかいていたほどだ。まったく、なんの拷ごう問もんだよ、これは……。

「できた」

「……う……サンキュ……」

　俺の背後から鷹目が離れる気配がする。終わった。なんとか、場を凌しのいだ……。奴が立ち上がり、ある程度俺から離れたのを確認したところで、俺も身体を起こした。立ち上がろうとしたそのとき、

「わ……っ」

「おい！」

　よほど集中力を欠いていたんだろう。俺は布団に足を取られてひっくり返りそうになった。なんとか踏ん張ろうとしたんだが、敷布団まで一緒になって滑る。ほら、あれだ、畳の目の方向ってあるでしょ。あれがたまたま滑りやすい方向だったんだな。

　すってーん、といくのかと思った。

　そういうとき、人間っていうのは反射的に目を瞑つぶる。俺もそうした。ふだんならなにかしらの受け身を取れたかもしれないが、なにしろ乱闘後で怪我までしているから、そんな余裕はない。背中を強したたかに打ちつけるんだろうと思ったのに、

「な……にやってんだおまえは！」

　ドシンという衝撃はなかった。

　その代わり、別の衝撃が俺を待ち構えていた。鷹目の顔がすぐそこにある。鷹目の腕の中にいる。鷹目のにおいに……包まれている。

「まったく、どこまでバカなんだ」

　罵倒の言葉とともに、吐息をもろに食らった。

　だめだ。

　……これは、だめだ。

「傷が開いたらどうする！　……おい？　おい、どうした」

　転びかけた俺を抱き取った鷹目は、布団に片膝をついていた。俺の背中にしっかりと手を回し、顔と顔とは二十センチも離れていない。

　大丈夫だ、離してくれ。

　そう言おうとして息を吸う。途端に肺に満たされる、鷹目のにおい――。

　俺はもう、動けない。

「千里？」

　鷹目が呼ぶ。怪訝な顔でこっちを見ている。

「おまえ、顔が真っ赤だぞ？」

　わかってる。そんなことわかってる。自分でもいやってほど顔が熱い。おまけに、小刻みな震えが止まらない。手にうまく力が入らない。なにか言わなきゃと思うのに、舌すら俺の言うことを聞かない。

「熱でもあるのか？」

　鷹目の手が、俺の首に……耳の下あたりに触れる。リンパ節の腫はれを確認しようとしたのだろう。長い小指が耳みみ朶たぶに触れた瞬間、

「あ……ッ」

　小さく声を上げてしまった。

　ちくしょう、なんて声出すんだよ俺……それは我ながら呆れるほどの、溶とけた音色だった。

　鷹目が動きを止めて、俺を見る。

　観察されている。すぐに顎を引いて下を向いた。とてもじゃないが、目なんか合わせられない。

「……おまえ」

　驚きと、戸惑い。

　それらを鷹目の声から聞き取り、俺は叫び出したいほどに恥ずかしい。

　鷹目の手がまた動く。

　今度は指先が、明確な意志を持って俺の耳の後ろから、喉仏へとするりと下りた。

「……っ、あ……やめ……」

　平気なふりなんか無理だ。このにおいの中では、絶望的に無理だ。

「おまえ、もしかして……」

　鷹目の声が耳を擽くすぐる。それだけで、俺はぶるりと身体を震わせてしまう。

「そ……そうだよッ」

　俺は開き直った。ほかにどうしようもないじゃないか。鷹目に指摘されるより、自分で告白したほうがいくらかはましってもんだ。

「おまえがクサイなんて嘘で、それはおまえを近くに来させないためで……だ、だってしょうがないだろっ！　俺だってこんなの初めてなんだ！」

「こんなの？」

「なんでなんだよっ、こっちが聞きたいっての！　よりによって、男相手ってどういうことだよ！　おかしいだろ？　変だろッ？　……う、わっ」

　ひとりでがなりたてる俺を、鷹目が布団に押し倒した。上から押さえ込まれて、心臓が跳ねる。逃げようとしたのだが、腕を両方掴まれて動けない。鷹目の乱れた前髪があんまり近くて、俺はパニックを起こしそうなほどだ。

「落ち着け。ちゃんとわかるように説明しろ」

「無理っ！　落ち着こうとして落ち着けたことってないしっ」

「深呼吸しろ」

「事態が悪化するだけっ！」

　俺の言葉に鷹目はしばし考え「なら、俺の質問に答えろ」と言った。それなら、なんとかなりそうだ。

「まず、俺はくさくない。そうだな？」

　俺は頷いた。その間も奴のにおいがどんどん濃くなっていて、くらくらと脳が痺れる。

「むしろ、おまえにとって、ある意味『いいにおい』……違うか？」

「ち……がわ、ない……」

「抗いがたい、におい？」

　俺はまた頷く。

　鷹目はますます俺に近づく。やめろって。そんなに顔を寄せんなって。たまらず顔を背けると、今度は耳に唇が近づいてきた。

　ふっ、と息を吹きかけられて、ビクン、と身体が跳ねた。

「ひっ……」

「そのにおいは、性的欲求を引き起こす……？」

「あ……あ、そこで……喋しゃべる、な……ッ」

「答えろよ。言わないと、噛むぞ？」

「んあう……ッ！」

　もう噛んでるじゃねえか！

　耳の軟骨にやわやわ歯を立てられると、身体じゅうの産毛がざわめく。背骨の下のほうから突き上げてくる、強い欲情……こんなの知らないぞ。女の子としてるときだって、ここまで過敏になったことはない。

「千里」

　顎を掴まれて、顔を正面に戻された。

　鷹目と目が合う。

　ああ、いやだ。たぶん俺、すげえ情けない顔してる。男としてありえない感じの、蕩とろけた面になっちまってる。

「あんたが……悪い」

　震え声で言った。

「俺？」

「あんたのにおいが……おかしいんだ……俺をこんなふうにしちまうなんて……絶対、変だ……俺もあんたも男なのに……おかし……」
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「フェロモンの作用みたいなものか」

「知るかよ、理屈なんかわかんねえよ。ただ、とにかく……身体が……」

　反応する。

　皮膚に甘い静電気が走る。内臓まで蕩けそうになってしまう。

　だからいやだったんだ。こんなの困るし、みっともないし、恥ずかしいから、なるべく鷹目に近寄らないようにしてたのに……いままでの努力がぜんぶ水の泡じゃないか。

「こんなの……おかしい。男同士だってのに……」

　俺は繰り返した。けれど鷹目はさらりと「俺の場合はそうおかしくない」と返す。

「もともと、ゲイだからな」

「……え？」

　俺は耳を疑った。

「あ、あんた、ソッチなの!?」

「ああ」

「そんなの、聞いてない！」

「言ってない。……ああ、大おお鳥とりさんは知ってるか。まあゲイだといっても、おまえみたいなタイプはまったく範疇じゃない」

「あ……あ」

　タイプじゃないとか言いながら、奴は俺の髪に指を差し入れる。おい、言動が一致してないじゃないか！

「範疇ではないが……おまえから、やたら甘いにおいがしてるのが気になる……」

「あま……い……？」

「そうだ。なにかつけてるか？」

「……つけて、ない……」

　髪を梳すかれながら、うっとりと答えた。俺も同じだった。鷹目から甘いにおいを感じている。もっとも、甘いの一言ですませられるような単純なにおいじゃない。蜂蜜、ハーブ、麝香ムスク……ちょっと近いものはいろいろあるけど、でもやっぱり違う。それらを混ぜてもきっと違う。

　言葉では語れない。

　これは、鷹目のにおい。

　俺だけが感じ取れる、鷹目の存在。

　俺の理性を粉砕し、恥ずかしい気持ちすらなぎ倒し、男としての意地まで踏んづけて潰してしまう、厄介なにおい。

　鷹目が俺を見下ろしている。

　見てる。すげえ見てる。俺も見つめ返す。だってもう、目が離せない。心臓が破裂しそうだ。誰かと視線が絡んでいるだけで、ここまで鼓動が走った経験なんかない。

「いいのか」

　鷹目が聞く。官能的な声って、たぶんこういうのなんだろう。

「抵抗しないと、抱くぞ」

　う、わ。

　ぞくっ、ときた。腰骨のあたりに。

　抱くって、あれか。セックスか。そういうことか。男同士でできんのか。

　いや、できるってことは知ってるけど、俺にもできんの？　っていうか俺がされるの？　い、入れられちゃうの？　尻に？？

　冷静に考えれば無理だ。だって俺、男に興味ないし。これっぽっちも。

　なのに、どうして鷹目なのか。

　鷹目のにおいに、こんなに囚われるのか。

　俺は指の震えを隠しようもないまま、おずおずと右手を動かす。この手の行方はふたつにひとつだ。爪の先ほど残った理性は「突き飛ばせ」と言っている。蹴飛ばしてもいい、早くこの状態から脱しろ、おまえはホモじゃないだろと。

　そうだけど。

　……だけど。

　俺は息を吸う。鼻び腔こうから、口から、鷹目の香りが入り込んでくる。

　巨大な手に身体をむんずと掴まれて、蜜の海にどっぷり沈められたみたいだ。俺の身体からぶくぶくと空気が抜けて、代わりに甘ったるい官能が入ってくる。口から、耳から、鼻から。肺を満たし、細胞にまで行き渡り、関節から力を奪い、脳を蕩かし……身体の奥を、疼うずかせる。

　指先をネクタイのノットにかけた。

　引きよせた。

　ネクタイと、鷹目を。

　はらりと落ちた鷹目の前髪が、俺の額に触れる。ちくりと。さらりと。

　唇が合わさる。

「ふ……」

　それだけで、背中が浮き上がるほどに感じた。指先にびりびりきた。

　鷹目はもう遠慮しない。俺の唇をこじ開け、舌を侵入させてくる。俺の口の中は相当熱いはずなのに、鷹目の舌もやはり熱い。ぬるぬると絡み合う。

　粘膜の接触。

　体液の交換。

　鷹目のにおいが直接俺の中に流れ込んでくる。身体のボルテージは留まるところを知らない。

「……ん、あっ……」

　顔をそむけ、鷹目の厚い胸板を押した。

　抵抗したわけじゃない。ただ、ちょっと……怖くなった。しょうがないだろ。自分の身体がどうなってしまうのか、想像もつかないんだ。俺は肩を竦すくめ、必死に震えを抑えようとする。けれどうまくいかない。

「千里」

「……っ」

　やめてくれ。耳元で囁ささやかれると、溶けそうだから。

「こっち向け。キスさせろ」

　なんでそういうこと言うの。ふだんはインケンメガネのくせに……っ。

「あ……う、あ……」

　俺は言葉がうまく紡つむげない。

　鷹目はもう一度俺の顎を取って、強引にキスを再開した。今度は俺が逃げられないように、深く深く、唇で繋がる。ちょっと前歯がぶつかる。その衝撃だけで、膝頭が震える。

　濡れた音が響く。

　舌が絡まって、離れて、くすぐりあって、また絡まる。

「ん……」

　いつしか俺は、両腕を鷹目の首に回していた。いまひとつ力が入らない身体を叱咤して、引き寄せる。

　キスって、こんなだったか？

　こんなに、気持ちいいもんだったか？　骨の髄ずいに甘く染み渡っていくのはなんなんだ？

　流される。

　快楽が、怯おびえを上回り、俺を知らない場所に連れていこうとしている。

　鷹目の指が胸元で動いた。シャツのボタンをはずしているのだ。服を脱がされているわけだけど、俺の脳はもうそういう事実を追えない。とにかく気持ちよくて、蕩けていて、角度を変えながら繰り返されるキスに夢中だった。

　唇にキス。

　瞼まぶたにキス。

　耳にキス。

「はっ……あ、あ……」

　舌が顎を辿り、喉を辿り、鎖骨に届く。

「う、んんっ……やめ……」

　やめろと言いかけると、身体から唇が離れた。鷹目が顔を上げ「どうして」と聞く。

「いやなのか？」

　いつもと同じ顔に見えたけれど、語尾に少しだけ意地悪な響きがあった。

「い、いやじゃ……ない、けど……っ」

　俺の身体はどこもかしこもおかしい。鷹目の触れる箇所、すべてにビクビク感じてしまう。

「安心しろ。おまえだけじゃない」

　鷹目が俺の太腿に、ぐりっと股間を押しつけてくる。その熱さと紛れもない硬さに「うわ」とつい声を上げてしまった。

　シャツを剥ぎ取られる。

　鷹目も上着をばさりと脱いだ。こいつが服を放り投げるところを、俺は初めて見た。

「千里、口を開けろ」

　タイを抜きながら、鷹目が言う。

「え」

「もう一度、キスだ」

　命じられて、おずおずと唇を開いた。それだけでは足りないらしく、鷹目はさらに「舌を出して」とつけ加える。着衣が減って、鷹目のにおいがより強くなり、俺は逆らえるはずもない。

　乱れる息の中で、舌を差し出した。

　ぴちゃり、と鷹目がそれを舐める。

　舌の先っぽがびりびり感じるなんて、俺は生まれて初めて知った。そのすんごい感じる先端を、軽く咥えられる。

「あ、ふ……」

　ゆっくりと歯の圧がかかっていく感覚に、顎が自然と上がっちまう。

　なに、これ。いままで自分のキスが下手だと思ったことはなかったけど――もう考えを改めるしかない。鷹目に比べたら、俺のなんかガキのキスだった。

「んッ！」

　一瞬の痛みのあと、食われるような口づけになる。

　眼鏡が頬骨にぶつかって、ときどき痛い。呼吸までぜんぶ飲み込まれそうなキスの嵐の中で、器用な手が俺を丸裸にする。靴下だけを残して、あとはぜんぶ脱がされてしまった。俺のそこはもう完全に勃たち上あがり、先端を濡らして痛いほどだ。

　鷹目も脱ぐ。眼鏡も外す。

　自分は靴下も取るんだな、なんてどうでもいいことを思うくらい、俺の考えはまとまらない。

　裸で抱き合った。

　腕も脚も絡め合う。

「……あ、あ……は……」

　ただ抱き合っているだけなのに、女みたいな声が漏れ出てしまう。鷹目の肌と自分の肌が直接触れ合い、互いのにおいが混ざっていく官能に、俺はぐちゃぐちゃにされてしまう。

　たぶん、限界なんてとっくにきていたんだ。

　いきりたったものを大きな手で包まれた瞬間、俺は暴発した。

「……ッ……！」

　声もなく達して、ビクビクと吐精しながら、鷹目にしがみつく。声は出なかったけれど、呼吸がヒクヒクと変な調子に引ひき攣つれた。鷹目はもう一方の手で俺の背中を撫でさすり「大丈夫だ」と言った。なにがどう大丈夫なのかさっぱりわからないまま、それでも俺は小さく頷く。

　一度射精したら、少しは落ち着くだろうかと期待していた。

　けれど期待はあっさり裏切られる。出すものを出したというのに、俺の性器は完全に萎なえはしない。まだ半はん勃だち程度の弾力を備え、すぐにでも回復しそうなのだ。

　嘘だろ……三十をすぎてからは、女の子との二回戦だってハードル高かったのに……。

「千里、ゴムとローションあるか？」

「ゴ……さっきの……箱……」

　息も絶え絶えに答える。コンドームはさっきの救急箱に買い置きが入っている。でもセックスに使うローションなんかない。

　鷹目が一度身体を起こし、驚いたことに自分のシャツで手を拭ぬぐった。あの潔癖が、俺のザーメンのついた手をだ。あまりに驚いて、つかのま理性が帰ってきたほどだった。

「き、汚くないのか……」

　俺が聞くと、救急箱を引き寄せながら「なんで」と聞き返される。

「だって、それ……」

「寝てる相手の精液が汚いはずがない。まあ、シャツは洗わないと着られないがな」

「そういうもん？」

「そういうものだ」

　鷹目が戻ってきて、頬にキスをする。……なんかこいつって、セックスしてるときは優しくないか？　ふだんと落差ありすぎないか？

「……ひっ、あ！」

　ほよん、と油断していた俺は、突然尻の奥にぬるりと冷たいものを感じて声を上げた。

「な、な、なにして……っ」

「使えそうなものがあった。アロエ成分配合、保湿ジェル」

「ちょ、やめ……あっ……」

「じたばたするな。……後ろ向きになっとけ」

　前言撤回。誰が優しいって？

　鷹目は俺の身体をやすやすとひっくり返し、両脚を広げさせて、そのあいだに陣取った。ピッという小さな音に振り返ると、コンドームのパッケージを開けて指に嵌はめている。

「な、なにして……」

「一応聞くが、男と寝るのは初めてか？」

「あたりまえだろ……っ」

　ひっくり返った声で答えると、奴はにやりと笑って「そうか」と言った。

　うっわ、悪い笑い方するな、こいつ……。

「力を抜いてろ」

　尻たぶを開かれる恥ずかしさに、俺は枕を抱えるしかない。奥まった窪くぼみの周囲で、クチクチと音がする。さっきのジェルを丹念に塗り込まれているのがわかって、つい力んでしまう。

「呼吸はゆっくり」

　ヨガのインストラクターみたいなセリフとともに、指がつぷりと侵入してきた。

「あ」

　そんなの無理。入るはずない……という俺の予想を裏切り、たっぷり濡らされた指はどんどん沈んでいく。まあ、一本ならそうだろう。肛門科の医者だって入れる。

「あ、あ……う……」

　だが医者はそんな指の動かし方はしない。

　指が進むたび、さざ波のような快感が沸き上がって、俺は小さく声を上げる。隘あい路ろをこじ開けられる圧迫感はあるけれど、痛みはない。まったくない。びっくりするくらいない。

「……おまえ、本当に初めてか？」

　鷹目が失礼なことを聞きやがる。バカ野郎と言いたいが、声にならずにヒッと喉が鳴った。

「狭いが……柔らかい。準備ができてる身体だ」

　知るか。なんの準備だ。

　俺は枕にすがったまま、犬みたいな短い呼吸で喘あえいでいた。布団に押しつけられている性器がもう完全に勃ぼっ起きしているのがわかる。ケツに指を突っ込まれているのに気持ちいいって、いったいどういうことなんだ。

「う、ぐう……っ」

　指が増えた。

　俺の穴はびっくりしている。でも、ちゃんと受け入れてる。内部で鷹目が手の向きをくるりと変えたとき、指先がある場所を掠めて、衝撃が走った。

「……ッ！」

　たとえば、だ。

　たとえば俺の身体がレゴブロックとか、寄せ木細工とか、なんかそういうものでできていたとして。ある一か所のパーツを外すと、全体が砂の城みたいに見る見る崩れちゃう……そんな造りだとして。

　その秘密のパーツが、ふいに外されたみたいだった。

　肘が崩れる。膝が崩れる。雪崩なだれのように。

　もう自分で自分が制御できなくなる。関節が緩む。全身に鳥肌が立つ。それくらい気持ちいい。怖いくらいに、いい。

「……っ、あ……あ、あぅ……」

「……すごいな」

　なにがすごいのか、どうすごいのか、気になるが聞けない。いま俺はそれどころじゃない。

　人間の身体に、こんなに気持ちのいい場所があっていいのか。やばくないか。いや、やばいから神様はこんなに奥に隠しておいたのか。

　くそっ、と小さな声が聞こえた。

　鷹目にしては汚い言葉には、焦りの色が乗っている。俺の後ろから指が抜かれて、パチンと音がした。指からゴムを取ったのだろう。そしてもう一度パッケージを開ける音。振り向いて確かめようと思ったのだが、俺は煮えすぎたジャムみたいにとろとろになっていて、うまく身体を動かせない。

「千里」

　腰をグッと持ちあげられた。腹ばいになり、尻だけ上げた体勢で、また指が入ってくるのかなとぼんやり考えていた。

「……あ……？」

　けれどその予想は当たらなかった。

　指とは比べものにならない、猛々しい灼熱が俺を押し開こうとしている。

「あ……あ、うそ……むり……むり、だって……」

「無理じゃない」

　反射的に逃げようとして、上体が起き上がる。同時に、鷹目が腰を押し進めた。

「いっ」

　みりっ、と音がした。実際は、そんな気がしただけなのかもしれないけれど、それくらいのショックがあった。

「いた……痛いって……む、り……」

　俺はシーツをひっかきながら何度もそう言ったけれど、鷹目は許しちゃくれない。無茶な進み方もしないが、後退もしない。たぶん、先端の部分だけを俺に呑み込ませて、止まっている。呼吸は乱れ、ときどき低く呻いた。奴もつらいらしい。

　しばらく、バカみたいにふたりで固まっていた。

　人間ってのはたいしたもんで、やがてこの極限状態にもいくらか慣れてくる。力みとこわばりが解ほどけ出だし、俺の呼吸がいくらかスムーズになってきた。

　クンクンと、においを探す。

　俺を蕩かす鷹目のにおいを、もっと近くで感じたい。

「お、い……」

　掠れ声で呼ぶと「なんだ」と返事がある。

「この体勢、やだ……」

「初めてならこれが一番ラクだ」

「でも、やだ」

「おまえは、どうしてそう我わが儘ままなんだ」

「……あんたが遠いから……いやだ」

　向かい合わせがいい。顔が近いのがいい。鷹目が遠ければにおいも遠いのだ。

「あ、ん」

　ずる、と鷹目のそれが抜けた。

　かくん、とへたった俺の身体を丁寧にひっくり返す。僅わずかに怒ったような顔で「おまえ、本当に初めてなのか？」とまた聞かれた。

「しつこい……途中まで入れてわかんなかったのかよ……」

「まあ、狭さからすると未経験だな」

「なら何度も聞くなって」

　ああ、やっと鷹目がきた。

　俺の上に帰ってきた。

　なんだか嬉しくなって、鷹目の首を引き寄せてフンフンとにおいを嗅ぎまくる。汗のにおいまでたまらなく好きだ。鷹目が「犬みたいだな」と笑う。あ、こいつこんな笑い方もするんだなと新鮮に思う。

「じゃ、あんた獣姦してんのか」

「バカか。そういう話じゃない」

「バカっていうな。……キスしろ」

　俺が言うと、鷹目はまた小さく笑う。

　それからゆっくりと唇を近づけてきた。優しく穏やかで、でもいやらしいキスを交わしながら、俺の脚を開かせる。わ、前からする場合、そんなに脚を上げなきゃなんないのか。

　くちゅ、と音を立てて唇が離れる。

「息をつめるなよ」

　頷いて、目を閉じる。鷹目が入ってくるのを感じる。

　たしかにこの姿勢のほうが脱力が難しい。つい腹筋に力をこめてしまいそうになる。

「うっ……」

「千里、息」

　そうだ。

　息を深く吸って、鷹目のにおいで身体を満たす。骨まで蕩かすこのにおいで。

「……痛く、ないか」

　半分くらいまで進んだだろうか、一度動きを止めて鷹目が聞く。俺は口を開けたまま頷いた。眉根の寄った顔が色っぽい。

　本当はもっと進みたいだろうに、我慢しているのだ。それがどんなにじれったいことかは、俺も男だからよくわかる。

　ふ、と鷹目が息をついた。

　額から、ぽたりと汗が滴る。

　それは俺の上唇に落ちて、そのままするりと口の中に滑っていく。

「あ……」

　ぶわりと、官能が膨らんだ。

　鷹目の体液だと思うと、繋がっている箇所がせつなく疼いた。

「こら、千里……急に締めるな……」

「ん、あ……や……、鷹目、鷹目……っ、たか……」

「……く……」

　太腿を掴まれる。強い力だ。指の跡がつくほどに。

　くる、と思った次の瞬間だった。

「……あ！　ああ、あ……ッ！」

　楔くさびが打ち込まれる。一気に、奥まで。

　背中が仰け反って息が止まった。さすがに苦しい。自分の身体が異物に驚いているのがわかる。

　すごく苦しい、けれど……。
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「……ふ……」

　息を吸えば――鷹目のにおいを取り込めば。

　俺の身体は柔軟になる。とろとろになる。

　膝がふるりと震えて、つま先は力んでしまうのだけど、肝心な箇所は少し緩む。鷹目を受け入れようとする。

　鷹目にも、俺の変化は伝わっていた。

　注意深く脚を下ろされ、汗で張りついた前髪をかき上げられる。鷹目の頬も紅潮していて、ああ、こいつも興奮してるんだと改めて思った。

　おかしなもんだ。

　いまだに、なんでこいつと寝てるのか、よくわからない。

　性格は正反対。てんで気が合わない。口を開けばケンカしていたはずだ。かといって、じゃあ鷹目が嫌いなのかと聞かれると――俺は返事に迷うだろう。仕事はできる。頭も切れる。憎まれ口は叩くが、嘘はつかない。

　そこ、結構大事なんだ。

　俺、嘘をつかない奴が好きだから。

「千里」

　律動がゆっくりと始まった。

　ストロークは次第に大きくなり、そうすると奴のカチカチな先端が俺のいいところを擦っていく。これはたまんない。

「ひあっ……あ、ああっ……」

　そういえばまだまともに見ていないわけだが、たぶん鷹目ってかなりカリ高なんじゃないか。だって、この角度で、こんなにグリグリくるのって……。

「や、め……待っ……あっ、鷹目……ッ」

　ペースについていけず、俺は奴の腕に縋すがった。上腕二頭筋、すげえ硬くなってる。めちゃくちゃ力が入ってるのがわかる。汗が雨みたいに滴ってくる。

　夢中、という言葉が頭を掠めた。

　鷹目が俺に夢中になってる。なんかいい気分だ。そんなふうに思った途端、

「うあ……ッ」

　もっと奥に攻め込まれた。

　ズクッ、と腹の奥が痺れる。うそ。まだ先があったなんて、そんなん、聞いてない。

「……っ、く……千里……っ」

「う、あぁ……！」

　接合部から、ぐちゅぐちゅと濡れた音が響く。俺の股関節は、たぶんこれまでの人生で一番ってくらい開かれて、鷹目の身体を挟んでいる。

　身体を揺すられる。脳のう味み噌そがミックスされる。

　鷹目の手が、ビクビク震えている俺の性器に触れた。

「あ、あ、だ、めだ……触っちゃ……ああ……ッ！」

　突き上げるリズムと合わせて、軽く擦られただけでまた出てしまう。鷹目を咥え込んだままの射精は信じがたい法悦で、身体の内側から発火しそうなほどだ。

「……ひ……やっ……たか……」

　鷹目は動きを止めない。

　俺の性器が小さな口からもまだ残ざん滓しを垂れ流しているというのに、そのまま動き続ける。イったばかりの過敏な身体をさらに攻められ、俺は息も絶え絶えになってきた。

　こんな激しいセックスは知らない。ここまで、身体をめちゃくちゃに熱くする交歓なんて、したことがない。ついていける自信がない。そんな俺をお構いなしに、鷹目はいやらしく腰を回す。内壁をぐるりと奴の性器が擦っていき、俺の尻まで蠢うごめいてしまう。

「……た、か……も……あっ……も、むり……」

　悲しくもないのに、涙が勝手に流れちまう。

　中途半端に芯を持った性器を扱しごかれる。二回も出したのに、まだ足りないと思っている自分に呆れる。こんなふうに、後ろを侵されながら射精する快楽を知ってしまったら、このあと俺はどうなってしまうのか。

　ぬるつく性器から、鷹目の手が離れた。

　大きな手のひらがシーツの上に置かれる。鷹目の身体が近づき、最大値になっているにおいに包まれて、俺は恍惚となる。

　覆い被さる男の顔を、両手で挟んだ。

　キスをねだると、すぐにくれた。

　俺たちはふたりとも喉が渇きすぎて、相手の唾液を甘い水みたいに欲しがった。

　唾液が混じる。汗が混じる。いろいろ混じる。

　俺と鷹目のにおいがミックスされて、新しいにおいが生まれる。これもまた、ひとつの化学反応ケミストリーなんだろう。この世に純粋なにおいなんてないんだ。すべてのにおいは、いつもなにかと混ざっている。いま抱き合っている俺たちみたいに。




　千里、と掠れ声で呼ばれた。

　最後のスパートがくるんだなと覚悟して、俺は目を閉じた。
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「……なにしてんの、あんたたち」

　俺たちの顔を見た途端、阿莉ちゃんの眉間に皺が寄る。

　やばい。怒られる。俺は咄とっ嗟さに一歩後退し「不可抗力だったんだよ！」と言い訳した。

「江藤の野郎、四人も連れてきやがったし、縛られちゃったし！」

「黙らっしゃい」

　ぴしゃりと言われ、俺は「ハイ」と直立不動に戻った。こういうときの阿莉ちゃんは怖い。逆らってはいけない。事務所がわりのホテルの部屋、ライティングデスクに肘をついた阿莉ちゃんは自分の顔を覆い、大きく溜息をつき、手をどけたかと思うと再び俺たちを見て、「あああ」とまた嘆く。

「ただでさえ残念なハンサムなのに……ますます残念さが増している……」

　俺は絆ばん創そう膏こうの貼ってある額に手を当てた。隣をちらりと見ると、鷹目は頬に手をやっている。こいつは擦り傷より打ち身だったらしく、湿布が貼ってあった。たしかにハンサムが台無しだ。

　目が合う。

　ぎくりとする。

　すぐ逸らして、ふたりともじわりと半歩ずつ離れる。言葉はない。

　うわあ、なに、この空気……俺こういうのだめなんだよ。叫び出しそうになるんだよ……っ。

「いいこと、チリちゃん」

　阿莉ちゃんの説教モードがスイッチオンになる。

「いつも言ってるでしょ？　うちは客商売なのよ？　そしてチリちゃんは顔がいいの。顔以外はいろいろとアレなわけだけど、顔はいいの。世のたいていの女性はチリちゃんみたいな王子様顔が大好きなの。我が社にとって、チリちゃんの顔は財産なの。それなのに……ケンカ沙汰で、そんな傷つくって……」

「燕の言うとおり、本当に不可抗力でした。我々は突然連中に……」

「お黙り」

　ギッと睨まれて、鷹目は続きを呑み込む。

「だいたいね、こういう事態に陥おちいらないように、ふたりで動いてもらってるのよ？　チリちゃんがあたしの言うことを聞かないのはいまに始まったことじゃないし、でも好きにさせておくとホント危ない状況にもなり得るわけで、だからこそ、理論的で冷静沈着で、チリちゃんの襟首をギュッと掴んでおけそうな鷹目くんを採用したんじゃない。なのに、一緒になってケンカしてどうすんのよ？　ええ？」

「私を採用した意図は、そこだったんですか」

「それだけじゃないけど、それもある」

「聞いてませんが」

「採用する側がすべての情報を提示する義務はないでしょ」

「……」

　あの鷹目を黙らせた……やっぱ阿莉ちゃん最強だ……。俺は阿莉ちゃんに育てられたようなもんだから、逆らえないのはしょうがないけど、鷹目にまでそのパワーが波及しちゃうのがすげえ。

「とにかく」

　阿莉ちゃんは手にしてたボールペンを揺らしながら言った。

「みっつ約束して。無茶しない。怪我しない。心配かけない」

「はぁい……」

「はい……」

　しおしおと俺たちは頷く。これじゃお母さんに叱られている小学生だ。

「まあ、馬路橋会長からは丁寧なお礼をもらえたから、仕事は上出来だったけどね……」

「あ、連絡きたんだ」

「うん。だいたいの話は聞いたわ。南美さんと海老原さん、結婚することになったそうよ」

「そっか。よかった」

「馬路橋会長はかなり複雑らしいけど……でも、ひ孫が見られるのは嬉しいって。兄さんのところにも電話がいったらしくて、喜んでたわ。生まれたら、贈り物しなくちゃね」

「うんうん」

　ふたりの仲は無事に認められたらしい。

　なによりだ。これからもすったもんだあるだろうけど、子供のために頑張っていくんだろう。

「さて。鷹目くん、初仕事どうだった？」

　お説教モードをクローズして、いつもの朗らかさで阿莉ちゃんが聞く。鷹目はしばし考えたあと、「いろいろ驚きました」と短く言う。

　……まあ、そうだわな。驚くだろうよ。

　においだけで妊娠がわかる奴と仕事したり、弱ったワンコ抱えて病院に忍び込んだり、仕事帰りに襲われて乱闘沙汰になって、おまけにそのあと――。

「チリちゃん？」

「……へ？」

「どしたの。顔赤いよ？」

「……………ち、ちょっとここ、暖房効きすぎてね？」

　俺はハイネックの首をみよんと引っ張って言った。阿莉ちゃんが「あら？」と首を傾かしげる。

「首、どこかにぶつけた？　なんか赤いのが見えたけど」

　うっわ、墓穴掘った。俺はすぐにハイネックを戻しブンブンと首を横に振る。

「ぶつけてない。し、湿しっ疹しんかな？」

「湿疹？」

　カクカク頷く。調子の悪いマリオネットみたいな動きになっちまった。

　動揺しないようにすると、動揺するのが人というものだ。だが鷹目ときたら、俺の隣で素知らぬふりで立っている。ほんとに図太い男だぜ。

　今朝、俺は勢いよく畳に転がされて起きた。

　何時に寝たのかなんて覚えていない。最後のほうは、なにがどうなったのかも曖昧だ。自分が射精した回数すらわかんないんだから、ひどいもんだ。スイッチが入った自分の淫乱ぶりにも真っ青だが、それにつきあった鷹目の精力も恐ろしい。

　とにかく、ごろんと転がされ「いてぇ」とぼやいて目を開けた。

　外し忘れたコンタクトが目玉にくっついて、周囲が見えにくい。それでも、にょきっと立っている鷹目はわかった。下着と眼鏡だけつけた姿で、剥いだシーツを持って「さっさと起きろ」と言った。甘さのかけらもない声で。

　俺がよろよろ起きて、コンタクト外して顔を洗って、真っ裸に眼鏡だけかけて部屋に戻ってみると、鷹目は洗濯機を回していた。もうスラックスまではいている。中はドロドロのシーツなんだろう。窓が開いて換気され、布団まで干してあった。

「おい。下着くらいつけろ」

　ぬぼーと立っている俺を見て言う。俺はまだ頭がはっきりしないまま「そだね」と新しいパンツを出して穿はいた。

「ワイシャツを貸せ」

「いいけど、小さいだろ」

「仕方ない。我慢する」

「ピンクがいい？」

「白」

「なあ、腹へらねえ？」

「へった」

「近所のモーニング、わりとうまいけど」

「行く」

「なあ、鷹目」

　俺はクリーニングずみのワイシャツを探しながら、本当は一番聞きたかったことを口にした。すなわち、

「俺たち、昨日やっちゃった？」

　である。鷹目はシャツを受け取りながら表情もなく「やった」と答えた。

　そっか。やったか。

　…………だよねえ、だってもう、すげえケツ痛いもん実際。熱もってじんじんしてるもん。当分辛からいモンは食えないよこれ。どうすんだよ、俺カレー大好きなのに。

　で、俺たちは着替えて近所の喫茶店に行った。

　黙々とモーニングセットを食った。鷹目は新聞を読んで、俺はスマホ弄いじって、ほとんど目も合わせなかった。ろくに喋らなかったが、ひとつだけ聞かれた。

「……においは？」

　新聞から目を離さず、鷹目はそう言ったんだ。短い問いだったけど、奴の言わんとしていることはわかった。昨晩、俺をめちゃくちゃに乱した鷹目のにおい……あれはいま、どうなっているのだ、という意味だ。

「あー。慣れたみてえ」

　俺はそれだけ答えた。

　至近距離に鷹目がいても、昨日みたいにめろめろになることはない。昨日の夜を十とするなら、三くらいのレベルかな……。やっぱり、嗅覚って慣れがあるんだよ。

　それでも、俺にとっていいにおいなのは変わらない。ふわんと漂ってくると、思わず近づいてクンカクンカしたいくらいだ。

　言わないけど。言えるわけないけど。こんなシレッとした顔してる奴に。

　朝飯を食い終わって、俺が煙草を一本吸いきったところで「じゃあな」と鷹目は店を出ていった。七時間くらい前のことだ。

　ちょっと、なんなのこいつ。

　俺のバージンを奪っておきながら……いや、俺が迫ったってことになんの？　でもそれこそ不可抗力なんだぜ。それに、俺が迫ったって無視すりゃいいじゃん。いくらゲイだからって、男ならなんでもいいわけじゃねーだろうが。むかつくなあ。

　さらにむかつくのが、さっき気がついた事実だ。

　この部屋で鷹目と再び会ったとき、俺は思わず空調の風向きを確認してしまった。

　戻ってるんだよ。

　奴のにおいの強さが。

　いや、においが戻ってるというのは正確じゃないな。俺の鼻が戻ったんだ。一度は嗅ぎ慣れて覚えたにおいを、また忘れた。嗅覚ってのは、そういうものでもある。

　ああ、くそ、なんて厄介なんだ。いっそこいつが本当にクサイだけだったらよかった。そのほうがよっぽど話が簡単だった。

「おい、もうちょっと離れろ」

　俺は片頬を歪めて鷹目に言った。空調の風向きが変わったのだ。

「なんだと？」

「離れろって。……におうんだよ」

「慣れたって言ったじゃないか」

「時間が経つと戻るんだよ！　四時の方向にあと二歩下がれ！」

　がなりたてる俺を「こらこら、チリちゃん」と阿莉ちゃんが諫いさめる。また憎まれ口を叩くかと思った鷹目だが、ぼそりと「戻ったのか」とだけ言って、言われたとおりに二歩後退した。珍しく素直じゃねえか。

　デコボコに並んだ俺たちを見て「困ったわねえ」と阿莉ちゃんが息をつく。

「まだそんな苦手なの？　鷹目くんのにおい」

「…………うん」

　母代わり姉代わりの阿莉ちゃんとはいえ、こればかりは真実は語れない。というか、家族同然だからこそ言えない。ほんとは鷹目のフェロモンにムラムラきてて、昨日は勢い余ってやっちゃいましたなんて……言えるわけないだろ。恥ずかしくて死ぬだろ。

「なら、しばらく別々に仕事してみる？　ほんとはふたりでやってほしいけど……あまりにも不便そうだもんね、チリちゃんも鷹目くんも」

「「いや、それは」」

　ふたり同時に発していた。

　顔を見合わせて、またすぐ戻す。一瞬だけ見た鷹目の耳朶が、いつもより赤かったような気がするんだけど……見間違いだろうか。

「そ、そんなに不便でもないよ」

「不便ではありますが、許容範囲です。……ふたりで動く利点も多少はある」

　それぞれに言った俺たちを交互に見て、阿莉ちゃんが「あらそう？」と首を傾かしげる。

「なら、当面はバディシステムでいってみましょうか」

「うん」

「はい」

　なんとなく互いにそっぽ向いて、俺たちは答えた。

「ふうん……いいんじゃない？」

　なんだかちょっと弾んだ感じの声で、阿莉ちゃんが言った。

「面白いコンビだと思うわ。ふふ。しっかり働いてもらわなきゃね。……ふたりの相性ケミストリーに期待してますから」

　そう言って笑う顔をまともに見られない。

　ときどき、俺より鼻が利きくんじゃないかと思う阿莉ちゃんが、すべてを承知だったりしませんようにと、心中で祈るばかりだ。とてもその場に長時間はいられなくて、適当な理由をつけて部屋を出る。鷹目も一緒だった。

　廊下を歩きながら、はあ、と脱力した。

「……顔に出すやつがあるか」

　後ろから鷹目の声がする。

「知るか。出したくて出したわけじゃねーよ」

「自分をコントロールする術を、少しは身につけろ」

「そんなことしても人生は楽しくねえ」

「人生は楽しければいいってもんじゃない」

「ほかになにがあるってんだ」

「おまえは享きょう楽らく的てきすぎる」

「あんたは夜だけ享楽的なんだな」

　エレベータの前まできたところで、嫌みをぶつけてやった。振り返ると、鷹目が奴にしては複雑な表情で顔で俺を睨みつけている。

「昨晩のあれは……人助けみたいなものだ」

「うっわ、全責任放棄発言」

　最ッ低。

　俺が女の子だったら、キーッて言って、顔をバリバリ引っ掻いてやるところだ。

「もともと俺に責任などない」

　余よ所そを向いて、鷹目は言い捨てる。

　そりゃ俺だって承知だよ。昨日の俺たちは文字通り流されただけだ。誰のせいでもないし、誰にも責任なんかない。それはそうだけど……でも「人助け」はないだろう。そんな言い方はあんまりだ。

「はあ、なるほど」

　俺は鼻で嗤わらって言い返した。

「つまり昨晩のあんたは、俺に押し倒されて、手足を縛られて無抵抗なまま無理やり勃起させられて、いやだって言ってるのに突っ込まされたと？」

「場所を考えろバカ」

「バカって言うな」

　殴ってやろうか、このインケンスケベメガネ――そう思ったとき、エレベータが到着した。

　ドアが開く。中は無人だ。

　ふいに思う。

　この閉鎖空間で、鷹目とふたりになったら……いまの俺はどうなるんだろう？

　デフォルトに戻った嗅覚が、鷹目のにおいを捉とらえたら？　まだ余韻の残っている身体で……逃げ場のない、箱の中で……？

　足が竦んで立ち尽くしている俺を尻目に、鷹目はさっさと乗り込んだ。

　操作盤の横に立ってボタンを押している。無機質な音とともに、扉が閉まっていく。

　ああ、そうか。

　一緒に乗らなきゃいいんだ。

　それだけのことじゃないか。なにビクついてんだ俺、アホらしい。

　ほっとした。

　扉の隙間が狭まる。鷹目が視界から消える。

　肋ろっ骨こつの奥あたりでチクンとした痛みがあったけど、スルーした。意味わからん。

　さて、もう一台呼ばなきゃな……そう思った俺が、壁のボタンに手を伸ばしたとき、エレベータのドアが再び開く。

　え、と思っているうちに、鷹目が半身を乗り出す。小さな舌打ちが聞こえた。

　腕を掴まれる。

　引っ張られる。エレベータの中に。

　勢いあまって、鷹目の胸にドンとぶつかった。シャツの生地が顎に触れる。

　あ、におい。

　鷹目の……におい。




　扉が閉まる。

　俺は目を閉じて、深呼吸をした。
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　あとがき




　こんにちは、榎田尤利です。

　最近、とみに視力が落ちております。華麗に加齢を重ねている以上、どうしようもないことですが……頑張れ、私の目。

　目（視力）はいいにこしたことはないけれど、鼻（嗅覚）はどうなんだろうなあ……などと考えつつ、この作品を書いておりました。新シリーズです。『ｎｅｚ』と書いて『ネ』と読みます。フランス語ですよ。トレビアーン。

　主人公、千里についてはかなり前から頭の中で「こんな感じ」と決まっていたのですが、相棒については悩みました。鼻がいい男の相棒だから、耳がいいのはどうだ！　いや、違うだろう……超能力ヒーローもの書くわけじゃないんだから……。などと紆余曲折の結果、なんかとても感じの悪い攻の素養としては、決してマイナス要素ではないですよね！　私は大好物です。

　さて、この新しいシリーズに、湖水きよ先生がイラストをつけてくださっています。千里ちゃんがほんとに可愛くて……そして鷹目が本当に可愛くなくて（褒めている）すてきです。個性的な脇役たちも、生き生きとした絵にしていただきました。今後もとても楽しみです。ありがとうございます。また、ＣＡＳの会社名については、私の英語アドバイザーかつ友人の溝口彰子氏が相談に乗ってくださいました。他にも、担当氏をはじめ、拙著の刊行にご尽力くださったすべての皆様に御礼申し上げます。

　私の計算が間違っていなければ、新装版や企画本は除いて、九十五冊目の本です。こうして作品を出し続けられるのは、読んでくださる皆様あってのことです。本当にありがとうございます。

　予定どおりに運べば、来年の春くらいには続きが刊行される予定です。どうか、千里と鷹目にまた会ってくださいますように。





２０１２年　秋茄子の美味な頃　榎田尤利　拝
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